
科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回
２回

３回

４回
５回
６回
７回
８回

工業デザイン（FT000300）
Industrial Design
松本恭吾＊（まつもときょうご＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
デザイン史、工業デザインの概要１、身近な工業デザイン
工業デザインとは。
身近な工業製品を観察しスケッチする。
デザイン史、プロダクトデザインの概要２
色彩、造形心理、人間工学について解説する。岡山県、中国地方で生産されているの工業デザイン
等について知る。現在活躍している工業デザイナーのデザインプロセスについても解説する。

ユニバーサルデザイン
社会的視点から工業デザインを読み解く。
製図演習
身近な工業製品を計測し三面図を描く。
ドローイング演習「パースを描く」
身近な工業デザイン製品を観察しパースを使って描く。色鉛筆を使ったシンプルなスケッチのコツ
も学んでいく。
デザインワークショップA-1
リサーチと自分の体験を組み合わせ、デザインの核となるアイデアを探す。

デザインワークショップA-2
デザインコンセプトを明確化し文字とスケッチなどを使い企画書として紙面化する。
仕組みから見る工業デザイン
構造の面からデザインを観察する。「シャープペンシル」や、「修正テープ」など簡単で自分で分
解可能な工業製品を分解し、そこにある仕組みや工夫をスケッチをとりながら観察する。
デザインワークショップB -1 （「楽しくなる学びのデザイン」）
アイデア発想１。自分の記憶や体験からデザインのきっかけを探る。他のデザイン事例もリサーチ
しそのコンセプトと手法を分析する。アイデアを出すためのブレインストーミングを行う。
デザインワークショップB-2 
アイデア発想2。リサーチやインタビューなどを行い、アイデアを展開し方向性を決定する。様々
なデザイン事例、実際のデザインプロセス事例を見て応用していく。
デザインワークショップB-3
アイデアスケッチを描く。コンセプトを短い文章にまとめ、仮の製品名を付ける。
デザインワークショップB-4
形を決定し図面化する。ボール紙や段ボール等で実寸大のモデルを作る。
デザインワークショップB-5
モデルを完成させる。それを検証し改訂版のモデルを再制作する。

デザインワークショップB-6。プレゼンテーション準備
コンセプト、説明を文章としてまとめる。紙モデルの写真を撮影。追加のスケッチ、チャート等を
描いていく。企画書の形に体裁を整え、第三者に自分の考案したデザインの新しさ、面白さが伝わ
るよう文章を推敲していく。プレゼンテーションの練習を行う。
デザインワークショップB-7
プレゼンテーション、講評。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間120分）
配布するテキストの該当箇所を読んでおくこと。観察しがいがありそうな工業製品をいつくか用意
しておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料のユニバーサルデザインの原則について読んでおくこと。（標準学習時間120分）

配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料の該当箇所を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
自分で分解でき、元に修復可能であろう工業製品を探してくること。



９回

１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

配布する資料を読んでおくこと。デザインのヒントになりそうな現在使っている学習の為の道具、
かつて愛用していた学びの為の道具等を探しておくこと。（標準学習時間120分）

配布するアイデアを展開する為の手法についての資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。必要になりそうなモデル制作の為の材料と道具を探しておくこと
。（標準学習時間120分）。
配布する資料を読んでおくこと。写真をプリントアウトしておくとこ。（標準学習時間120分
完成に向け写真、データ、インタビューなどをまとめ揃えておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。プレゼンテーションの準備をしておくこと。（標準学習時間120
分）

　この講義では社会の中で多様な役割を果たしている工業デザインについて学んでいく。

　デザインとは単に格好良さ、可愛さ、スタイリッシュさを提示するだけではない。優れたデザイ
ンの核には本質的なコンセプトや思考、社会との関係の追求がある。
　本講義では工業デザインの歴史や概要、デザイナーについて知るだけではなく、簡単ではあるが
受講生が個々にデザインを考案しながら深く体験を通じてデザイン的知識と教養を身に付ける。
　
　グラフィックデザイン、コミュニティデザインなど工業ザイン周辺分野についても解説していく
。

　＊本講義は工学部の「教育課程編成・実施の方針」の「D」に関連した科目である。
　工業デザインの基礎知識の習得を目標とする。
　簡単な図面、パースを描く技術を身に付ける。総合的に工業デザインを理解し、ある工業製品の
観察した時、様々な角度から分析しそのデザインを自分なりに評価できるようになること。

生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリューム感、質感、
空間、パースペクティブ、構図、構成、観察力、発想力、表現力

実施する
合格基準（６０点）
課題提出（100％）により評価する。

なし
なし
教科書ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川　聰　監修／ 日経デザイン 編／日経
BP社／ISBN 978-482221547-7

プロダクトデザインの基礎 スマートな生活を実現する71の知識／ワークスコーポレーション／ISB
N-1486267173X

参考書は適宜指示する。
なし
デザインに対する知識を得ること、デザイン実践をすることでデザインに対する立体的理解を深め
られるよう講義を進める。
課題解決学習、ディスカッション、プレゼンテーション、実習、グループワーク。ドローイング実
習、デザインワークショップを行い、デザインについて実践的に学ぶ。
提出物を採点し返却する。返却時、個々に講評を入れる。最終課題は全員がプレゼンテーションを
行い、それぞれを講評する。
録音は許可します。本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づ
き合理的配慮を提供していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）アーティストとして活動中
イ）国内外でのアート活動の経験を生かして、デザインの持つさまざまな側面について実践を伴っ
た授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回
２回

３回

４回
５回
６回
７回
８回

工業デザイン（FT000310）
Industrial Design
松本恭吾＊（まつもときょうご＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
デザイン史、工業デザインの概要１、身近な工業デザイン
工業デザインとは。
身近な工業製品を観察しスケッチする。
デザイン史、プロダクトデザインの概要２
色彩、造形心理、人間工学について解説する。岡山県、中国地方で生産されているの工業デザイン
等について知る。現在活躍している工業デザイナーのデザインプロセスについても解説する。

ユニバーサルデザイン
社会的視点から工業デザインを読み解く。
製図演習
身近な工業製品を計測し三面図を描く。
ドローイング演習「パースを描く」
身近な工業デザイン製品を観察しパースを使って描く。色鉛筆を使ったシンプルなスケッチのコツ
も学んでいく。
デザインワークショップA-1
リサーチと自分の体験を組み合わせ、デザインの核となるアイデアを探す。

デザインワークショップA-2
デザインコンセプトを明確化し文字とスケッチなどを使い企画書として紙面化する。
仕組みから見る工業デザイン
構造の面からデザインを観察する。「シャープペンシル」や、「修正テープ」など簡単で自分で分
解可能な工業製品を分解し、そこにある仕組みや工夫をスケッチをとりながら観察する。
デザインワークショップB -1 （「楽しくなる学びのデザイン」）
アイデア発想１。自分の記憶や体験からデザインのきっかけを探る。他のデザイン事例もリサーチ
しそのコンセプトと手法を分析する。アイデアを出すためのブレインストーミングを行う。
デザインワークショップB-2 
アイデア発想2。リサーチやインタビューなどを行い、アイデアを展開し方向性を決定する。様々
なデザイン事例、実際のデザインプロセス事例を見て応用していく。
デザインワークショップB-3
アイデアスケッチを描く。コンセプトを短い文章にまとめ、仮の製品名を付ける。
デザインワークショップB-4
形を決定し図面化する。ボール紙や段ボール等で実寸大のモデルを作る。
デザインワークショップB-5
モデルを完成させる。それを検証し改訂版のモデルを再制作する。

デザインワークショップB-6。プレゼンテーション準備
コンセプト、説明を文章としてまとめる。紙モデルの写真を撮影。追加のスケッチ、チャート等を
描いていく。企画書の形に体裁を整え、第三者に自分の考案したデザインの新しさ、面白さが伝わ
るよう文章を推敲していく。プレゼンテーションの練習を行う。
デザインワークショップB-7
プレゼンテーション、講評。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間120分）
配布するテキストの該当箇所を読んでおくこと。観察しがいがありそうな工業製品をいつくか用意
しておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料のユニバーサルデザインの原則について読んでおくこと。（標準学習時間120分）

配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料の該当箇所を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
自分で分解でき、元に修復可能であろう工業製品を探してくること。



９回

１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

配布する資料を読んでおくこと。デザインのヒントになりそうな現在使っている学習の為の道具、
かつて愛用していた学びの為の道具等を探しておくこと。（標準学習時間120分）

配布するアイデアを展開する為の手法についての資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。必要になりそうなモデル制作の為の材料と道具を探しておくこと
。（標準学習時間120分）。
配布する資料を読んでおくこと。写真をプリントアウトしておくとこ。（標準学習時間120分
完成に向け写真、データ、インタビューなどをまとめ揃えておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。プレゼンテーションの準備をしておくこと。（標準学習時間120
分）

　この講義では社会の中で多様な役割を果たしている工業デザインについて学んでいく。

　デザインとは単に格好良さ、可愛さ、スタイリッシュさを提示するだけではない。優れたデザイ
ンの核には本質的なコンセプトや思考、社会との関係の追求がある。
　本講義では工業デザインの歴史や概要、デザイナーについて知るだけではなく、簡単ではあるが
受講生が個々にデザインを考案しながら深く体験を通じてデザイン的知識と教養を身に付ける。
　
　グラフィックデザイン、コミュニティデザインなど工業ザイン周辺分野についても解説していく
。

　＊本講義は工学部の「教育課程編成・実施の方針」の「D」に関連した科目である。
　工業デザインの基礎知識の習得を目標とする。
　簡単な図面、パースを描く技術を身に付ける。総合的に工業デザインを理解し、ある工業製品の
観察した時、様々な角度から分析しそのデザインを自分なりに評価できるようになること。

生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリューム感、質感、
空間、パースペクティブ、構図、構成、観察力、発想力、表現力

実施しない
合格基準（６０点）
課題提出（100％）により評価する。

なし
なし
教科書ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川　聰　監修／ 日経デザイン 編／日経
BP社／ISBN 978-482221547-7

プロダクトデザインの基礎 スマートな生活を実現する71の知識／ワークスコーポレーション／ISB
N-1486267173X

参考書は適宜指示する。
なし
デザインに対する知識を得ること、デザイン実践をすることでデザインに対する立体的理解を深め
られるよう講義を進める。
課題解決学習、ディスカッション、プレゼンテーション、実習、グループワーク。ドローイング実
習、デザインワークショップを行い、デザインについて実践的に学ぶ。
提出物を採点し返却する。返却時、個々に講評を入れる。最終課題は全員がプレゼンテーションを
行い、それぞれを講評する。
録音は許可します。本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づ
き合理的配慮を提供していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）アーティストとして活動中
イ）国内外でのアート活動の経験を生かして、デザインの持つさまざまな側面について実践を伴っ
た授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回
３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

上級数学Ⅰ【水1水2】（FT000400）
Differential Calculus
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。変数分離形微分方程式について説明する。
同次形微分方程式について説明する。
線形微分方程式について解説する。
線形微分方程式について演習する。
微分方程式の工学への応用について説明する。
微分方程式の工学への応用について演習する。
総合演習を行い、その後に解説する。
線形微分方程式について説明する。
線形微分方程式について説明する。
線形微分方程式について演習する。
線形微分方程式（演算子による解法）について説明する。
線形微分方程式（演算子による解法）について演習する。
線形微分方程式の級数による解法について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに解析学で使用したテキスト等により復習しておくこと（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により同次形微分方程式の予習を行うこと（標準学習時間30分）
変数分離形，同次形について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
第4回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
線形微分方程式について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、微分方程式の工学への応用について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
第6回の授業までにテキスト等により、微分方程式の工学への応用について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第6回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
これまでに習ったことを復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第9日回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第10回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時間30
分）
線形微分方程式について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式（演算子による解法）について予習を行う
こと
（標準学習時間60分）
第12回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式（演算子による解法）について予習を行う
こと
（標準学習時間60分）
線形微分方程式（演算子による解法）について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式の級数による解法について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

1年次に学ぶ微積分法の学習範囲より進んだ、工学を学ぶ上での必需品である微分方程式について
の知識を例題、問題などの演習を通して身につけることを目標とする。実際、学科で2、3年次以降
に学ぶ数学の特定分野の予習になっている 。（学習評価４領域の「知識・理解」に強く関与する



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

）
1. 1階微分方程式について説明ができる。（知識・理解）
2. 線形微分方程式についてについて解法の説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  級数による微分方程式の解が計算ができる。（技能）
変数分離形，同次形，線形微分方程式，微分演算子，級数
実施しない
総合演習　評価割合40%（達成目標1-3を確認）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2-5
を確認）により評価し、総計が60%以上を合格とする。
微分方程式／矢野健太郎・石原繁／裳華房／ISBN978-4-7853-1086-8
数学Ⅲ（特に積分） を学んできていること。
各学科で指定している解析又は微積分の教科書
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回
３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

上級数学Ⅱ【水1水2】（FT000500）
Integral Calculus
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。フーリエ級数について説明する。
フーリエ級数について説明する。
フーリエ級数の性質について解説する。
フーリエ級数の性質について演習する。
フーリエ級数の偏微分方程式への応用について説明する。
フーリエ級数の偏微分方程式への応用について演習する。
総合演習を行い、その後に解説する。
ラプラス変換について説明する。
ラプラス変換について説明する。
ラプラス変換について演習する。
ラプラス変換による線形微分方程式の解法について説明する。
ラプラス変換による線形微分方程式の解法について演習する。
デルタ関数とその応用について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに解析学で使用したテキスト等により復習しておくこと（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等によりフーリエ級数の予習を行うこと（標準学習時間30分）
フーリエ級数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の性質について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
第4回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の性質について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
フーリエ級数の性質について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の偏微分方程式への応用について予習を行う
こと
（標準学習時間30分）
第6回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の偏微分方程式への応用について予習を行う
こと
（標準学習時間60分）
第1回から第6回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
これまでに習ったことを復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第9日回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第10回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換について予習を行うこと（標準学習時間30分
）
線形微分方程式について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換による線形微分方程式の解法について予習を
行うこと
（標準学習時間60分）
第12回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換による線形微分方程式の解法について予習を
行うこと
（標準学習時間60分）
ラプラス変換による線形微分方程式の解法について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、デルタ関数とその応用について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

1年次に学ぶ微積分法の学習範囲より進んだ、工学を学ぶ上での必需品であるフーリエ級数・ラプ



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ラス変換についての知識を例題、問題などの演習を通して身につけることを目標とする。実際、学
科で2、3年次以降に学ぶ数学の特定分野の予習になっている 。（学習評価４領域の「知識・理解
」に強く関与する）
1. フーリエ級数について説明ができる。（知識・理解）
2. ラプラス変換について解法の説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  ラプラス変換による微分方程式の解が計算ができる。（技能）
フーリエ級数，偏微分方程式，ラプラス変換，定数係数微分方程式，単位関数，デルタ関数
実施しない
総合演習　評価割合40%（達成目標1-3を確認）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2-5
を確認）により評価し、総計が60%以上を合格とする。
応用解析／矢野健太郎・石原繁／裳華房／ISBN978-4-7853-1097-4
数学Ⅲ（特に積分） を学んできていること。上級数学Iを履修していることが望ましい．
各学科で指定している解析又は微積分の教科書
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回
７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回

技術者の社会人基礎(再)（FT000607）
Social communication for engineers
田邉麻里子＊（たなべまりこ＊）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
＊ガイダンス：講義内容、進め方、注意点、期待値、評価方法の説明をする。
＊文章力や読解力に関して自己レベルの確認をし、今後の予習や復習計画の立案を行う。
＊ビジネスマナーにおける敬語の種類と基本的な使い方を学ぶ。
＊テーマに応じた敬語の使い方を学ぶ。
＊手紙/はがき/メール/電話の常識的な使い分けについて学ぶ。
＊封書（宛名・差出人）の書き方のきまり/手紙の書式を学ぶ。

＊テーマに基づいた手紙を作成する。

＊手紙の構成を考え、適切な表現を学ぶ。
＊テーマに基づいたはがき文を作成し、文章作成における自己の弱点と強みを自覚する。
中間まとめ
＊社外から/社内他部署から/上司から/家人から/間違い電話など様々なテーマに応じた電話応対を
ロールプレイを通じて学ぶ。
＊ケーススタディ①に取り組み、働く現場で求められる態度や言葉の使い方、判断の方法を学ぶ。
＊ケーススタディ②に取り組み、働く現場で求められる態度や言葉の使い方、判断の方法を学ぶ。
＊ケーススタディ③に取り組み、働く現場で求められる態度や言葉の使い方、判断の方法を学ぶ。
＊組織における行動のあり方を説明する。
　企業の組織を理解し、働く意義を考え、どんな働き方をしたいのか/どんな会社が自分にとって
良い組織なのかを検討する。
＊優れた経営者/実業家のエピソードを通して、仕事の仕方やマネジメント・リーダーシップ論を
学ぶ。
＊組織における行動のあり方を説明し、企業の組織を理解したうえで、どんな働き方をしたいのか
/どんな会社が自分にとって良い組織なのかを検討する。
総括  
全講義を通して自覚した自分の強みと弱点を振り返り、初回で作成した学習計画の修正と今後社会
人として必要と思われる知識の習得プランを検討する。

                                          準備学習
シラバスをよく読み、講義の目的を理解しておくこと。
自己の文章力や読解力の不足部分を学習し、次回の講義に備えること。
（標準学習時間　１２０分）
配布資料をよく読んで理解しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
前回までの講義内容を復習しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
正しい敬語とよく使われる漢字をマスターしておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
書式と書き方のルールを把握しておくこと。
手紙の構成を考えておくこと。（標準学習時間　１２０分）

指導に基づいて作成した手紙文の見直しをしておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
配布資料を読んでおくこと。
これまでの講義で理解できなかった箇所や疑問点を整理しておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
第1回から第7回までの講義で学んだことを振り返り、できなかった点を復習しておくこと。（標準
学習時間　１２０分）
ノートを見なくとも電話応対の基本的な言葉が云えるように学習しておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
配布資料に目を通しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料をよく読み、状況を把握しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料をよく読み、状況を把握しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料を読んでおくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料を読んでおくこと。（標準学習時間　１２０分）



１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

配布資料を読んでおくこと。（標準学習時間　１２０分）
今までの小テスト結果、講師による校正済みの課題に目を通し 同じ間違いを繰り返さないように
しておくこと。（標準学習時間　１２０分）

本授業では、技術者としての知識と専門性を遺憾なく発揮するために、必要なスキルや知識を習得
することを目的とする。
実際の現場での電話のやり取りや報告連絡の方法を実践的に学ぶことで、状況に応じた態度と言葉
の使い方に慣れるとともに、ノンバーバル（非言語）のコミュニケーションの重要さを理解し良好
な人間関係の構築方法を理解する。また、会社の仕組みや社会で働くことの意味を理解することで
、技術者としての責任と義務を自覚できるように講義をすすめる。なお、本講義では、学生同士の
やり取りや教員と学生のやり取りを大切にするアクティブ・ラーニングの手法を取り入れる。
4領域の項目の「技能」にもっとも強く関与、「関心・意欲・態度」にある程度関与。

①社会人として必要な知識を習得し、それを活用してビジネス文書や挨拶状を書くことができる。
②ビジネスマナーにのっとた電話応対ができる。
③コミュニケーションの重要さを理解し良好な人間関係の構築ができる。
④会社の形態や働く意義について理解できる。
⑤ビジネススキル3級程度の経済知識と判断力を習得できる。
4領域の項目の「技能」にもっとも強く関与、「関心・意欲・態度」にある程度関与。
ビジネスマナー、敬語、手紙、メール、経営者、マネジメント、リーダーシップ
実施しない
提出課題50％・講義ごとの小テストの結果50％により成績を評価し、総計で60％を合格とする。

特定の教科書は指定しない。
社会と人間、企業と人間
適宜、指示する。
非公開を希望する  
  
 

講師から提示される課題に取り組みことにより、現状のビジネスマナーのレベルや考え方の未熟さ
を自覚させ知識の習得の必要性を実感させる。

課題への取り組み方や考え方について解説を行い、模範解答を示す。
また、可能な限り各人の解答に対してコメントを与えアドバイスを与える。 
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音/録画/撮影は不許可とする。
やむを得ない場合に限り、講師が個々の状況に応じて録音/録画/撮影に代わる処置を事前に講ずる
こともある。  

専門である人事全般（採用戦略、教育戦略、評価システム構築及びブランド戦略）に関する
永年の経験を活かし具体的なビジネスマナーの習得を目的とする実践的な講義を行う。 

参加型・実践型の講義のため、受講希望者多数の場合は抽選する場合がある。受講者数の上限を７
０名とする。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

代数学Ⅰ【月2木2】（FTZ00100）
Algebra I
安田貴徳（やすだたかのり）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
平面ベクトルとその応用について説明する。
行列の和と差、スカラー倍について解説する。
行列の積について説明する。
連立方程式と行列との関係について説明する。
行列の簡約について解説する。
連立一次方程式の解法について解説する。
連立一次方程式の解法についての演習を中心におこなう。
逆行列について説明する。
第8回目までの授業内容に関する総合演習を実施し、解説をおこなう。
行列式の定義について解説する。
行列式の性質について解説する。
余因子展開の計算方法について解説する。
クラーメルの公式について説明する。
行列式の幾何学的意味について解説する。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと（標準学習時間30分）
平面ベクトルとその応用について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、行列の和と差、スカラー倍について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、行列の積について予習を行うこと（標準学習時間30分）
行列の積について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、連立方程式と行列との関係について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
連立方程式と行列との関係について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、行列の簡約について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列の簡約についてについて復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、連立一次方程式の解法について予習を行うこと（標準学習
時間60分）
連立一次方程式の解法についてについて復習しておくこと（標準学習時間60分）
行列について全般的に復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、逆行列について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第1回から第8回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第10回の授業までにテキスト等により、行列式の定義について予習を行うこと(標準学習時間60分
）
行列式の定義について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、行列式の性質について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
行列式の性質について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、行列式の余因子展開の計算方法について予習を行うこと（
標準学習時間60分）
行列式の余因子展開について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、クラーメルの公式について予習を行うこと（標準学習時間
60分）
クラーメルの公式について復習しておくこと
 第14回の授業までにテキスト等により、行列式の幾何学的意味について予習を行うこと（標準学
習時間60分）
1回～14回までの内容をよく整理しておくこと（標準学習時間180分）

行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした授業内容を学び、その



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

応用として連立１次方程式の解法を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の
「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 逆行列、行列式について説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 行列の演算ができる。（技能）
5. 連立１次方程式を行基本変形によって解くことができる。（技能）
6. 行列式の計算ができる。（技能）

行列、行列式、連立１次方程式の解法、基本変形、クラーメルの公式
実施しない
レポート　評価割合10%（達成目標1～6を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標2～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2、3、6を確認）により評価し、総計が60%以上を
合格とする。
線形代数　例とポイント／三宅敏恒／培風館／ISBN978-4-00389-0
本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館３階　安田研究室
オフィスアワーは mylog を参照のこと
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

代数学Ⅰ【月2木2】（FTZ00110）
Algebra I
山口尚宏（やまぐちたかひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
平面ベクトルとその応用について説明する。
行列の和と差、スカラー倍について解説する。
行列の積について説明する。
連立方程式と行列との関係について説明する。
行列の簡約について解説する。
連立一次方程式の解法について解説する。
連立一次方程式の解法についての演習を中心におこなう。
逆行列について説明する。
第8回目までの授業内容に関する総合演習を実施し、解説をおこなう。
行列式の定義について解説する。
行列式の性質について解説する。
余因子展開の計算方法について解説する。
クラーメルの公式について説明する。
行列式の幾何学的意味について解説する。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと（標準学習時間30分）
平面ベクトルとその応用について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、行列の和と差、スカラー倍について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、行列の積について予習を行うこと（標準学習時間30分）
行列の積について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、連立方程式と行列との関係について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
連立方程式と行列との関係について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、行列の簡約について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列の簡約についてについて復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、連立一次方程式の解法について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
連立一次方程式の解法についてについて復習しておくこと（標準学習時間60分）
行列について全般的に復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、逆行列について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第10回の授業までにテキスト等により、行列式の定義について予習を行うこと(標準学習時間60分
）
行列式の定義について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、行列式の性質について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列式の性質について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、行列式の余因子展開の計算方法について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列式の余因子展開について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、クラーメルの公式について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
クラーメルの公式について復習しておくこと
 第14回の授業までにテキスト等により、行列式の幾何学的意味について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
1回～14回までの内容をよく整理しておくこと（標準学習時間180分）



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした授業内容を学び、その
応用として連立１次方程式の解法を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の
「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 逆行列、行列式について説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 行列の演算ができる。（技能）
5. 連立１次方程式を行基本変形によって解くことができる。（技能）
6. 行列式の計算ができる。（技能）

行列、行列式、連立１次方程式の解法、基本変形、クラーメルの公式
実施しない
レポート　評価割合10%（達成目標1～6を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標2～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2、3、6を確認）により評価し、総計が60%以上を
合格とする。
線形代数　例とポイント／三宅敏恒／培風館／ISBN978-4-00389-0
本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館4階山口研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回

６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回

７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回

１３回

１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

代数学Ⅰ【月2木2】（FTZ00120）
Algebra I
濱谷義弘（はまやよしひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明する。
行列の和と差、スカラー倍について解説する。
行列の積について説明する。
行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。
行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解が存在しない場合につい
て解説する。
逆行列の定義と求め方について説明する。
高次の逆行列を求める計算方法について解説する。
総合演習をする。終了後に出題内容について解説する。
２行２列の行列式の性質について説明する。
行列式に関する様々な定理について解説する。
３× ３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。
一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。
逆行列と余因子行列の関係について説明する。
余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。
クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。
最終評価試験を実施する。その後に解説を行う。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。（標準学習時間：1時間）
第1回の講義ノートで復習を行うこと。（標準学習時間：1時間）
行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。（標準学習時間：1時間）
行列の演算について復習しておくこと。（標準学習時間：1時間）
行列の基本変形について復習しておくこと。（標準学習時間：1時間）
連立方程式において解が無数に存在する場合や解が存在しない場合の行列の基本変形について復習
しておくこと 。（標準学習時間：1時間）
逆行列の定義と求め方について復習しておくこと 。（標準学習時間：1時間）
第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。（標準学習時間：3時間
）
行列について全般的に復習しておくこと。（標準学習時間：1時間）
２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。（標準学習時間：1時間）
行列式に関する定理について復習しておくこと 。（標準学習時間：1時間）
３× ３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。（標準学習時間：1時間
）
一般形の行列式の余因子展開と計算方法と逆行列について復習しておくこと。（標準学習時間：1
時間）
余因子行列について復習しておくこと 。（標準学習時間：1時間）
余因子行列と逆行列について復習しておくこと 。（標準学習時間：1時間）
１回～１５回までの内容をよく理解し整理ておくこと。（標準学習時間：3時間）

行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした授業内容を学び、その
応用として連立１次方程式の解法を理解できるようになることが目的である。　（学習評価４領域
の「知識・理解」に強く関与する）
1.行列および行列式の計算ができる。（判断・技技）
2.連立１次方程式の解を求めることが説明ができる。（知識・理解)　
3.学習過程で数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。(思考・判断・表
現）
4.学習過程で数学的課題や疑問に対して、適用可能な定理や公式を自ら選択することができる。(
思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
行列、行列式、連立１次方程式の解法、基本変形法、クラメルの公式
実施する
レポート（１０％）、総合演習（３０％）、最終評価試験（６０％）により成績を評価する。



教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

線形代数　例とポイント／三宅敏恒／培風館／９７８４５６３００３８９０
「解析学I」を履修していることが望ましい。
使用しない
B05号館３階　濱谷研究室　(オフィスアワーは mylog を参照のこと)
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。講義中の録音／録画／撮影は事前相談す
ること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

代数学Ⅰ【月2木2】（FTZ00130）
Algebra I
竹内渉（たけうちわたる）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
平面ベクトルとその応用について説明する。
行列の和と差、スカラー倍について解説する。
行列の積について説明する。
連立方程式と行列との関係について説明する。
行列の簡約について解説する。
連立一次方程式の解法について解説する。
連立一次方程式の解法についての演習を中心におこなう。
逆行列について説明する。
第8回目までの授業内容に関する総合演習を実施し、解説をおこなう。
行列式の定義について解説する。
行列式の性質について解説する。
余因子展開の計算方法について解説する。
クラーメルの公式について説明する。
行列式の幾何学的意味について解説する。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと（標準学習時間30分）
平面ベクトルとその応用について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、行列の和と差、スカラー倍について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと

第3回の授業までにテキスト等により、行列の積について予習を行うこと（標準学習時間30分）
行列の積について復習しておくこと

第4回の授業までにテキスト等により、連立方程式と行列との関係について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
連立方程式と行列との関係について復習しておくこと

第5回の授業までにテキスト等により、行列の簡約について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列の簡約についてについて復習しておくこと

第6回の授業までにテキスト等により、連立一次方程式の解法について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
連立一次方程式の解法についてについて復習しておくこと（標準学習時間60分）
行列について全般的に復習しておくこと

第8回の授業までにテキスト等により、逆行列について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第10回の授業までにテキスト等により、行列式の定義について予習を行うこと(標準学習時間60分
）
行列式の定義について復習しておくこと

第11回の授業までにテキスト等により、行列式の性質について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列式の性質について復習しておくこと

第12回の授業までにテキスト等により、行列式の余因子展開の計算方法について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列式の余因子展開について復習しておくこと



１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第13回の授業までにテキスト等により、クラーメルの公式について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
クラーメルの公式について復習しておくこと

 第14回の授業までにテキスト等により、行列式の幾何学的意味について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
1回～14回までの内容をよく整理しておくこと（標準学習時間180分）

行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした授業内容を学び、その
応用として連立１次方程式の解法を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の
「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 逆行列、行列式について説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 行列の演算ができる。（技能）
5. 連立１次方程式を行基本変形によって解くことができる。（技能）
6. 行列式の計算ができる。（技能）

行列、行列式、連立１次方程式の解法、基本変形、クラーメルの公式
実施しない
レポート　評価割合10%（達成目標1～6を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標2～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2、3、6を確認）により評価し、総計が60%以上を
合格とする。
線形代数　例とポイント／三宅敏恒／培風館／ISBN978-4-00389-0
本科目に引き続き、「代数学Ⅱ」を履修することが望ましい。
使用しない
・研究室：Ｂ３号館４階　竹内研究室
・ オフィスアワーは mylog を参照のこと
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部分はノートにしっかりと書き取るこ
と。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設ける。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェックする。
・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分からないことをそ
のままにしないこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，
解答を発表してもらう場合があります。
・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回

１１回

１２回
１３回

１４回
１５回

講義目的

代数学Ⅱ【月2木2】（FTZ00200）
Algebra II
安田貴徳（やすだたかのり）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
代数学Ｉで学習したベクトル，行列や行列式の性質について解説し、連立一次方程式についても説
明する。
ベクトル空間と部分空間について説明する。
ベクトルの1次独立と1次従属について説明する。
線形変換について解説する。
内積空間について説明する。
シュミットの直交化について解説する。
第6回目までの授業内容に関する総合演習を実施し、解説をおこなう。
固有値と固有ベクトルについて説明する。
固有値と固有ベクトルに関する演習をおこなう。
ケーリー・ハミルトンの定理について説明する。
行列の対角化について説明する。
行列の対角化に関する演習をおこなう。
対称行列の直交行列による対角化について説明する。
対称行列の直交行列による対角化に関する演習をおこなう。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
代数学Ｉで学習したベクトル，行列や行列式について復習しておくこと（標準学習時間30分）
行列や行列式の性質についてについて復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、ベクトル空間と部分空間について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
ベクトル空間と部分空間について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、ベクトルの1次独立と1次従属について予習を行うこと（標
準学習時間60分）
ベクトルの1次独立と1次従属について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、線形変換について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
線形変換について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、内積空間について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
内積空間について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、シュミットの直交化について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第6回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第8回の授業までにテキスト等により、固有値と固有ベクトルについて予習を行うこと（標準学習
時間60分）
固有値と固有ベクトルについて復習しておくこと（標準学習時間60分）
固有値と固有ベクトルについて復習しておくこと
第10回の授業までにテキスト等により、ケーリー・ハミルトンの定理について予習を行うこと（標
準学習時間60分）
ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、行列の対角化について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
行列の対角化について復習しておくこと（標準学習時間60分）
行列の対角化について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、対称行列の直交行列による対角化について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
対称行列の直交行列による対角化について復習しておくこと（標準学習時間60分）
1回～14回までの内容をよく整理しておくこと（標準学習時間180分）

代数学Ｉで学習した行列をベクトル空間上の線形変換として理解できるようになること、さらに、
行列を対角行列を用いて表せるようになることが目的である。行列を対角行列を用いて表すために



達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

、行列の固有値や対角化の計算技能を習得する。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に
強く関与する）
1. ベクトル空間と線形変換について説明できる。（知識・理解）
2. ベクトルの1次独立と1次従属について説明できる。（知識・理解）
3. ベクトルの内積とシュミットの直交化について説明できる。（知識・理解）
4. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
5. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
6. 行列の固有値の計算ができる。（技能）
7. 対称行列の直交行列による対角化の計算ができる。（技能）
ベクトル空間、1次独立、1次従属、線形変換、固有ベクトル、固有値、行列の対角化、シュミット
の直交化
実施しない
レポート　評価割合10%（達成目標1～7を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標4～7を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
線形代数　例とポイント／三宅敏恒／培風館／ISBN978-4-00389-0
「代数学Ｉ」、「解析学Ｉ」
線形代数の演習／三宅敏恒／培風館
研究室：B3号館３階　安田研究室
オフィスアワーは mylog を参照のこと
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「代数学Ｉ」と「解析学Ｉ」の授業内容を理解していることを前提に講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回

１１回

１２回
１３回

代数学Ⅱ【月2木2】（FTZ00210）
Algebra II
竹内渉（たけうちわたる）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
代数学Ｉで学習したベクトル，行列や行列式の性質について解説し、連立一次方程式についても説
明する。
ベクトル空間と部分空間について説明する。
ベクトルの1次独立と1次従属について説明する。
線形変換について解説する。
内積空間について説明する。
シュミットの直交化について解説する。
第6回目までの授業内容に関する総合演習を実施し、解説をおこなう。
固有値と固有ベクトルについて説明する。
固有値と固有ベクトルに関する演習をおこなう。
ケーリー・ハミルトンの定理について説明する。
行列の対角化について説明する。
行列の対角化に関する演習をおこなう。
対称行列の直交行列による対角化について説明する。
対称行列の直交行列による対角化に関する演習をおこなう。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
代数学Ｉで学習したベクトル，行列や行列式について復習しておくこと（標準学習時間30分）
行列や行列式の性質についてについて復習しておくこと

第2回の授業までにテキスト等により、ベクトル空間と部分空間について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
ベクトル空間と部分空間について復習しておくこと

第3回の授業までにテキスト等により、ベクトルの1次独立と1次従属について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
ベクトルの1次独立と1次従属について復習しておくこと

第4回の授業までにテキスト等により、線形変換について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
線形変換について復習しておくこと

第5回の授業までにテキスト等により、内積空間について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
内積空間について復習しておくこと

第6回の授業までにテキスト等により、シュミットの直交化について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第6回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第8回の授業までにテキスト等により、固有値と固有ベクトルについて予習を行うこと（標準学習
時間60分）
固有値と固有ベクトルについて復習しておくこと（標準学習時間60分）
固有値と固有ベクトルについて復習しておくこと
第10回の授業までにテキスト等により、ケーリー・ハミルトンの定理について予習を行うこと（標
準学習時間60分）
ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと

第11回の授業までにテキスト等により、行列の対角化について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
行列の対角化について復習しておくこと（標準学習時間60分）
行列の対角化について復習しておくこと



１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第13回の授業までにテキスト等により、対称行列の直交行列による対角化について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
対称行列の直交行列による対角化について復習しておくこと（標準学習時間60分）
1回～14回までの内容をよく整理しておくこと（標準学習時間180分）

代数学Ｉで学習した行列をベクトル空間上の線形変換として理解できるようになること、さらに、
行列を対角行列を用いて表せるようになることが目的である。行列を対角行列を用いて表すために
、行列の固有値や対角化の計算技能を習得する。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に
強く関与する）
1. ベクトル空間と線形変換について説明できる。（知識・理解）
2. ベクトルの1次独立と1次従属について説明できる。（知識・理解）
3. ベクトルの内積とシュミットの直交化について説明できる。（知識・理解）
4. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
5. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
6. 行列の固有値の計算ができる。（技能）
7. 対称行列の直交行列による対角化の計算ができる。（技能）
ベクトル空間、1次独立、1次従属、線形変換、固有ベクトル、固有値、行列の対角化、シュミット
の直交化
実施しない
レポート　評価割合10%（達成目標1～7を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標4～7を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
線形代数　例とポイント／三宅敏恒／培風館／ISBN978-4-00389-0
「代数学Ｉ」、「解析学Ｉ」
線形代数の演習／三宅敏恒／培風館
・研究室：Ｂ３号館４階　竹内研究室
・オフィスアワーは mylog を参照のこと
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部分はノートにしっかりと書き取るこ
と。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設ける。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェックする。
・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分からないことをそ
のままにしないこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，
解答を発表してもらう場合があります。
・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「代数学Ｉ」と「解析学Ｉ」の授業内容を理解していることを前提に講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

解析学Ⅰ【月2木2】（FTZ00310）
Calculus I
濱谷義弘（はまやよしひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと
（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「数学Ⅱ」を履修するこ
とが望ましい。
使用しない
B5号館3階　濱谷研究室　（オフィスアワーはｍylogを参照）
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。授業中は勝手
に立って歩き回ったりせず、私語を慎み　　　　静かに講義を聞いて、教員の指示に従うこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTZ00410）
Calculus II
濱谷義弘（はまやよしひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと
（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「数学Ⅱ」を履修するこ
とが望ましい。
使用しない
B５号館3階　濱谷研究室　（オフィスアワーはmylog参照）
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。授業中は勝手
に立って歩き回ったりせず、私語を慎み　　　　静かに講義を聞いて、教員の指示に従うこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

物理学Ⅰ【火1金1】（FTZ00500）
Physics I
矢城陽一朗（やぎよういちろう）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
物理学とは何か、物理量の表し方、単位および次元について説明する。
位置、速度、加速度の関係について解説する。
運動の法則（第一法則、第二法則、第三法則）について解説する。
力と加速度の関係、すなわち運動方程式について解説する。
運動方程式を解き、位置と速度を求める、つまり運動の表し方について説明する。
等速直線運動、等加速度運動について説明する。
放物運動について解説する。
第1回～7回までに学んだ内容について到達度確認テストを行い、終了後に試験内容について解説す
る。
仕事とエネルギーについて解説する。
力学的エネルギー保存則（運動エネルギーと位置エネルギー）について説明する。
等速円運動について解説する。
万有引力について解説する。
波の性質について説明する。
波と振動について解説する。
力学と波に関して学んだ内容について、演習問題により理解を深め、要点を解説する。
最終評価試験を行う。

                                          準備学習
日常生活における長さや時間では、どのような単位が用いられているかを事前に考えておくこと 
また、第１回の授業までにテキスト等により、物理量の表し方、単位および次元について予習を行
うこと。（標準学習時間60分）
物理量の表し方と次元について復習しておくこと。第２回の授業までにテキスト等により、位置、
速度、加速度の関係について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
位置、速度、加速度の関係について復習しておくこと。第３回の授業までにテキスト等により、運
動の法則（第一法則、第二法則、第三法則）について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
運動の法則（第一法則、第二法則、第三法則）について復習しておくこと。第４回の授業までにテ
キスト等により、運動方程式について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
運動方程式について復習しておくこと。第５回の授業までにテキスト等により、運動方程式の解法
について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
運動方程式の解法について復習しておくこと。第６回の授業までにテキスト等により、等速直線運
動、等加速度運動について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
等速直線運動、等加速度運動について復習しておくこと。第７回の授業までにテキスト等により、
放物運動について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
第1回～7回までに学んだ内容の再確認を行うこと。（標準学習時間120分）
第９回の授業までにテキスト等により、力学的エネルギー保存則について予習を行うこと。（標準
学習時間90分）
力とエネルギーについて復習しておくこと。第１０回の授業までにテキスト等により、力学的エネ
ルギー保存則について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
力学的エネルギー保存則について復習しておくこと。第１１回の授業までにテキスト等により、等
速円運動について予習を行うこと。（標準学習時間90分）
等速円運動について復習しておくこと。第１２回の授業までにテキスト等により、万有引力につい
て予習を行うこと。（標準学習時間90分）
万有引力について復習しておくこと。第１３回の授業までにテキスト等により、波の性質について
予習を行うこと。（標準学習時間90分）
波の性質について復習しておくこと。第１４回の授業までにテキスト等により、振動について予習
を行うこと。（標準学習時間90分）
力学と波に関して学んだ内容について、与えられた演習問題を解くことにより理解を深めること。
（標準学習時間120分）
第9回～15回までに学んだ内容の再確認を行うこと。（標準学習時間90分）

本講義は、日常生活で関わりがある点と関連づけながら、基礎的な力学を理解できるようになるこ
とを目的とする。具体的には、微分を用いた位置、速度、加速度の関係を理解する。また、力と仕



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

事の関係、仕事とエネルギーの関係を理解する。理科教育センター学位授与の方針（DP)のAにもっ
とも強く関与している。
１）位置、速度、加速度の関係が説明できる（A、B）
２）運動方程式から位置、速度を計算できる。（A)
３）等加速度運動の運動方程式を解くことができる。（A)
４）力と仕事とエネルギーの関係を説明できる。（A）
５）エネルギー保存則から物体の速度を計算できる。（A）
６）等速円運動と波動を関係づけられる。（A、B）
速度、加速度、力、運動の法則、仕事、エネルギー、波
実施する
課題レポ－ト 20％（達成目標１）～６）を確認）、到達度確認テスト30%（達成目標１）～３）を
確認）、最終評価試験 50%（達成目標４）～６）を確認）により成績を評価し、総計で60％以上を
合格とする。
第4版　基礎物理学／原康夫／学術図書出版社／978-4-7806-0300-2
物理学Ⅱ
使用しない
研究室　C2号館2階矢城研究室　直通電話 086-256-9653　E-mail: yagi@ee.ous.ac.jp　オフィス
アワー　水曜日3時限
・講義はスライドを用いて行う。希望者には配布するので申し出ること。
・講義内容は予習，特に復習を充分に行うこと。
・わからないことは、必ず質問すること。
・演習問題を自主的に数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ましい。
・講義中の撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とするが、他者への再配布（ネットへのア
ップロードを含む）は禁止する。録音／録画は原則禁止とする。
・3分の1以上（6回）欠席した者は、最終評価試験を受ける資格を失う。

・課題は提出締め切り後に講義内で解説する。
・到達度確認テスト、最終評価試験の解答は、試験後に研究室前に掲示する。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

・技術や工業の教員免許取得のためには、当科目は必須である。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

物理学Ⅱ【火1金1】（FTZ00600）
Physics II
村本哲也（むらもとてつや）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
熱と温度、熱の移動について説明する。
気体の分子運動論について解説する。
熱力学の第１法則について説明する。
熱力学の第２法則と熱機関の効率について解説する。
電荷と電荷保存則、Coulomb の法則について説明する。
電場について解説する。
電位について説明する。
キャパシター（コンデンサー）について解説する。
電流と起電力、Ohm の法則、および Joule 熱について説明する。
電気抵抗の接続と直流回路について解説する。
原子の構造と光の粒子性について説明する。
電子の波動性と不確定性原理について解説する。
線スペクトルと原子の定常状態、レーザーおよび水素原子について説明する。
原子、金属、半導体等の中の電子について解説する。
半導体の応用について説明する。
１回～15回までの内容を総括した最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
熱は日常生活においてどのように関与しているかを事前に考えておくこと また、第１回の授業ま
でにテキスト等により、熱と温度、熱の移動について予習を行うこと（標準学習時間120分）
熱と温度、熱の移動について復習しておくこと 第２回の授業までにテキスト等により、気体の分
子運動論について予習を行うこと（標準学習時間120分）
気体の分子運動論について復習しておくこと 第３回の授業までにテキスト等により、熱力学の第
１法則について予習を行うこと（標準学習時間120分）
熱力学の第１法則について復習しておくこと 第４回の授業までにテキスト等により、熱力学の第
２法則と熱機関の効率について予習を行うこと（標準学習時間120分）
熱力学の第２法則と熱機関の効率について復習しておくこと 第５回の授業までにテキスト等によ
り、電荷と電荷保存則、Coulomb の法則について予習を行うこと（標準学習時間120分）
電荷と電荷保存則、Coulomb の法則について復習しておくこと 第６回の授業までにテキスト等に
より、電場について予習を行うこと（標準学習時間120分）
電場について復習しておくこと 第７回の授業までにテキスト等により、電位について予習を行う
こと（標準学習時間120分）
電位について復習しておくこと 第８回の授業までにテキスト等により、キャパシター（コンデン
サー）について予習を行うこと（標準学習時間120分）
キャパシター（コンデンサー）について復習しておくこと 第９回の授業までにテキスト等により
、電流と起電力、Ohm の法則、および Joule 熱について予習を行うこと（標準学習時間120分）
電流と起電力、Ohm の法則、および Joule 熱について復習しておくこと 第１０回の授業までにテ
キスト等により、電気抵抗の接続と直流回路について予習を行うこと（標準学習時間120分）
電気抵抗の接続と直流回路について復習しておくこと 第１１回の授業までにテキスト等により、
原子の構造と光の粒子性について予習を行うこと（標準学習時間120分）
原子の構造と光の粒子性について復習しておくこと 第１２回の授業までにテキスト等により、電
子の波動性と不確定性原理について予習を行うこと（標準学習時間120分）
電子の波動性と不確定性原理について復習しておくこと 第１３回の授業までにテキスト等により
、線スペクトルと原子の定常状態、レーザーおよび水素原子について予習を行うこと（標準学習時
間120分）
線スペクトルと原子の定常状態、レーザーおよび水素原子について復習しておくこと 第１４回の
授業までにテキスト等により、原子、金属、半導体等の中の電子について予習を行うこと（標準学
習時間120分）
原子、金属、半導体等の中の電子について復習しておくこと 第１５回の授業までにテキスト等に
より、半導体の応用について予習を行うこと（標準学習時間120分）
１回～15回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（標準学習時間240分）

日常生活で関わりがある点を関連づけながら、熱、電気と電子、電流と磁気、光、原子・分子につ



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

いて理解できるようになることが目的である。建築学科学位授与の方針（DP)のAと深く関連してい
る。
１）　気体の温度や圧力について巨視的な観点と微視的な観点の双方から理解しできるようになる
 (A)
２）　熱力学第一法則を理解し、気体のする仕事や気体の状態変化に適用できる (A,B)
３）　電磁気の現象を図によって表現し、そこに働く力を求めることができる (A,B)
４）　原子・分子の性質を電磁気学的な観点から理解し、物質の性質を説明できる。 (A,B)
温度、熱力学の第１法則、熱力学の第２法則、電気、磁気、電子、原子、分子
実施する
提出課題３０％（到達目標１，２，３を評価）、最終評価試験７０％（到達目標１，２，３，４を
評価）により成績を評価し、総計で得点率６０％以上を合格とする。
第５版　物理学基礎／原康夫／学術図書出版社／978-4-7806-0525-9
「物理学 I」と「解析学 I」を受講していることが望ましい。

C02号館２階　村本研究室
・教科書を用いて授業を進める。
・課題は授業中に配布する問題回答用紙に記入して締め切りまでに提出すること。
・関数電卓を用意する（スマホなどは試験時に持込み不可）。

・提出された課題は返却しないが、模範解答を締め切り後の授業中に解説する。
・最終評価試験の模範解答を試験終了時に掲示する。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
 いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

・技術や工業の教員免許取得のためには、当科目は必須である。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回
７回
８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回

６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

情報リテラシー（FTZ00800）
Information Literacy
岩崎彰典（いわさきあきのり）
１年
2.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション　－OUS-IDの説明と登録－

授業で扱う内容を概説する。またコンピュータ社会において各所で用
いられる本人認証とＩＤとパスワードとは何かについて解説し、本大学で利用するパソコンの各種
ＩＤの説明とパスワードを登録をする。
履修登録を行う。
学内で使用するOUSメールに関して、基本的な利用法を説明・実習し、スマートフォンでの受信等
についても説明する。

履修登録とOUSメールの確認をする。

　不備あれば対処する。
ワードの基礎について学習する。

ワードでの画像の取り扱いについて学習する。

ワードでの数式処理と表作成について学習する。
ワードのレポート作成の演習をする。
ワードでレポートを完成させる。

エクセル基礎の学習をする。

エクセルを使ってグラフを作成する。
エクセルの関数の使い方を学習する。
エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションをする。

エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションの続きをする。

エクセルの総合演習としてグラフを使ったレポート作成の演習をする。

定期試験に向けて総合演習をする。
最終評価試験

                                          準備学習
高校で学習した情報教科を復習してくること。
パソコンへのログインや履修登録などが確実にできることを確認しておくこと。
あらかじめ履修登録とOUSメールの確認をしておくこと。
学生便覧にある「岡山理科大学情報倫理要綱(学生向)」を読んでおくこと。
ワードのレポート課題の「高校時代の思い出」を考えておくこと。
例えば、高校時代の修学旅行の写真などを用意し、授業中に使うなど。
レポートの作成をすること。
レポートの作成をすること。
オンラインテストを行うこと。
オンラインテストを行うこと。
エクセルのレポートの作成のため、各自データ収集などを行っておくこと。
エクセル及びワードを用いたレポート作成をすること。
エクセル及びワードを用いたレポート作成をすること。
エクセル及びワードを用いたレポート作成をすること。
エクセル及びワードを用いたレポート作成をすること。
エクセル及びワードを用いたレポート作成をすること。
最終評価試験に向けて復習をしておくこと。特にオンラインテストをしておくこと。

大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算機による情報の収



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生き
ていくための最低限の知識を身につけることを目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や
社会で生活するにもインターネットや計算機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原
理と仕組みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけ
ることを目的とする。 
１．インターネット・OUSメールが活用できるようになること。
２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるようになること。
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができるようになること。
インターネット　情報検索　OUSメール　ワード　エクセル 
実施する
レポート４０％・最終評価試験（実技試験とオンラインテスト）６０％で評価する。

使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
なし
使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを通じて得ることが
できるので参考書は特に必要ありません。 
A2号館5階、電子メール:top@center.ous.ac.jp 
授業はパソコンを使って実習形式で行います。できる限り、授業の半分は座学、残りを演習という
スタイルで行います。 

レポートはファイルの形でオンラインで提出するため、ファイルに不備（中身ない等）があれば指
摘します。

最終評価試験の実技試験は問題用紙そのものが模範解答です。
オンラインテストは定期試験時間を除き正答と解説が表示されます。

パソコンを使った演習なので、特に視覚障害に配慮します。
・パソコンを使った演習なので、特に視覚障害に配慮します。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのはかなり困難です。
レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン上で処理するため、フォルダ名・フ
ァイル名に不備があれば採点することができませんので十分注意してください。最終評価試験はパ
ソコンを使った実技試験とオンライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回

４回
５回

６回
７回

８回
９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

１６回

回数
１回
２回
３回

４回
５回
６回

７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回

１５回

講義目的

達成目標

建築概論【火4金4】（FTZ00900）
Introduction to Architecture
後藤義明（ごとうよしあき）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション建築学の領域と分野について、人間生活における建築学の役割を根源的に入門
者に分かり易く講述する。 （後藤　義明）
建築とは　について講義する。 （馬淵　大宇）
建築の始まり人間生活と様々な住いの２つについて講義し、歴史や文化の違いによる様々な建築や
住まいの形式やその誕生について学び、人の生活における建築空間の意味と役割について考える。
 （江面　嗣人）
住環境、現代の住宅、住宅産業について概説する。 （後藤　義明）
建築の設計建築・設計に関する知識や技術を入門者に分かり易く、実際の先端的プロジェクトを例
示しながら講述する。 （弥田　俊男）
素材、工法と建築について講術する。 （平山　文則）
景観まちづくりの事例と景観まちづくりにおける建築デザインについて概説する。 （八百板　季
穂）
都市計画都市空間と住空間の関係性を講述する。 （弥田　俊男）
建築基礎構造について概説する。 （山崎　雅弘）
木質構造について、わが国ではその過半をしめる在来軸組構法を対象に、架構の成り立ちや力の流
れに対する各部材の役割を、講述する。 （小林　正実）
建築構造の材料と骨組形式建築構造の材料や骨組形式による構造形式の分類とその特長について講
述する。 （中西　啓二）
耐震設計地震の発生メカニズムと地震による建物の被害例および日本における耐震設計の変遷と考
え方について分かり易く講述する。 （中西　啓二）
快適な建築や都市の環境を創り出すために必要な建築環境工学の役割について概説する。 （中山
　哲士）
建築設備の概略を解説し、環境工学と建築設備の関連性について、説明する。 （坂本　和彦）
都市の温暖化について概説し、建築設備と環境影響の関連について説明し、その解決策として環境
配慮建築やＺＥＢについて解説する。 （坂本　和彦）
最終評価試験 （全教員）

                                          準備学習
建築全般に関する書籍を少なくとも1冊、読んでおくこと。  （2時間）
特になし
図書館等で様々な建築や住まいについて確認しておくこと。また、人の生活にとって建築はどんな
必要性をもっているか考えておくこと。 （2時間）
人の暮らしと住まいの関係について、自ら文献を調べて学習しておくこと。（2時間）
図書館等で、建築作品について調べて学習しておくこと。（２時間）
ドバイ（アラブ首長国連邦）、ベローナ（イタリア）、京都について調べておくこと。（標準学習
時間1時間）
特になし
都市空間とどのような関係性をもつ住空間が供給されているのかを調べておくこと。（2時間）
地盤の調査方法，基礎構造形式に関する用語について調べておくこと。（標準貫入試験，スウェー
デンサウンディング試験など／直接基礎，杭基礎など）（1時間）
阪神淡路大震災における木造住宅の被害について調べておくこと。（2時間）
特になし
特になし
特になし
身の回りの建物を観察し、明るさや涼しさなど室内環境を良好に保つために、どのような仕組みや
装置が施されているかを学習しておくこと。（1時間）
図書館等で、地球温暖化やヒートアイランド現象の概要について学習し、環境配慮に対する意義を
自分なりに考えておくこと。（1時間）

建築物の構成要素・建築のデザイン・計画の過程、構造計画、構造設計、建築設備、地球環境・都
市環境の関わり等について講義する。
建築学科の学位授与の方針Aに最も強く関与する。
１）建築全般についての基本的な知識を伝えることができる。（A）



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

建築計画、建築設計、建築史、環境、設備、構造、力学、都市、住宅
実施する
達成目標１）に対して、最終評価試験(90%)と小課題等(10%)により評価し、総計で60％以上を合格
とする。
適宜プリント（資料）を配布する。
建築学科の専門科目すべて
建築概論 新訂三版　建築概論編集委員改会編（彰国社）
後藤研究室　Ｂ１号館５階　086-256-9645　goto@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー　水曜３時限
・講義は建築学科の全教員が順次担当します。
・講義はオリジナル教材に基づいて進める。
・シラバスの準備学習内容を文献や実際の建物等で確認しておくこと。
・オリジナルの教材に関しては講義中に自主的にメモをとること。

・課題に対しては発表後にコメントする。
・最終評価試験に関しては試験終了後模範解答例を示す。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。　
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。 
複数の教員が建設会社や設計事務所、住宅会社等の勤務経験を活かして講義する。
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。
・建築学は範囲の広い学問である。概論は全般に渡って紹介する。
・専門科目を履修するに当たって参考にすること。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

建築材料【月2水2】（FTZ01000）
Materials for Buildings
平山文則（ひらやまふみのり）,小林正実（こばやしまさみ）,馬淵大宇（まぶちだいう）,河崎弥
生＊（かわさきやよい＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーションを行い、建築材料が、外装、内装、躯体の３区分であることを解説する。 建
築材料における外装材の機能、役割を知り、設計条件と材料選択の関係、構造種別と材料選択の関
係について解説する。 （平山　文則）

（平山　文則）
外装材の中で、鉄、ステンレス、アルミ等の金属材料の特性を知り、材料選択際に考慮すべき事項
を解説する。 （平山　文則）

（平山　文則）
外装材の中で、石、土、漆喰及びコンクリートの特性を知り、材料選択の際に考慮すべき事項を解
説する。 （平山　文則）

（平山　文則）
外装材の中で、セメント系材料、レンガ、タイル、ガラスの特性を知り、材料選択の際に考慮すべ
き事項について解説する。 （平山　文則）

（平山　文則）
外装材の中で、ガラスカーテンウォール、ガラスブロック、塗料、防水材、幕屋根材について知り
、材料選択の際に考慮すべき事項について解説する。 （平山　文則）

（平山　文則）
内装材（ボード類、左官仕上げ）について解説する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
内装材（プラスチック系材料、塗装仕上げ）について解説する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
内装材（木材、植物材料）について解説する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
内装材（壁材、天井材）について解説する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
その他の内装材について解説する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
構造材　コンクリートの材料（セメント、水、骨材、混和材料）について解説する。 （小林　正
実）

（小林　正実）
構造材　コンクリートの性質について解説する。 （小林　正実）

（小林　正実）
構造材　鋼材の製造について解説する。 （小林　正実）

（小林　正実）
構造材　鋼材の性質について解説する。 （小林　正実）

（小林　正実）
構造材　木材の性質について解説する。 （小林　正実）

（小林　正実,河崎　弥生＊）
最終評価試験を実施する。 （全教員）



回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

（平山　文則,小林　正実,馬淵　大宇）

                                          準備学習
教科書を1ページから28ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：40分）
教科書を30ページから58ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：90分）
教科書を60ページから86ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：60分）
教科書を87ページから120ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：60分）
教科書を161ページから174ページまで読んでおくこと。（標準学習時間30分）
教科書の講義対象部分に目を通すこと。（標準学習時間40分）
教科書の講義対象部分に目を通すこと。（標準学習時間40分）
教科書の講義対象部分に目を通すこと。（標準学習時間40分）
教科書の講義対象部分に目を通すこと。（標準学習時間40分）
教科書の講義対象部分に目を通すこと。（標準学習時間40分）
教科書を75ページから80ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：30分）
教科書を80ページから85ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：40分）
教科書を31ページから35ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：30分）
教科書を36ページから39ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：30分）
教科書を129ページから138ページまで読んでおくこと。（標準学習時間：80分）
教科書及び講義時の配布資料の持ち込み可とする。

建築物を構成する部材はどのような材料でできているのか、その材料はどのような性能や特徴をも
っているのか、について理解する。（学位授与の方針Ａに最も強く関与）
建築物の意匠設計、構造設計、設備設計において材料選定できる能力を身につけ、それを説明でき
る。（学位授与の方針Ａに最も強く関与）
材料選択、強度、安全性、耐候性、メンテナンス性、コスト、製作工程、色彩、景観、環境対策
実施する
最終評価試験で評価し、60点以上を合格とする。

ベーシック建築材料／野口貴文他／彰国社／978-4-395008834　　　　 
なお、必要に応じて講義時に資料を配布する。
鉄筋コンクリート構造，鋼構造，木質構造建築生産、建築計画、建築デザイン論、住宅デザイン論
及び設計演習Ⅰ～Ⅲ。
初回、第６回、第11回講義時に教員から伝える
平山研究室（B1号館４階）、小林研究室（B3号館５階）、馬淵研究室（B1号館４階）
建築物の材料は日々の日常生活で目にしているものであることから、実物を実際に見て、触って、
特徴を理解することを講義の運営方針とする。
建築材料は、各自が日常的に生活している建築物が対象の実学であるため、各自の体験を通した意
見交換を講義時に行う。
最終評価試験の模範解答と解説を準備し、必要に応じて提示する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員の一部は建築設計の実務経験を有している。
オリエンテーションを最初の講義時に行うことに加え、第6回で内装全般、第11回で構造体全般の
説明を実施する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回

４回
５回

６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書

測量学【金3金4】（FTZ01100）
Measurement
高木宣徳＊（たかきよしのり＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
建築測量の概要、標尺（スタッフ）の読み方を解説する。　（教室で実施）
レベル野帳の記入方法（器高式、昇降式）を解説する。　（教室で実施）
屋外実習　レベルの据え付け方、視差の消去方法を解説を解説し実習を行う。（半田町公園で実施
）
屋外実習　レベル測量をグループ単位で実習する。（半田町公園で実施）
屋外実習　平板測量について、据え付け方、放射法を解説を解説し実習を行う。（半田町公園で実
施）
屋外実習　平板測量について、導線法を解説を解説し実習を行う。（半田町公園で実施）
屋外実習　トランシット測量について、据え付け方を解説し実習を行う。（半田町公園で実施）
屋外実習　トランシット測量について、角度の測量方法を解説し実習を行う。（半田町公園で実施
）
屋外実習　トランシット測量について鉛直の測量方法の実習を行う。（半田町公園で実施）
屋外実習　トランシット測量について、据え付け方の実習を行う。（半田町公園で実施）
屋外実習　トランシット測量について、据え付け方の確認試験を行う。（半田町公園で実施）
屋外実習　トランシット測量について、据え付け方の確認試験を行う。（半田町公園で実施）
距離測量、面積計算（ヘロンの公式）、平板測量で用いる計算問題を解説する。（教室で実施）
レベル、トランシットで用いる計算問題及び、問題演習と解説を行う。（教室で実施）
問題演習、まとめを行う。　（教室で実施）
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
レベル野帳の記入方法を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
レベル野帳の記入方法を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
レベル野帳の記入方法を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
１回から１５回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（標準学習時間60分）

建築測量の概要を理解し、建築工事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特徴を理解する。（
建築学科学位授与の方針Ａに強く関与する）
（１）建築の測量に関する計算ができる。
（２）実習測量機器の操作と特徴を説明できる。
（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与する）
敷地概要、工事準備、建築施工、地盤調査、
実施する
測量機器の操作については技能習得の確認試験（トランシットの設置）にて30％、測量機器の知識
及び測量の計算については、最終評価試験（筆記試験）にて70％の計100％となるように実施する
。
総合で60％以上を合格とする。（ただし、両方の試験を必ず受験すること）
技能習得試験は、チェックリストにより採点し、最終試験は筆記試験にて行う。
図説　建築測量/藤井　衛、伊集院　博、千葉　一雄/産業図書/978-4-7826-6102-8
設計関連科目及び施工関連科目
自作プリントを用いて解説



連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

岡山理科大学専門学校　建築学科　y_takaki@risen.ac.jp
グループ学習により授業を行うので、毎回出席して、真摯に授業に取り組むこと。遅刻してグルー
プに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意すること。
授業時間内で行う「確認試験」は必ず受験すること。確認試験の不正行為に対して厳格に対処する
。
実習、グループワーク：屋外実習の際は、グループ単位で測量機器の実習を行う。

最終評価試験のフィードバックとして、Momo-campusに模範解答の提示と解説を掲示する。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は個人で利用する場合に限り許可する場合があるので
事前に相談すること。
元　（株）まつもとコーポレーション勤務：
建築施工管理業務・設計監理業務の経験を活かして、建築測量の基礎知識や建築工事における測量
機器の取り扱い・測量の技能を習得できるように講義する。
関数電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

建築法規【火4木3】（FTZ01200）
Building Legislation
湯浅康生＊（ゆあさやすお＊）,三村重人＊（みむらしげと＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
建築法規①　建築基準法の概要、用語の定義、手続き規定を解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規②　面積、高さの算定方法を解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規③　面積、高さの算定方法を解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規④　一般構造について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑤　構造強度、耐火建築物について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑥　防火区画、避難施設、内装制限について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑦　用途地域、建ぺい率、容積率について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑧　建ぺい率、容積率について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑨　高さ制限（絶対高さ、道路制限）について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑩　高さ制限（隣地、北側斜線制限）について解説する。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑪　これまでの理解をより深めるための演習（単体規定）をする。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築法規⑫　これまでの理解をより深めるための演習（集団規定）をする。 （湯浅　康生＊）

（湯浅　康生＊）
建築行政①　建築士法・建設業法・住宅関連法について解説する。 （三村　重人＊）

（三村　重人＊）
建築行政②　バリアフリー法・耐震改修促進法・消防法について解説する。 （三村　重人＊）

（三村　重人＊）
建築行政③　都市計画法・景観法・宅地法・民法　他について解説する。 （三村　重人＊）

（三村　重人＊）
最終評価試験を実施する。 （全教員）

（全教員）

                                          準備学習
建築基準法規の目次の項目をみて、建築に対し法規が制限する事項をメニューとして把握しておく
こと。
（標準学習時間60分）



２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。
（標準学習時間60分）
法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。
（標準学習時間60分）
各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物の規模、構造、用途等
等について疑問を感じること があれば、その対策を提案することを考えてみること。
（標準学習時間60分）
建築物に作用する力の種類を調べ、その力の違いを考えてみること。度々作用する力と、まれに作
用する力に分類するなどしておくこと。地震国日本で法規のみで地震に対する対策は万全であるか
を調べてみること。
（標準学習時間60分）
各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物の安全、避難等につい
て疑問を感じることがあれば、その対策を提案することを考えてみること。
（標準学習時間60分）
建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察してみること。
（標準学習時間60分）
建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察してみること。
（標準学習時間60分）
建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察してみること。
（標準学習時間60分）
建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察してみること。
（標準学習時間60分）
単体としての規制、集団的規制を整理し復習をしておくこと。
（標準学習時間60分）
単体としての規制、集団的規制を整理し復習をしておくこと。
（標準学習時間60分）
建築行政の役割について考えてみること。建築に係わらず、各自極身近な事で行政或いは法律によ
って制限を受けている、あるいは制約を感じていることについて（たとえば交通法規でも良い）具
体的事項を複数あげて、その制限する理由とそれに関連して各自が果たすべきことを考えてみるこ
と。
（標準学習時間60分）
バリアフリーや耐震改修について身近な例を見つけ、その背景にあるものを考えてみること。
（標準学習時間60分）
身近なまちを例に、都市的な視点から建築や街路に求められているものを考えること。
（標準学習時間60分）

建築を造りそれを維持していく秩序で、社会的に要求されるものが建築法規である。その中核をな
す建築基準法を中心に、法体系と行政の果たす役割を理解するとともに、関連する様々な関係法令
についての基本理解を深める。（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与する）
ア）法体系の目指す方向性を大局的に関係づけられる（Ａ）
イ）建築基準法に関する基礎的な内容を理解し比較できる（Ａ）
ウ）関係法令の内容を対比的に理解し説明できる（Ａ）
制度規定、実体規定、単体規定、集団規定、用語の定義、面積・高さの算定、一般構造、避難規定
、構造強度、用途地域、建ぺい率、容積率、高さ制限、関係法令
実施する
建築基準法（８０％）　関係法令（２０％）から出題される課題により成績評価を行い、総計で６
０％以上を合格とする。
基本建築関係法令集／編集：国土交通省住宅局建築指導課建築技術者試験研究会／井上書院／ISBN
978-4-7530-2145-1
建築設計演習Ⅱ～Ⅴ、建築計画、建築デザイン論
基礎教材建築法規／井上書院
三村重人　m4c4mx@bma.biglobe.ne.jp　湯浅康生　yuasa@risen.ac.jp
原則的に、毎時間関係資料を配布し適宜スライド等を使用して解説する。また、理解すべき項目が
かなりの量になるため、各項目ごとに演習課題を行い理解度をあげる。

授業内で行う演習については、それぞれの課題ごとに必ず解説をし質問を受けるなどのフィードバ
ックを可能な限り行う。
最終評価試験については、一部試験終了後に解答を配布する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
また、講義中の録音／録画／撮影などは不許可とする。
ア）岡山県庁土木部勤務（三村）。吉村建築事務所（京都市）勤務（湯浅）。



その他（注意・備考）

イ）行政及び設計事務所での設計実務の経験を活かして、実務に即した解説を出来うる限りわかり
やすく解説する。

シラバスに記載以外の諸注意は初回講義時に伝える



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

建築生産【火1木2】（FTZ01300）
Building Production Technology
中西啓二（なかにしけいじ）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
①授業のオリエンテーションとして，授業の進め方，授業の内容，成績評価の方針について説明す
る。
②建物の建設工程について大まかな流れを学習する。
③請負契約と施工計画について学習し，施工段階におけるポイントを理解する。
①教科書第Ⅱ章5品質管理～９各種届出までを学習し，品質管理手法，安全衛生法，環境問題，現
場における材料の保管方法，役所等への届出について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章１～３までを学習し，測量の種類と方法，地盤調査の種類と方法および地盤の特性
，足場の種類と重要な寸法について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章4を学習し，工事ビデオを見て，土の性質，掘削工事の種類，山留工事の種類につ
いて理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章5を学習し，工事ビデオを見て，杭工事について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章6を学習し，工事ビデオを見て，鉄筋工事について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章7を学習し，型枠の材料，側圧に対する設計法，型枠工事の注意点について理解す
る。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章8を学習し，コンクリートの材料，種類，調合方法について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章8を学習し，ビデオを見て，コンクリートの施工の注意点について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章9を学習し，ビデオを見て，鉄骨の種類，材料，加工について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章9を学習し，ビデオを見て，製作工場および現場建て方における注意点について理
解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章10～13を学習し，プレキャスト鉄筋コンクリート，ALC工事について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章14～20を学習し，防水工事，タイル工事，木工事，左官工事，屋根工事について理
解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
①教科書第Ⅲ章21～28を学習し，カーテンウォール工事，ガラス・建具工事，内外装工事，設備工
事について理解する。
②前回の学習について確認テストを実施する。
前回までの確認テストを返却し，模範解答を配布して解説を行う。

最終評価試験を実施し，試験後に模範解答を配布して解説を行う。

                                          準備学習
予習：シラバスにより全体を把握し、教科書第Ⅰ章建築工事，第Ⅱ章１～４を読み，自分の関心の
ある内容についてまとめておくこと。
復習：建設工事の請負契約について調べてまとめておくこと。各節巻末の演習問題を解いて間違っ
たところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅱ章５～９を読み，品質管理，安全対策，材料管理，各種届出についてポイントを
調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章１～３を読み，測量の目的と方法，地盤調査の役割，種類，方法，仮設工事に
ついてについて調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章4を読み，山留工事，掘削工事，地下水処理について調べてまとめておくこと



５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学

。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章5を読み，杭工事の種類と各工法の特徴について調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章6を読み，鉄筋の種類と役割，鉄筋工事のポイントについて調べてまとめてお
くこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章7を読み，型枠の種類，側圧に対する設計法，型枠工事の注意点について調べ
てまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章8を読み，コンクリートの種類，材料，役割，調合について調べてまとめてお
くこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章8を読み，コンクリートの種類，材料，役割，調合について調べてまとめてお
くこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章9を読み，鉄骨の種類，材料，加工 ついて調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章9を読み，製作工場，現場建て方の注意点ついて調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章10～13を読み，プレキャスト鉄筋工事，ALC工事の注意点について調べてまと
めておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章14～20を読み，防水工事，タイル工事，木工事，左官工事，屋根工事について
調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第Ⅲ章21～28を読み，カーテンウォール工事，ガラス・建具工事，内外装工事，設備
工事について調べてまとめておくこと。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間90分）
予習：各章の演習問題を見直すこと。
復習：確認テストの見直しを行うこと。（標準学習時間90分）

建築生産の基本である施工について契約から現場工事，アフターケアまでの流れと細部について各
工事ごとにそのポイントを修得する。また，各種工事のビデオを見て実際の工事の状況を理解する
。本科目は1級建築士，2級建築士受験のための必修科目であることから，毎回の確認テストにおい
て，建築士の過去問についてもテストを行い解説することにより将来の建築士受験の準備を行う。
（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与）�

建物の企画から完成するまでの流れを説明できる（Ａ）。
施工に関する法令や標準仕様書として，建築基準法，労働安全衛生法，JASS5，JASS6の規定が説明
できる（Ａ）。
毎回の授業で行う確認テストで平均60点以上が取れる（Ａ）。
建築生産、建築施工、建築生産管理、躯体工事、仕上げ・設備工事，建築基準法，労働安全衛生法
，JASS5，JASS6
実施する
講義における確認テスト(30%)と最終評価試験(70%)により成績を評価し、総計で60%以上を合格と
する。
「誰でもわかる建築施工」／雨宮幸蔵，新井一彦，池永博威，長内軍士，河合弘泰，倉持幸由著／
彰国社／978-4-395-32070-7
建築概論、鉄筋コンクリート構造、鋼構造
日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説」
B3号館5階中西研究室　直通電話086-256-9535　メール：nakanishi@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー：月曜日２限
・講義資料，確認テストは毎回配布する。
・確認テストは講義の最初に２０分で実施し，それの提出をもって出席とする。したがって２０分
以上遅刻したものは欠席とする。
・授業の前にかならず教科書をよく読んで予習ノートを作成し，授業では疑問点をなくすようにし
てください。

毎回行う確認テストは第１５回目の講義で返却し，模範解答を配布して解説する。
最終評価試験についても試験後に模範解答を配布して解説を行う。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を



生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
ア）元清水建設に勤務
イ）施工管理の経験を活かして，建築施工の流れや具体的な各種施工法，法令について講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
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グ
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バック
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実務経験のある教員
その他（注意・備考）

学外研修（FTZ01400）
Externship
江面嗣人（えづらつぐと）
３年
2.0
実験実習
本科目では海外研修、国内研修、企業研修を研修先として選択し、他の授業に影響のない期間に実
習形式で実施する。 海外研修では欧米の建築等を実査し、また、国内研修では国内の現代建築、
古建築、古都などを実査し、海外や国内の建築や都市のデザイン、都市構造、地域の歴史文化など
について学ぶ。 企業研修では建築設計事務所や建設業などにおいて建築デザイン設計、構造設計
、環境設備設計などについて学ぶ。 研修に当たっては、事前に担当教員の許可を得て研修を行い
、研修先について事前に十分調査をし、担当教員と研修内容について十分な協議相談を行い、研修
計画書を作成する。事後には研修結果の報告書を提出する。報告会において報告を行い、教員の質
疑に対して応えるものとする。
研修する訪問先および見学する地域や建築について事前に図書館等で十分に調べておくこと。 研
修先については先方の受け入れ体制が整っていることが前提となるが、担当教員に希望を事前に相
談し、受け入れ体制についての確認方法などについて、十分な指導をうけること。
学外における創造的な建築作品を造る仕事内容や、記念碑的建築物や世界的な建築家の作品にふれ
、創造的な空間またはその創造の過程を体験することによって、創造意欲を高め、設計力や計画力
、建築文化を理解する能力の向上をはかる。 （建築学科の学位授与の方針Aに強く関与）
訪問した建築のすばらしさを実感し、また、それらの空間が創造される過程を体験し、それらを創
造するために有効な能力を習得する。（A)
建築設計、建築計画、西洋建築
実施しない
研修の前後に作成する計画書及び報告書、レポートの内容（80％）と発表内容（20％）で評価し、
100点満点中60点以上を合格とする。
なし
建築設計、建築計画、建築概論、日本建築史、西洋建築史、近代建築史
なし
学科長
各自が計画した内容について個別に指導する。

課題及び最終試験は行わない。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。講義中の録音が必要な場合も同
様。

訪問先の調査を積極的に行うこと。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回

７回

８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

技術者倫理【月4木4】（FTZ01500）
Engineering Ethics
中西啓二（なかにしけいじ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
①授業のオリエンテーションとして，授業の進め方，授業の内容，成績評価の方針について説明す
る。
②技術者倫理概論(1)技術者倫理と技術者の行動規範を説明する。 （中西　啓二）
技術者倫理概論(2)研究倫理と説明責任について説明する。 （中西　啓二）
技術者倫理概論(3)技術情報と知的財産の保護及び内部告発を説明する。 （中西　啓二）
建築における技術者倫理(1)　製造物責任とヒューマンエラーを説明する。 （中西　啓二）
建築における技術者倫理(2)　建築の基礎構造に関する倫理問題について解説する （山崎　雅弘）
建築における技術者倫理(3)　震災の被害に潜む責任問題に関する倫理問題について解説する （小
林　正実）
建築における技術者倫理(4)　建築・都市の環境分野に関する倫理問題について解説する （八百板
　季穂）
建築における技術者倫理(5)　省エネルギー設計に関する倫理問題について解説する （坂本　和彦
）
建築における技術者倫理(6)　現場の施工に関する倫理問題について解説する （中西　啓二）
建築における技術者倫理(7)　建築環境問題に関する倫理問題について解説する （中山　哲士）
建築における技術者倫理(8)　建築史の分野に関する倫理問題について解説する （江面　嗣人）
建築における技術者倫理(9)　建築デザインに関する倫理問題について解説する （平山　文則）
建築における技術者倫理(10)　ユニバーサルデザインに関する倫理問題について解説する （後藤
　義明）
建築における技術者倫理(11)　建築設計図・CADに関する倫理問題について解説する （馬渕　大宇
）
建築における技術者倫理(12)　建築設計システムに関する倫理問題について解説する （弥田　俊
男）
最終評価試験を実施し，試験後に模範解答を配布して解説を行う。 （中西　啓二）

                                          準備学習
予習：シラバスにより全体を把握し、教科書第１章，２章を読み，自分の関心のある内容について
まとめておくこと。
復習：技術者の社会的責任と倫理について調べてまとめておくこと。各節巻末の演習問題を解いて
間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間50分）
予習：教科書第３章，４章を読み，研究倫理と説明責任についてポイントを調べてまとめておくこ
と。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間50分）
予習：教科書第５章，６章を読み，研究倫理と説明責任についてポイントを調べてまとめておくこ
と。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間50分）
予習：教科書第７章，８章を読み，研究倫理と説明責任についてポイントを調べてまとめておくこ
と。
復習：各節巻末の演習問題を解いて間違ったところを重点的に見直すこと。（標準学習時間50分）
復習：5回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
6回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
7回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
8回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。

（標準学習時間50分）
9回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
10回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
11回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。



１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

（標準学習時間50分）
12回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
13回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
14回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。
（標準学習時間50分）
15回の配布資料を復習し，ポイントをまとめておくこと。教科書、１回～4回までのプリント、演
習を復習すること。

（標準学習時間120分）

技術倫理の学習では教科書に書いてあることを覚えることに加えて，過去の実例や仮想事例に即し
て自分だったらどうするかを考えることが大切です．状況に応じてよりよい対処手段を考える力を
養います．
（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与）
建築技術者の倫理的責任の重要性を理解し，事故や失敗を起こさないために必要な倫理観と柔軟な
考え方を説明できる。（Ａ）
普遍倫理，個人倫理，職業倫理，技術倫理
実施する
各回の講義で実施する演習70%および最終評価試験30%により成績を評価し、総計で60%以上を合格
とする。
「はじめての技術者倫理」／北原義典／講談社／978-4-06-156547-0 及び必要に応じてプリントを
配布．
専門科目全てが関連する
各回ごとに教員が示す。
中西啓二研究室，山崎雅弘研究室，小林正実研究室：Ｂ３号館5階 江面嗣人研究室，後藤義明研究
室，弥田俊男研究室，坂本和彦研究室，中山哲士研究室：Ｂ１号館5階 平山文則研究室,八百板季
穂研究室,馬渕大宇研究室：Ｂ１号館4階
B3号館5階中西研究室　直通電話086-256-9535　メール：nakanishi@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー：月曜日２限
・講義資料，確認テストは毎回配布する。
・授業の前にかならず教科書をよく読んで予習ノートを作成し，授業では疑問点をなくすようにし
てください。

毎回行う確認テストはその都度模範解答を配布して解説する。
最終評価試験についても試験後に模範解答を配布して解説を行う。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
ア）元清水建設に勤務
イ）施工管理の経験を活かして，建築の設計および施工管理における倫理の具体的な問題に対する
解説を行い講義する。
・講義の進め方などの注意事項については，第1回目の講義で説明します．
・毎回の講義の最後に演習を行い，模範解答を配布・解説しフィードバックを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回
７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回

１３回
１４回

１５回

講義目的

エコロジカルデザイン【火2金2】（FTZ01600）
Ecological Design
平山文則（ひらやまふみのり）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
ガイダンスを実施する。 　持続的発展が可能な都市づくりを目指して、地球温暖化や都市や地域
の環境破壊を防止する環境共生建築、環境共生都市の必要性を解説する。 （平山　文則）
持続的発展が可能な環境共生都市、まちづくりの実践例について解説する。 （平山　文則）
持続的発展が可能な環境共生建築の実践例について解説する。 （平山　文則）
環境共生都市・まちづくりの実例を通して計画手法、計画要件について解説する。 （八百板　季
穂）
環境共生都市・まちづくりの実例を通して計画手法、計画要件について解説する。 （八百板　季
穂）
環境共生建築の実例を通して計画手法、計画要件について解説する。 （馬淵　大宇）
環境共生建築の実例を通して計画手法、計画要件について解説する。 （馬淵　大宇）
持続的発展が可能な都市づくりを目指した長寿命化住宅、住宅の長期耐用化技術について解説する
。 （後藤　義明）
持続的発展が可能な都市づくりの観点から、文化財保護制度、歴史的町並みの保存、歴史的建造物
の保護について解説する。 （江面　嗣人）
持続的発展が可能な都市づくりの観点からの、歴史的建造物の再生と活用について解説する。 （
江面　嗣人）
地球環境と環境共生建築：地球温暖化の現状を概説し、その対策の一例としてＺＥＢについて解説
する。 （坂本　和彦）
持続可能な住宅と環境：家庭でのエネルギー消費量等を概説し、住宅の省エネルギーについて解説
する。 （坂本　和彦）
建築における再生可能エネルギー利用：各種再生可能エネルギーについて概説し、建築への適用事
例について解説する。 （坂本　和彦）
建築・都市の環境を制御する手法と効果について解説する。 （中山　哲士）
環境建築における環境技術の応用について解説する。 （中山　哲士）
最終評価試験を実施する。 （全教員）

                                          準備学習
学習内容に関連する「成長の限界　ローマクラブ人類の危機レポート」を図書館で読んでおくこと
。（標準学習時間：50分）
学習内容に関連する「フライブルクのまちづくり　ソーシャル・エコロジー住宅地ヴォーバン」を
図書館で読んでおくこと。（標準学習時間：50分）
学習内容に関連するオーストラリアの建築家グレン・マーカットの作品について図書館等で調べて
おくこと。）標準学習時間：50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
地球温暖化について図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
身の回りの家庭で、エネルギーをどのように使用しているかを観察しておくこと。（標準学習時間
50分）
再生可能エネルギーについて図書館等で調べ学習しておくこと。（標準学習時間50分）
建築・都市の環境を制御する手法について図書館等で調べ学習しておくこと。
（標準学習時間60分）
環境建築における環境技術について図書館等で調べ学習しておくこと。
（標準学習時間60分）

持続的発展が可能な都市づくりを目指して、地球温暖化及び都市や地域の環境破壊を防止する環境
共生のまちづくり、建築、家づくりの方法論、省エネルギー、資源循環、ヒートアイランド対策な
ど地球環境や都市環境保全に関する社会的、技術的課題について理解し、ストックの活用再生修復
の視点から、団地再生、スケルトンインフィル、さらには文化財保護を軸としたまちづくりや歴史



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

地区の保存再生計画等について身につける。（学位授与の方針Ａに最も強く関与、Ｃに強く関与）
持続的発展の可能な都市や建築のあり方について、自らの明確な考え方を説明できる。（学位授与
の方針Ａに最も強く関与、Ｃに強く関与）
都市再生、まちづくり、環境保全、共生、省エネルギー、資源循環、文化財保護
実施する
最終評価試験で評価し、60点以上を合格とする。

なし
計画および環境設備に関する全ての科目
成長の限界　ローマクラブ人類の危機レポート/ドネラ・メドウズ、デニス・メドウズ、ジャーガ
ン・ラーンダズ、ウイリアム・ベアランズ三世/ダイヤモンド社：フライブルクのまちづくり/村上
　敦/学芸出版社：グレン・マーカットの建築/ＴＯＴＯ出版
平山研究室（B1号館４階、０８６－２５６－９６３５、hirayama@archi.ous.ac.jp）
・この講義は、地球環境と建築や都市の持続的で良好な関係性を学ぶことから、講義で学ぶ対象は
各自の日々の日常生活とつながりが大きい。
・従って、机上で学ぶのでなく、実生活との関連から問題提起を行い、解決の道筋を示す方針であ
る。
総合力や応用力を養うために、講義の一部で、グループ議論やテーマ発表を行う。

最終評価試験の模範解答と解説を準備し、必要に応じて提示する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員に建築設計の実務経験を有する者を含んでいる。
住デザインコースの学生は履修が望ましい。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

設計演習Ⅰ（FTZ01700）
Atelier Practice of Architectural Design I
八百板季穂（やおいたきほ）,江面嗣人（えづらつぐと）,後藤義明（ごとうよしあき）,弥田俊男
（やだとしお）,野口毅＊（のぐちたけし＊）,平山文則（ひらやまふみのり）,馬淵大宇（まぶち
だいう）
１年
3.0
演習

                                        授業内容
オリエンテーション、製図基礎：線の引き方、文字や寸法の描き方などの製図の基本技能を解説す
る 製図道具の使用方法、製図線の描き方の練習を行い、見本図を模写する。（八百板季穂、江面
嗣人）

（八百板　季穂）
製図基礎：製図道具の使用方法、製図の基本技能を解説する。 見本図の模写を行う。（八百板季
穂、江面　嗣人）

（八百板　季穂）
建築製図基礎：平面図の概念、製図方法を解説する。建築図面の表記法の課題を行う。 （八百板
季穂、平山文則）

（八百板　季穂,平山　文則）
建築製図基礎：建築図面の概念、実空間との関係、作図方法を解説する。平面図、立面図、断面図
などの課題を通して建築図面の表記法を学習する。 （八百板季穂,平山文則）

（八百板　季穂,平山　文則）
建築製図基礎：建築図面の概念、実空間との関係、作図方法を解説する。平面図、立面図、断面図
などの課題を通して建築図面の表記法を学習する。 （八百板季穂,平山文則）

（八百板　季穂,平山　文則）
建築製図：サヴォア邸の学習と、サヴォア邸の図面の模写を通した建築図面の製図方法の習得、建
築空間を理解する。 （八百板季穂,後藤義明）

（八百板　季穂,後藤　義明）
建築製図：サヴォア邸の図面の模写を通して、歴史的建築作品の平面図、断面図、立面図を理解し
、建築空間の特徴を学習する。 （八百板季穂,後藤義明）

（八百板　季穂,後藤　義明）
図学基礎：投影図、透視図の概念や原理の学習を行うとともに、課題制作により一点透視図の表現
方法を習得する。 （八百板季穂、弥田俊男）

（八百板　季穂,弥田　俊男）
図学基礎：二点透視図の概念や原理の学習を行い、課題制作により二点透視図の作図方法を習得す
る。 （八百板季穂、弥田俊男）

（八百板　季穂,弥田　俊男）
図学基礎：二点透視図の課題制作を行う。二点透視図の作図方法、建築図面での透視図やスケッチ
の表現を習得する。 （八百板季穂、弥田俊男）

（八百板　季穂,弥田　俊男）
建築作品の表現：バルセロナ・パヴィリオンの学習と、斜投影図の課題制作を通して、建築空間の
理解を深める。 （八百板季穂、未定）

（八百板　季穂）
建築作品の表現：斜投影図の課題制作を進める。バルセロナ・パヴィリオンの空間構成、建築材料
、家具、各種寸法などの理解を深める。 （八百板季穂、未定＊）

（八百板　季穂）
建築模型：建築模型の役割、模型制作に使用する道具や材料、建築模型の基本的な制作方法を学習
し、課題制作を通して建築模型制作の基本技能を習得する。 授業終了時に製図板の清掃、座席回
りの整理整頓を行う。 （八百板季穂、馬淵大宇）



１４回

１５回

回数
１回

２回

３回

４回
５回
６回

７回
８回

９回

１０回
１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

（八百板　季穂,馬淵　大宇）
建築模型：バルセロナ・パヴィリオンの建築模型の制作を進める。模型制作によりバルセロナ・パ
ヴィリオンの建築空間や造形の理解を深める。課題を完成させて授業終了時に机上に展示する。 
（八百板季穂、馬淵大宇）

（八百板　季穂,馬淵　大宇）
特別講義：建築模型の撮影写真撮影方法を学習する。各自が作成した模型の撮影を通して、建築模
型写真の表現方法、画像データの編集や出力方法を習得する。授業終了時に製図板の清掃、座席回
りの整理整頓を行う。私物や作品は全て持ち帰るか処分する。 （八百板季穂、野口毅＊）

（八百板　季穂,馬淵　大宇）

                                          準備学習
所定の製図道具一式が揃っているか確認し、毎回持参すること。 製図板や製図道具の清掃のため
の布巾なども適宜用意すること。製図道具を用いて線を引く予習を行うこと。（標準学習時間30分
）
製図道具の役割、使用方法、製図線の引き方を復習して習得しておく。製図道具の準備、製図板や
道具の清掃、座席回りの整理整頓は毎回行うこと。（標準学習時間50分）
前回の課題を完成させて授業開始前に提出する。製図線の引き方、製図方法を各自で復習して習得
しておくこと。（標準学習時間50分）
平面図、立面図、断面図の概念、製図方法を復習して習得しておくこと。（標準学習時間50分）
課題の制作を復習して進めること。（標準学習時間50分）
前回の課題を完成させて授業開始前に提出する。サヴォア邸および近代建築の三大巨匠に関する資
料を調べて予習し、概要を把握しておくこと。（標準学習時間50分）
建築製図基礎で学んだ建築図面の表記法を復習し、習得しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の課題を完成させて授業開始前に提出する。投影図や透視図、遠近法に関して資料を調べて予
習し、概要を把握しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の課題を完成させて授業開始前に提出する。透視図の原理について復習しておくこと。（標準
学習時間50分）
二点透視図の原理を復習し、作図方法を習得しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の課題を完成させて授業開始前に提出する。斜投影図の資料を読んで予習し、概要を把握して
おく。一点透視図、二点透視図などの中心投影との違いを理解すること。（標準学習時間50分）
課題制作を進める。斜投影図の作図方法を練習し、習得しておく。バルセロナ・パヴィリオンの各
部写真や資料を調べ、課題制作の資料を補完すること。（標準学習時間50分）
前回の課題を完成させて授業開始前に提出する。建築模型作成のための道具を用意し、それらの役
割を予習して把握しておく。カッターは正しく安全に使用し、けがをしないよう十分注意すること
。（標準学習時間50分）
課題制作を進める。カッターは正しく安全に使用し、けがをしないよう十分注意すること。（標準
学習時間50分）
前回展示した模型を用意する。デジタルカメラを持参する（携帯電話のカメラ以外）。写真撮影の
原理を調べて基本的知識を予習し把握しておくこと。（標準学習時間50分）

製図基礎、建築製図基礎、建築製図、図学基礎、建築作品の表現、建築模型、建築模型の撮影の各
課題に関する講義と課題制作を通して、建築図面の概念や原理を理解し、近代建築の代表的作品の
空間構成を学び、建築製図や図面表現の基本技能を習得する。（学位授与の方針D、Gに強く関与）
1) 建築図面の基礎的な製図方法を習得している(A)
2) 正確に、速く、美しい図面を描く技能を身に付けている(D)
3) 今後の演習などに必要な基礎的技術を身につけている(D)
製図、作図、図学、建築作品、図面表現、建築模型、模型写真
実施しない
各課題の点数（100点満点）の平均値で評価し、 60%以上を合格とする。全ての課題提出をもって
成績評価を行い、達成目標1～3を確認する。
コンパクト建築設計資料集成／日本建築学会編／丸善出版／ISBN 4-621-07509-8

製図道具（オリエンテーションで説明した所定の製図道具を全て購入または調達すること。第１回
目の演習から使用するので、毎回必ず持参すること）
建築概論、住宅計画、建築計画、近代建築、建築デザイン論、住宅デザイン論、ＣＡＤ／ＣＧ演習
Ⅰ・Ⅱ、設計演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
必要により各回講義時に教員が示す。
B1号館４階　八百板季穂
課題は、必ず提出期限までに提出すること。全課題の提出をもって成績評価を行う。



アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

課題返却時に全体のフィードバックを行う

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
するため、配慮が必要な場合は、事前に相談すること。

製図室の使用にあたっては、製図板や身の回りの整理整頓、清掃を行い、適切な環境で演習を行う
こと。カッターなどの道具の使用の際は、けがをしないよう十分注意すること。第1回の講義から
製図道具を用いるため、講義開始までに製図道具を揃えておくこと。建築学科の学生は、入学時に
案内があるので、必要なものを揃えておくこと（建築学科以外の学生については、担当教員（八百
板）に早めに相談すること）。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回

８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

住宅計画【火3木2】（FTZ01800）
Housing Design
後藤義明（ごとうよしあき）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
＜ガイダンス／誰と、どこで、どのように住む＞住宅づくりのキーワード、パーソナルスペース、
家族の変化、暮らしの変化、身体の変化、住宅のプランニングに求められることを講義する。
＜しきたりを考える／文化と住宅の関係を知る＞　１．住文化　住まいの原型・アジアの住宅・近
年の住宅の変遷・食寝分離の意味　２．寸法・モジュール　黄金比・モデュロール・和の寸法体系
を講義する。
＜生活動作から空間を考える＞　１．生活のスペースを組み立てる　２．人体の寸法を知る　人体
の伝統的尺度　姿勢と占有空間・基本姿勢・動作寸法　３．空間寸法を知る　占有領域・動作空間
・室空間の関係・動作空間を講義する。
＜生活空間の要求性能を見つける　１＞　１．家に入る（敷地計画・門扉まわり・アプローチ・玄
関）２．家の中を移動する（ホール・廊下・階段を講義する。）
＜生活空間の要求性能を見つける　２＞　３．くつろぐ・食事する・調理する（リビング・ダイニ
ング・キッチン）４．寝る（寝室・収納）　５．整容・入浴する（洗面所・浴室）を講義する。
＜生活空間の要求性能を見つける　３＞　６．排泄する（トイレ）　７．洗濯する・家事する・勉
強する　（家事室・ランドリー）　８．その他を講義する。
＜住宅のユニバーサルデザインを考える＞　１．ユニバーサルデザインの基礎知識　２．住宅のユ
ニバーサルデザイン　３．住みづけられる住宅の性能を講義する。
＜住宅の図面を見る・規制を知る＞　住宅に関わる単体規定、集団規定を講義する。
＜戸建て住宅の計画に必要なことを知る＞１．設計の手順２．道路と玄関 ３．玄関まわり４．LDK
５．インテリア計画の基本を講義する。
＜コミュニティと集合住宅の計画を知る　１＞１．集合住宅の長所・短所　２．集合住宅のタイプ
Ⅰ３．短所を克服するためのタイプⅡ　4．タイプごとの特徴と設計例を講義する。
＜集合住宅の計画を知る　２＞１．SIの実例　楽隠居　２．実施例からみた集合住宅の計画　３．
集合住宅のプラン分析演習を講義する。
＜住宅のインテリア（空間）を考える＞１．インテリアデザインとは　２．空間を考える　３．窓
に関することを講義する。
＜住宅設備を考える１　水回り＞１．住宅設備（給排水・衛生）　２．設備図面　３．衛生設備機
器（トイレ・洗面・浴室）を講義する。
＜住宅設備を考える２　電気と照明＞１．住宅設備（電気・照明）　２．配線図　３.照明を講義
する。
＜住宅を計画する＞住宅計画の実際について講義する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
住宅について関連する文献や資料を調べること。（標準学習時間120分）
日本の住文化について文献で調べること。（標準学習時間120分）
人の寸法、住宅内の各部の寸法を調べること。（標準学習時間120分）
玄関や門扉回りでの生活動作について調べること。（標準学習時間120分）
食事や調理に関わる動作について調べること。（標準学習時間120分）
排泄や家事に関わる動作について調べること。（標準学習時間120分）
住宅や街の中にある不便さ、不便なところを調べること。（標準学習時間120分）生活動作のレポ
ート作成（標準学習時間60分）
住宅に関わる法律について調べること。（標準学習時間120分）
戸建て住宅の敷地計画について文献等で調べること。（標準学習時間120分）
コミュニティについて文献等で調べること。（標準学習時間120分）
集合住宅の類型について調べること。（標準学習時間120分）
インテリアに計画について等で調べること。（標準学習時間120分）
住宅設備について文献等で調べること。（標準学習時間120分）
住宅設備について文献等で調べること。（標準学習時間120分）
前14回分の講義の復習をしておくこと。（標準学習時間240分）

生活動作や様式を概説し、住要求の理解を深める。日本における住宅計画の変遷をふまえ、戸建独
立住宅と集合住宅の住戸と敷地利用の計画方法を習得する。建築学科の学位授与の方針（DP）のA
に最も強く関与する。



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

１）住宅に関連する自然科学、工学の基礎知識を記述できる。(A)
２）住宅を設計する際に必要な工法、材料に関する知識を記述できる。(A)
３）様々な暮らし方についての知識を身につけ、プランニングに反映させること
ができる。(A)
４）コミュニティに関する知識を記述できる。(A)
ユニバーサルデザイン　人間工学　住文化　集合　戸建て　生活
実施する
最終評価試験(80%)と講義に伴う小課題(20%)により評価する。総計で60％以上を合格とする。
達成目標１）と２）と４）に対しては最終評価試験にて評価する。
達成目標３）に対しては講義に課した課題（3題）にて評価する
講義時にテキストを配布する。
特に設計演習Ⅱの課題2に大きく関連する。また、ハウジング、建築概論、建築計画の各科目に関
連する.
第２版コンパクト建築設計資料集成［住居］／丸善／4-621-07688-4、初めて学ぶ人間工学　岡田
明編著・後藤義明他／理工図書／978-4-8446-0841-7
後藤研究室　Ｂ１号館５階　086-256-9645　goto@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー　水曜３時限
・講義はオリジナル教材に基づいて進める。
・教材はその都度配布するので関連する項目についてはシラバスの予習内容を文献や実際の住宅等
で確認しておくこと。
・課題については専用用紙を配布するのでそれを用いること。
・オリジナル教材は授業ノートを兼ねるようになっているので講義中に記入すること。
・最終評価試験時に持ち込み可能な資料を指示するので必ず自力で作成すること。全面コピーした
ものは持ち込み不可となるので留意しておくこと

集合住宅に関する講義で各タイプのプラン分析をグループワークで行いグループの意見を集約して
発表する。。
講義中に実施する課題に関しては採点の上、返却し、その回以降の講義時にコメントする。
最終評価試験に関しては試験終了後模範解答例を講義する。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。　・障害に応じて補助器具（ICレコ
ーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので、事前に相談すること。・配布
資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止する。・
正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポート
等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。・配慮が必要と認められた場合は、参考
資料を事前に提供することが可能です。
住宅会社での研究開発、設計業務の経験を活かして講義する
住宅は最も身近な建築物です。建築を学ぶ学生として、改めて、生活とその器である住宅に対して
興味を持って講義に臨んで下さい。
提出課題については、講義中に解答例を例示しフィードバックを行う。
講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

建築計画【火3木2】（FTZ01900）
Architectural Planning
馬淵大宇（まぶちだいう）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション：建築計画の対象領域について講述する。
建築を計画することについて講述する。
形態や大きさの持つ意味について講述する。
人間の認知と空間の関係性について講述する。
生活者の営みと空間の関係性について講述する。
デザインの方法・システムについて講述する。
診断し治癒する空間（病院）を講述する。
治癒を促す空間（病院）を講述する。
自立を支援する空間（福祉施設）を講述する。
学ぶ空間（学校）を講述する。
情報を探索する空間（図書館）を講述する。
展示品を鑑賞する空間（博物館）を講述する。
演技を観る空間（劇場）を講述する。
執務する空間（オフィスビル）を講述する。
地域の交流を促す空間（コミュニティ施設）を講述する。また、前14回の講義を振り返り、フィー
ドバックとして講義内容の要点について解説する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
建築計画学について、図書館などで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「第1章 人間と環境を考える（1・1除く）」pp.8～25を読んでおくこと。（標準学習時間
0分）
教科書の「4・1 形の大きさの持つ意味」、および「4・2 人体から決まる空間」pp.240～251を読
でおくこと。（標準学習時間40分）
教科書の「4・5 感覚によってとらえられる空間」、および「4・6 認知の中の空間」pp.266～281
読んでおくこと。（標準学習時間40分）
教科書の「4・3 ユーザーとしての人間をどのようにとらえるのか」、および「4・4 人間のまわり
の空間」、「4・7 人々の動きがつくる空間」pp.252～265,pp.282～287を読んでおくこと。（標準
習時間40分）
教科書の「4・8 人間がつくる空間」、および「4・9 デザインの方法・システム」pp.288～301を
んでおくこと。（標準学習時間40分）
教科書の「3・1 病院ー診断し治療する」pp.110～129を読んでおくこと。病院について、図書館な
どで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・2 病院ー治療を促す」pp.130～143をよく読んでおくこと。病院について、図書館な
どで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・3 福祉施設ー自立を支援する」pp.144～157を読んでおくこと。また、福祉施設につ
いて図書館などで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・4 学校ー知識を教える」、および「3・5 学校ー体験し学ぶ」pp.158～181を読んで
くこと。また、学校について図書館などで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・6 図書館ー情報を探索する」pp.182～193をよく読んでおくこと。また、図書館につ
いて図書館などで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・7 博物館ー展示品を鑑賞する」pp.194～205を読んでおくこと。また、博物館・美術
館について図書館などで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・8 劇場ー演技を観る」pp.206～215を読んでおくこと。また、劇場について図書館な
どで調べてみること。（標準学習時間40分）
教科書の「3・9 オフィスビルー執務をする」pp.216～227をよく読んでおくこと。また、オフィス
ビルについて図書館などで調べてみること。（標準学習時間40分）
�教科書の「3・10 コミュニティ施設ー地域の交流を促す」pp.228～237をよく読んでおくこと。ま
た、コミュニティ施設について図書館などで調べてみること。さらに、全講義を振り返り、各講義
の要点などを整理したレポートを完成させること。レポートについてはその場でフィードバックを
行う。（標準学習時間2時間）

本講義は、可能な限り客観的なエビデンスに基づいて、建築を計画する方法を身に付けることを目



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

的とする。特に、利用者の視点から建築物の適切なあり方を模索する建築計画学的観点に立って、
空間や各種施設の計画の仕方を学ぶ。（建築学科学位授与の方針Aに最も強く関与）
1.建築計画が対象とする範囲を説明できる。(A)  2.建築計画の発生と方向性を説明できる。(A)  
3.人間と形態の関係性について説明できる。(A)  4.デザインの方法とシステムについて説明でき
る。(A)  5.各種施設の計画についてそれぞれの特徴を説明できる。(A)
建築計画学、建築人間工学、空間認知、人間行動、群集流動、建築形態、設計方法論、施設計画
実施する
レポート（30％）最終評価試験（70％）により評価し、総計で60％以上を合格とする。

建築計画／長澤泰他2名著／市ヶ谷出版社／978-4-87071-005-4
設計演習Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、都市計画、住宅計画、建築デザイン論、住宅デザイン論
建築計画1／岡田光正他4名著／鹿島出版会／978-4-306-03378-8：建築計画2／岡田光正他5名著／
鹿島出版会／978-4-306-03381-8：建築設計資料集成【総合編】／丸善出版／日本建築学会編／978
-4-621-04828-3
B１号館4階　馬淵研究室
・本講義は、教科書を主要な資料として使用するため、必ず購入すること。
・授業の冒頭に口頭による出席確認を行う。
・授業後半に遅刻した学生が申告できる時間を設ける。その時点で受講していない学生は、欠席と
する。
・早退するものは、授業開始までに申し出ること。
・レポートの提出日は、授業内で発表する。

・提出課題や最終評価試験については、講義中または、研究室前の掲示等によって、模範解答等に
よる解説をし、フィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

・講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。　・
講義中の録音／録画は原則認めない、当別の理由がある場合事前に相談すること。また、講義中の
撮影は個人で利用する場合に限り許可する場合があるので事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数

設計演習Ⅱ（FTZ02000）
Atelier Practice of Architectural Design II
後藤義明（ごとうよしあき）,江面嗣人（えづらつぐと）,ジェフリームーサス＊（じぇふりーむー
さす＊）,弥田俊男（やだとしお）,平山文則（ひらやまふみのり）,八百板季穂（やおいたきほ）,
馬淵大宇（まぶちだいう）
２年
3.0
演習

                                        授業内容
オリエンテーション、【課題1】「キャンパスカフェ」　課題を説明する。 敷地を調査する。敷地
および周辺の模型を製作する。 （後藤義明、江面嗣人、平山文則、弥田俊男、八百板季穂、馬淵
大宇、ジェフリー・ムーサス＊）

（全教員）
「キャンパスカフェ」必要諸室のボリュームスタディと設計条件を整理する。敷地利用計画の草案
を批評する。 （全教員）

（全教員）
「キャンパスカフェ」1/100平面図による草案を批評する。並びに改善を指示する。 （全教員）

（全教員）
「キャンパスカフェ」最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 （全教員）

（全教員）
「キャンパスカフェ」計画案を承認する。図面を作成する。 （全教員）

（全教員）
「キャンパスカフェ」1/100模型を製作する。 （全教員）

（全教員）
「キャンパスカフェ」講評会をする。評価後製図室の清掃・後片付けをする。 （全教員）

（全教員）
【課題2】「住宅」　課題説明および住宅の計画講義をする。敷地調査に代えて仮想敷地の状況を
説明する。自己実現内容を検討する。設計条件を決定する。 （全教員）

（全教員）
「住宅」　敷地および周辺の模型を製作する。敷地利用計の草案を批評する。 （全教員）

（全教員）
「住宅」　1/100平面図による草案を批評する。並びに改善を指示する。 （全教員）

（全教員）
「住宅」　最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 （全教員）

（全教員）
「住宅」　計画案を承認する。図面を作成する。 （全教員）

（全教員）
「住宅」　図面を作成する。 （全教員）

（全教員）
「住宅」　講評会をする。評価後製図室の清掃・後片付けをする。 （全教員）

（全教員）
特別講義：手描きスケッチ、パースの描き方 （平山　文則）

（全教員）

                                          準備学習



１回

２回
３回

４回
５回

６回
７回
８回
９回
１０回

１１回
１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

プレゼンテーション技法に関して文献等で学習すること。 飲食施設等に関する文献や資料を調べ
ること。（標準学習時間120分）
敷地利用計画、ラフプランを検討し、草案を作成すること。（標準学習時間180分）
検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を1/100平面図にまとめること。（標準学
習時間180分）
立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。（標準学習時間180分）
最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究すること。（標準学習時間18
0分）
模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。（標準学習時間300分）
最終成果物の図面および模型等を完成すること。（標準学習時間120分）
住宅に関する文献や資料を調べること。（標準学習時間120分）
敷地利用計画、ラフプランを検討すし、草案を作成すること。（標準学習時間120分）
検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を平面図にまとめること。（標準学習時間
180分）
立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。（標準学習時間180分）
最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究すること。（標準学習時間18
0分）
最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究すること。（標準学習時間18
0分）
最終成果物の図面および模型等を完成すること。（標準学習時間120分）
提出課題の手描きスケッチを作成しておくこと。（標準学習時間60分）

「キャンパスカフェ」と「住宅」の2つの課題を通して、小規模建築の空間構成の基本的な方法を
習得する。製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得する。
建築学科の学位授与の方針（DP）のDに最も強く関与すし、Bに関与する。

１）規模の小さい建物の基本計画を行える。（D）
２）製図等のプレゼンテーションと模型作成の基本技術を習得している。（D）
３）小規模な建築物の社会的役割について伝えることができる（B）
住宅計画、カフェ、製図、表現、プレゼンテーション
実施しない
各課題の提出作品により評価を行い、平均で60％以上を合格とする。
達成目標１）と２）に対しては提出作品とその発表プレゼンテーションにて評価する。
達成目標３）に対しては設計演習中の草案批評等のやりとりにて評価する。 
講義の際に配付する資料を用いる。
設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画
飲食施設、住宅等に関する図書。
後藤研究室　B1号館５階　086-256-9645　goto@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー　水曜３時限 
・演習は与えられた課題に対して行う。
・演習課題に対する解決案を検討し、案を作成して草案批評に臨むこと。
・課題については周辺知識を含めて幅広く調査すること。
・提出作品はオリジナル性を重視し総合的な完成度を判断するので必ず完成させること。
・発表は設計意図と設計内容等についてを的確に行うこと。
・この演習ではアクティブラーニングの一環として講評会を開催し、作品の説明および作品に対す
る質疑応答を行う。
・草案に関しては演習中にその都度コメントし修正等を指示する。
・提出作品に関しては講評会での発表の後、コメントする。
・全作品に関して講評会終了時に必要に応じてコメントする。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。　
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。

複数の教員が建設会社や設計事務所、住宅会社等の勤務経験をいかして指導する。
計画を立てて、着実に作業を進めること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ（FTZ02100）
Practice on CAD and CG I
八百板季穂（やおいたきほ）,江本秀夫＊（えもとひでお＊）,馬淵大宇（まぶちだいう）
２年
2.0
演習

                                        授業内容
・講師の自己紹介、CAD とは？ AutoCAD とは？を説明する。（教科書 Chapter１及び別資料：AUT
OCADの基礎知識）
・ AutoCAD のインターフェース等を説明する。 
（全教員）

（全教員）
・基本操作の演習（教科書 Chapter２、STEP１～２）を行う。 
・基本コマンドの説明、練習（別資料：基本コマンド一覧、コマンドエイリアス／ショートカット
）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・図形作画及び編集の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１）を行う。 
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０１）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・図形作画及び編集の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１）を行う。 
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０２及びその他のコマンド練習）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・図形複写の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１）を行う。 
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０５）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０３、０６、０７、０８）を行う。
・基本コマンド練習より抜粋して作図演習（課題図を提示）を行う。
 （江本　秀夫＊）

（全教員）
・基本コマンド練習より抜粋して作図演習を継続して行う。
 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・基本コマンド練習より抜粋して作図演習を継続して行う。
・図形作画及び編集の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１の残り）を行う。
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・レイアウトを使用した印刷の演習（教科書 Chapter２、STEP３－２）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・異尺度対応図の作図演習（教科書 Chapter２、STEP４－１）を行う。
・建屋図の作図演習（課題図を提示）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・建屋図の作図演習を継続して行う。 
（江本　秀夫＊）



１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

（全教員）
・建屋図の作図演習を継続して行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・画層の説明、画層操作の演習（教科書 Chapter２、STEP４－２）を行う。
・図学概要、平面図学・投影法の講義及び説明図をAUTOＣＡＤで作図する。（講義前に講義資料を
配布） 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・立体図学・透視投影法の講義及び説明図をAUTOCADで作図する。（図学講義資料：図学の本より
抜粋してコピー）
・透視投影法に基づく投影図を作図する。（課題図を提示） 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・透視投影法に基づく投影図を継続して作図する。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）

                                          準備学習
教科書全体に目を通し予習しておくこと。A4ファイル（厚さ2cm程度）を1冊準備しておくこと。デ
ータ配布用にＵＳＢメモリーを準備しておくこと。（標準学習時間50分）
教科書 Chapter１の復習をしておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回のコマンド練習が残った場合はそれらを
全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回のコマンド練習が残った場合はそれらを
全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回のコマンド練習が残った場合はそれらを
全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。基本コマンド練習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。基本コマンド練習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回の基本コマンド練習が残った場合はそれ
らを全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。建屋図の作図演習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。建屋図の作図演習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回の講義時間中に未完成のＣＡＤ図を全て
済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。透視投影法に基づく投影図は講義時間以外に
も自習しておくこと。（標準学習時間50分）

・AutoCADの基礎知識を深め、その使用目的を理解すると共に、現在の設計業務に必須となる基本
的なＣＡＤ製図技術を習得する。 
・設計製図に必要な図学の手法を理解し、AutoＣＡＤ作図に活用できるようになる。
（建築学科の学位授与の方針Ｄに強く関与）

・図学の製図手法を活用し、作図条件の設定～立体図形の作図～印刷までの一連のAutoCADでの操
作ができる。成績６０点以上で目標達成と判断する。（Ｄ）
設計製図、図学
実施しない
・小テスト（得点配分20%) ・課題の評価（得点配分80%) 60%以上を合格とする。 但し、全課題の
提出を必須条件とする。
・授業進捗に応じて小テスト及び課題を課す。それらを随時遂行して合格点（ 60%以上）を取得す



教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ることで達成目標をクリアーすることになる。
徹底解説 AutoCAD LT 2016/2015／ 鈴木 裕二 , 伊藤 美樹 ／エクスナレッジ社／4767820685
CAD/CG演習Ⅱ、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究
わかりやすい図学と製図／住野　和男著／オーム社
B1号館4階　馬淵研究室または非常勤講師　江本秀夫　電子メール: ehideyohy@mx9.kct.ne.jp
・講義は時間通り開始するので遅刻しないこと。なお、２回目講義以降は講義開始前にパソコンを
立ち上げて待機しておくこと。
・提出を課した課題等（小テスト及び課題）は遅くとも最終提出期限内（後日周知）に提出するこ
と。各課題等は個別に設定する標準提出日に提出するのが望ましいがそれより遅れても最終提出期
限内には必ず提出すること。
・授業中の私語は慎むこと。再三の注意にも拘らず授業に支障をきたすような場合は欠席扱いにな
る場合があるので注意すること。
実習
・本科目では演習の中で数回の課題及び小テストを出題している。解答に対して講師は講評する。
授業中に課した課題に対するフィードバックは課題内容に応じ以下のいずれかの方法で行う。
①演習時間中に学生達の作業状況を観察し、課題作成途中の段階で必要な修正、改善点等を指示す
る。（個別指示または全体指示）
②ある課題が概ね出揃った後に、その課題の改善点、模範解答等を説明する。（全体説明）
③課題受け取り後、達成度が著しく低い場合は、修正点や修正手法のヒントを説明し再提出を指示
する。（個別指示）
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
三井造船㈱（現社名：㈱三井Ｅ＆Ｓホールディングス）に入社以来他社勤務も含め約４０年間の殆
どの期間、一般産業機械設計、大型構造物設計、配管設計等のエンジニアリング業務に従事した。
多岐に亘る豊富な実務経験に基づきプラクティカルな授業を心掛ける。時として体験談も話してみ
たい。
・原則として、学生番号が前半の学生は１時限、後半の学生は2時限の授業を登録すること。変更
を希望する者は、第１回目の講義時に教員に申し出ること。
・講義への出席が最も重要であり、成績評価に直接影響するので、極力欠席しないこと。　
・講義資料は当日の講義開始前に紙で配布する。欠席者には次回出席時に配布する。
配布した全資料は以降の講義時にも必ず持参すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ（FTZ02110）
Practice on CAD and CG I
馬淵大宇（まぶちだいう）,江本秀夫＊（えもとひでお＊）,八百板季穂（やおいたきほ）
２年
2.0
演習

                                        授業内容
・講師の自己紹介、CAD とは？ AutoCAD とは？を説明する。（教科書 Chapter１及び別資料：AUT
OCADの基礎知識）
・ AutoCAD のインターフェース等を説明する。 
（全教員）

（全教員）
・基本操作の演習（教科書 Chapter２、STEP１～２）を行う。 
・基本コマンドの説明、練習（別資料：基本コマンド一覧、コマンドエイリアス／ショートカット
）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・図形作画及び編集の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１）を行う。 
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０１）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・図形作画及び編集の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１）を行う。 
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０２及びその他のコマンド練習）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・図形複写の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１）を行う。 
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０５）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・基本コマンドの演習（別資料：コマンド練習０３、０６、０７、０８）を行う。
・基本コマンド練習より抜粋して作図演習（課題図を提示）を行う。
 （江本　秀夫＊）

（全教員）
・基本コマンド練習より抜粋して作図演習を継続して行う。
 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・基本コマンド練習より抜粋して作図演習を継続して行う。
・図形作画及び編集の演習（教科書 Chapter２、STEP３－１の残り）を行う。
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・レイアウトを使用した印刷の演習（教科書 Chapter２、STEP３－２）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・異尺度対応図の作図演習（教科書 Chapter２、STEP４－１）を行う。
・建屋図の作図演習（課題図を提示）を行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・建屋図の作図演習を継続して行う。 
（江本　秀夫＊）



１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

（全教員）
・建屋図の作図演習を継続して行う。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・画層の説明、画層操作の演習（教科書 Chapter２、STEP４－２）を行う。
・図学概要、平面図学・投影法の講義及び説明図をAUTOＣＡＤで作図する。（講義前に講義資料を
配布） 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・立体図学・透視投影法の講義及び説明図をAUTOCADで作図する。（図学講義資料：図学の本より
抜粋してコピー）
・透視投影法に基づく投影図を作図する。（課題図を提示） 
（江本　秀夫＊）

（全教員）
・透視投影法に基づく投影図を継続して作図する。 
（江本　秀夫＊）

（全教員）

                                          準備学習
教科書全体に目を通し予習しておくこと。A4ファイル（厚さ2cm程度）を1冊準備しておくこと。デ
ータ配布用にＵＳＢメモリーを準備しておくこと。（標準学習時間50分）
教科書 Chapter１の復習をしておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回のコマンド練習が残った場合はそれらを
全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回のコマンド練習が残った場合はそれらを
全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回のコマンド練習が残った場合はそれらを
全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。基本コマンド練習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。基本コマンド練習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回の基本コマンド練習が残った場合はそれ
らを全て済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。建屋図の作図演習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。建屋図の作図演習は講義時間以外にも自習し
ておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。前回の講義時間中に未完成のＣＡＤ図を全て
済ませておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。（標準学習時間50分）
前回の講義内容を十分に復習して理解しておくこと。透視投影法に基づく投影図は講義時間以外に
も自習しておくこと。（標準学習時間50分）

・AutoCADの基礎知識を深め、その使用目的を理解すると共に、現在の設計業務に必須となる基本
的なＣＡＤ製図技術を習得する。 
・設計製図に必要な図学の手法を理解し、AutoＣＡＤ作図に活用できるようになる。
（建築学科の学位授与の方針Ｄに強く関与）

・図学の製図手法を活用し、作図条件の設定～立体図形の作図～印刷までの一連のAutoCADでの操
作ができる。成績６０点以上で目標達成と判断する。（Ｄ）
設計製図、図学
実施しない
・小テスト（得点配分20%) ・課題の評価（得点配分80%) 60%以上を合格とする。 但し、全課題の
提出を必須条件とする。
・授業進捗に応じて小テスト及び課題を課す。それらを随時遂行して合格点（ 60%以上）を取得す



教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ることで達成目標をクリアーすることになる。
徹底解説 AutoCAD LT 2016/2015／ 鈴木 裕二 , 伊藤 美樹 ／エクスナレッジ社／4767820685
CAD/CG演習Ⅱ、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究
わかりやすい図学と製図／住野　和男著／オーム社
B1号館4階　馬淵研究室または非常勤講師　江本秀夫　電子メール: ehideyohy@mx9.kct.ne.jp
・講義は時間通り開始するので遅刻しないこと。なお、２回目講義以降は講義開始前にパソコンを
立ち上げて待機しておくこと。
・提出を課した課題等（小テスト及び課題）は遅くとも最終提出期限内（後日周知）に提出するこ
と。各課題等は個別に設定する標準提出日に提出するのが望ましいがそれより遅れても最終提出期
限内には必ず提出すること。
・授業中の私語は慎むこと。再三の注意にも拘らず授業に支障をきたすような場合は欠席扱いにな
る場合があるので注意すること。
実習
・本科目では演習の中で数回の課題及び小テストを出題している。解答に対して講師は講評する。
授業中に課した課題に対するフィードバックは課題内容に応じ以下のいずれかの方法で行う。
①演習時間中に学生達の作業状況を観察し、課題作成途中の段階で必要な修正、改善点等を指示す
る。（個別指示または全体指示）
②ある課題が概ね出揃った後に、その課題の改善点、模範解答等を説明する。（全体説明）
③課題受け取り後、達成度が著しく低い場合は、修正点や修正手法のヒントを説明し再提出を指示
する。（個別指示）
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
三井造船㈱（現社名：㈱三井Ｅ＆Ｓホールディングス）に入社以来他社勤務も含め約４０年間の殆
どの期間、一般産業機械設計、大型構造物設計、配管設計等のエンジニアリング業務に従事した。
多岐に亘る豊富な実務経験に基づきプラクティカルな授業を心掛ける。時として体験談も話してみ
たい。
・原則として、学生番号が前半の学生は１時限、後半の学生は2時限の授業を登録すること。変更
を希望する者は、第１回目の講義時に教員に申し出ること。
・講義への出席が最も重要であり、成績評価に直接影響するので、極力欠席しないこと。　
・講義資料は当日の講義開始前に紙で配布する。欠席者には次回出席時に配布する。
配布した全資料は以降の講義時にも必ず持参すること。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

設計演習Ⅲ（FTZ02200）
Atelier Practice of Architectural Design III
江面嗣人（えづらつぐと）,ジェフリームーサス＊（じぇふりーむーさす＊）,弥田俊男（やだとし
お）,平山文則（ひらやまふみのり）,八百板季穂（やおいたきほ）,馬淵大宇（まぶちだいう）
２年
3.0
演習

                                        授業内容
オリエンテーション、演習内容説明、【課題1】「美術館」課題説明及び計画講義、敷地調査と敷
地模型の制作する。 （全教員）

（全教員）
美術館の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能等設計条件を整理する
。 （全教員）

（全教員）
美術館のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批評する。 （全教員）

（全教員）
構造および設備の計画講義。美術館の草案批評並びに改善指示、検討模型によるヴォリュームスタ
ディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型にまとめる。 （全教員）

（全教員）
最終草案の批評並びに改善指示、立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討（1/100程度）する
。 （全教員）

（全教員）
立面、平面、断面等の図面作成、模型制作、模型の写真撮影をする。 （全教員）

（全教員）
講評会を行い、製図室の清掃、片付けをする。 （全教員）

（全教員）
オリエンテーション、演習内容説明、【課題2】「幼稚園」課題説明及び計画講義、敷地調査と敷
地模型の制作する。 （全教員）

（全教員）
幼稚園の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能等設計条件を整理する
。 （全教員）

（全教員）
幼稚園のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批評をする。 （全教員
）

（全教員）
幼稚園の草案批評並びに改善指示、検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断
面、プラン案をスタディ模型にまとめる。 （全教員）

（全教員）
立面、平面、断面等の図面を作成する。 （全教員）

（全教員）
立面、平面、断面等の図面を作成し、模型作成、撮影をする。 （全教員）

（全教員）
模型制作、模型の写真撮影をする。 （全教員）

（全教員）
講評会、製図室の清掃、片付けをする。 （全教員）

（全教員）



回数
１回
２回

３回
４回

５回
６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

                                          準備学習
シラバスを良く確認し、学習過程を確認しておくこと。(標準学習時間60分）
美術館等に関する設計事例、資料学習、展示の場、美術の学びの場はどのような場であるかを検討
しておくこと。(標準学習時間60分）
敷地利用計画、ラフプラン検討をしておくこと。(標準学習時間60分）
検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型にまと
めること。(標準学習時間60分）
立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討すること。(標準学習時間60分）
最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと、模型材料の検討、模型の表
現技法の研究すること。(標準学習時間60分）
最終成果物の図面及び模型等の完成し、時間内に設計趣旨等を説明できるよう準備しておくこと。
(標準学習時間60分）
シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。(標準学習時間60分）
幼稚園等に関する設計事例、資料学習、子供の遊びの場、学びの場はどのような場であるかを検討
しておくこと。(標準学習時間60分）
検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、プラン案を1/100平面図にまとめること。(標準学
習時間60分）
検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型にまと
めること。(標準学習時間60分）
立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討をすること。(標準学習時間60分）
最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと。(標準学習時間60分）
模型材料の検討、模型の表現技法の研究すること。(標準学習時間60分）
最終成果物の図面及び模型等の完成し、時間内に設計の趣旨等を説明できるよう準備しておくこと
。(標準学習時間60分）

計画等の講義から得られた知識などを基に、美術館と幼稚園の２つの課題を通して、快適に美術を
鑑賞したり学んだりする場、子供が遊びながら学ぶ場など人間生活と建築の空間構成の基本的な設
計方法を学び、これらを構造との整合性や建築の空間を平面図や断面図などの製図で表現し、模型
やパースなどによるプレゼンテーション技法を習得する。(建築学科学位授与の方針Dに強く関与）
１）美術や幼児を対象とする小規模建物の基本計画を行い、建築として図面表現でができるように
する。 ２）製図、模型作成等のプレゼンテーション技法を獲得する。（D)
美術館、展示の場、学びの場、遊びの場、幼稚園、設計、製図、表現、プレゼンテーション
実施する
各課題の提出作品の完成度(50%)および設計内容の優劣(25%),講評会の発表内容の優劣(25%)により
最終評価を行う。60点以上を合格点とする。
講義の際に配付する資料を用いる。
設計演習Ⅰ、建築概論、建築計画、住居計画
設計資料集成等の設計事例、建築計画の図書
江面研究室（２７号館５階）
授業は教員６名及び外部講師２名によって行い、全体を８班に分けて個別指導する。各自の設計内
容は極めて個別的であるから、最後は個別にマンツーマンで指導する。

最終時に各自のプランについて発表し、各自の設計内容及びプレゼンテーションによって評価し、
各自にその評価について伝えると同時に評価内容について説明する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。講義中の録音が必要な場合も同
様。 

初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回
５回
６回

７回
８回
９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回
１４回

日本建築史【月2水3】（FTZ02300）
History of Japanese Architecture
江面嗣人（えづらつぐと）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
歴史学及び歴史的建造物に関する概論とし、日本建築史に何を学ぶか、建築史の現代的な役割につ
いて説明する。
日本の歴史的建造物の形式と構造の特徴について学ぶ。特に、日本の風土や自然環境との関係につ
いて学ぶ。
古代建築史Ⅰとして、原始から古代への建築について学べ、特に神社建築の形式について学ぶ。
古代建築史Ⅱとして、奈良時代の仏教建築の伝来や発展を中心に学ぶ。
古代建築史Ⅲとして、平安時代以降の仏教建築の発達や寝殿造の特徴等について学ぶ。
中世建築史Ⅰとして、鎌倉時代の仏教建築の発達について学び、特に大仏様や禅宗様の伝来と特徴
について学ぶ。
中世建築史Ⅱとして、大仏様、禅宗様、和洋の特徴について学ぶ。
中世建築史Ⅲとして、和洋及び折衷様の特徴について学ぶ。
中世建築Ⅳとして、中世仏教建築の構造と意匠の特徴について学べ、書院造の発生や特徴について
学ぶ。
近世建築Ⅰとして、近世の社会的な変化と工匠組織、新たな建築の誕生として城郭建築について学
ぶ。
近世建築Ⅱとして、書院造の発達と普及について学び、住宅の発達や茶室建築の発展について学ぶ
。
近世建築Ⅲとして、近世都市の発達と町家及び農家の発達について学ぶ。
文化財建造物の保護制度と体制Ⅰとして、文化財保護法の内容について学び、特に重要文化財建造
物の指定等について学ぶ。
文化財建造物の保護制度と体制Ⅱとして、登録有形文化財及び伝統的建造物群保存地区の制度やそ
の対象となっている歴史的建造物について学ぶ。
文化財建造物の保護制度と体制Ⅲとして、選定保存技術の制度と運用について学び、日本の修理保
存技術の特徴について学ぶ。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
シラバスを良く確認し、学習の過程を理解しておくこと。(標準学習時間60分）
教科書の「日本建築の特質」について良く読み、図書館で歴史的建造物についてどのようなものが
あるか調べておくこと。(標準学習時間60分）
教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調べておくこと。(標準学
習時間60分）
文化財保護法について、図書館等で調べておくこと。(標準学習時間60分）
登録有形文化財の制度や伝統的建造物群保存地区の制度について図書館で調べておくこと。(標準
学習時間60分）



１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

選定保存技術について図書館で調べておくこと。(標準学習時間60分）
最終評価試験のためにこれまでの学習内容について再度、確認しておくこと。(標準学習時間60分
）

歴史学の意義及び研究方法をまず学び、日本の歴史的建造物の形式や特徴を中心に日本建築の古代
から近世までの歴史を学び、さらにその保護の制度と体制について学ぶ。(建築学科学位授与の方
針Dに強く関与）
原始から近世に至る建築の歴史について理解し、歴史的建造物の保護の体制について理解する。こ
られを通して、日本の建築文化を理解し、現代社会における日本文化の役割について考える能力を
習得する。（D)
歴史的建造物、文化財、風土、自然、日本文化、文化財の保護、歴史及び文化の活用
実施する
授業で課す課題(10%)と最終評価試験(90%)により評価し、60点以上を合格点とする。

「日本建築史序説」太田博太郎著、「日本建築史図集」日本建築学会編
西洋建築史、近代建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。
「日本の建築」太田博太郎著 「古建築の細部意匠」近藤　豊著
27号館5階504号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp
各授業の１週間以上前に授業資料を配布し、各授業ごとにレポートを提出させ、理解度を確認する
。

退出課題については５段階評価をして、簡単なコメントを付けて返却する。最終試験については模
範解答を配布し、簡単な解説を行う。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。講義中の録音が必要な場合も同
様。
元文化庁主任文化財調査官、設計事務所勤務の経験あり。
16回目に最終評価試験を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回
２回

ハウジング【火4木2】（FTZ02400）
Housing
後藤義明（ごとうよしあき）,中村孝之＊（なかむらたかゆき＊）,八百板季穂（やおいたきほ）,
馬淵大宇（まぶちだいう）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション。工業化による住宅生産（１）工法を講義する。 （後藤　義明）

（後藤　義明）
工業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 （後藤　義明）

（後藤　義明）
工業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 （後藤　義明）

（後藤　義明）
住宅関連産業（２）住宅建材の生産・供給を講義する。 （後藤　義明）

（後藤　義明）
高齢居住関連住宅の生産・供給を講義する。 （後藤　義明）

（後藤　義明）
リフォーム・リノベーションの内容・手法を講義する。 （後藤　義明）

（後藤　義明）
公的住宅施策と住宅市場を講義する。 （八百板季穂）

（全教員）
ストック再生を講義する。  （八百板季穂）

（全教員）
地域住宅産業と住宅（森林ー木材ー環境）を講義する。 （八百板季穂）

（全教員）
住宅生産・建設の実際を講義する。  （八百板季穂）

（全教員）
デベロップメント・住宅市街地開発事業を講義する。  （八百板季穂）

（全教員）
これからの住産業について講義する （中村　孝之＊）

（中村　孝之＊）
住宅建設に伴う産業廃棄物等について講義する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
アジアの住宅産業について講義する。 （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
ヨーロッパの住宅産業について講義する。  （馬淵　大宇）

（馬淵　大宇）
最終評価試験 （後藤　義明、八百板季穂、馬淵大宇）

（全教員）

                                          準備学習
工業化による住宅生産のシステムについて調べておくこと。(標準学習時間120分)
工業化による住宅生産の現状について調べておくこと。(標準学習時間120分)



３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

我が国の設備産業の現状について調べておくこと。(標準学習時間120分)
我が国の建材産業の現状について調べておくこと。(標準学習時間120分)
高齢期に住む住宅の種類と特徴を調べておくこと。(標準学習時間120分)
リフォーム産業の現状ついて調べておくこと。(標準学習時間120分)
住宅施策について調べておくこと。(標準学習時間120分)
古い団地を建て替えるより再生・修復させることが行われているが、その理由を考えておくこと。
(標準学習時間120分)
住宅建設分野における工務店の役割について考えておくこと。(標準学習時間120分)
住宅建設現場を見つけ、工事の邪魔をしないように観察しておくこと。(標準学習時間120分)
賃貸住宅市場における公的住宅建設が持つ役割について調べておくこと。(標準学習時間120分)
最近の住宅市場や住宅産業に関するニュースや出来事などについて調べておくこと。(標準学習時
間120分)
住宅建設における廃棄物の種類について調べておくこと。(標準学習時間120分)
アジア各国の住宅の現状について調べておくこと。(標準学習時間120分)
ヨーロッパ各国の住宅の現状について調べておくこと。(標準学習時間120分)

住宅の需給構造をはじめ、個々の住宅を供給する工務店や住宅メーカーの設計・施工システムから
、集団的に住宅を供給する地域開発事業までを修得する。
また、住宅生産システムや、住宅の修復・再生の必要性とその工法などについても修得する。
建築学科の学位授与の方針（DP）のAに最も強く関与し、Bに関与する。 
１）住宅を供給するシステムの基礎知識を記述できる(A)
２）住宅および住宅関連産業の事業、再生・修復などの基礎知識を記述できる。(A)
３）社会における住宅問題とその解決方法を伝えることができる。(B)
工業化住宅　地域住宅産業　リノベーション
実施する
最終評価試験（85%）と小課題等(15%)により評価し、総計で60％以上を合格とする。
達成目標１）と２）に対しては最終評価試験にて評価する。
達成目標３）に対しては講義に課した課題にて評価する 

使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。
住宅計画、建築計画、都市設計、都市計画
講義の中で適宜紹介する。
後藤研究室　B1号館５階　086-256-9645　goto@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー　水曜３時限、
八百板研究室、馬淵研究室（B1号館４階）
・講義はオリジナル教材に基づいて進める。
・教材はその都度配布するので関連する項目についてはシラバスの予習内容を文献や実際の住宅等
で確認しておくこと。
・課題についてはA4用紙を用いること。
・オリジナル教材は授業ノートを兼ねるようになっているので講義中に記入すること。

講義中に実施する課題に関しては採点の上、返却希望者に返却し、その際にコメントする。
最終評価試験に関しては試験終了後模範解答例を講義する。 
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。　
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。 
住宅会社での研究開発、設計業務の経験を活かして講義する。
講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ（FTZ02500）
Practice on CAD and CG II
八百板季穂（やおいたきほ）,鈴木裕二＊（すずきゆうじ＊）,馬淵大宇（まぶちだいう）,小林美
砂子＊（こばやしみさこ＊）
２年
2.0
演習

                                        授業内容
講師の自己紹介をする。
BIMのコンセプトとRevitの基本操作について講義する。（教科書　Chapter１）（馬淵大宇, 鈴木
裕二*, 小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（1）
2Dデータを元にしたRevitでの作業を通じて、2Dと3Dの違いについて講義する。（教科書　Chapter
2　P24～50）（小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（2）
Revitでモデリングを通じて、3DモデリングとBIMモデリングの違いについて講義する。（教科書　
Chapter2　P50～68）（小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（3）
BIMモデリングの基本（主に建具）について講義する。（教科書　Chapter2　P68～80）（小林美砂
子*）

（全教員）
BIMモデリング（4）
BIMモデリングの基本（グループ化・部屋）について講義する。（教科書　Chapter2　P80～105）
（小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（5）
BIMモデルを利用して面積の基本について講義する。（教科書　Chapter2　P105～123）（小林美砂
子*）

（全教員）
BIMモデリング（6）
BIMモデルを利用して階段の基本について講義する。（教科書　Chapter2　P123～145）（小林美砂
子*）

（全教員）
BIMモデリングの完成
BIMモデリングを完成させ、提出する。
（教科書　Chapter2　P145～160）（小林美砂子*）

（全教員）
プレゼンテーション （教科書 Chapter3）、平面図、立面図、断面図作成について講義する。（鈴
木裕二*）

（全教員）
図面作成（1） （教科書 Chapter4）、平面図、立面図、断面図作成について講義する。（鈴木裕
二*）

（全教員）
図面作成（2） （教科書 Chapter4）、アニメーション、構造・設備連携について講義する。（鈴
木裕二*）

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（モデリング、平面図の作成）を行う。（鈴木裕二*）



１３回

１４回

１５回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（平面図、立面図、断面図の作成）を行う。（鈴木裕二*）

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（平面図、立面図、断面図とパースの作成）行い、3枚の図面
を提出する。（鈴木裕二*）

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（プレゼンテーション・発表）を行う。（鈴木裕二*）

（全教員）

                                          準備学習
ＣＡＤ／ＣＧ演習演習Ⅰの復習をしておくこと。教科書全体に目を通すこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）を確認しておくこと。（学習時間90分）
教科書 Chapter2のレベル、通芯、壁、床を作成しておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）P68までを作成しておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）P80までを作成しておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP105までを完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP123までを完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP145を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP160を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP160を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP160を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2,3,4）を復習、確認すること。（学習時間90分）
設計課題のモデリング、平面図を完成させておくこと。
設計課題の平面図、立面図、断面図を完成させておくこと。
設計課題の平面図、立面図、断面図、外観パース、内観パースを完成させておくこと。

AutoCAD の一定の技能習得を前提に、3次元建築設計の基本をRevitを使って学ぶ。Revitを使いこ
なすことでBIMによる建築設計と建築設計製図での中級以上の技術を得る。（建築学科の学位授与
の方針Ｄに強く関与）
最新のクラウドを使った技術と、BIMによる3次元デザインの手法を理解できる。
（Ｄ）
設計プロセスでのコンピュータの利用について、その内容を理解し、使いこなす能力を身に付ける
ことができる。（Ｄ）
建築設計、製図、図学、作品、表現、BIM
実施しない
・出席、授業態度（得点配分50%)・課題の評価（得点配分50%)・全小テストの合格、全課題の提出
を必須条件とする。
はじめてのAutodesk Revit&Revit LT 2017対応 実践! BIM入門ガイド／小林 美砂子他／エクスナ
レッジ社
CAD/CG演習I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究
必要により講義時に示す。
B1号館4階　馬淵大宇
・講義は時間通り開始するので遅刻しないこと。なお、2回目講義以降は講義開始前にパソコンを
立ち上げて待機しておくこと。
・提出を課した課題等（小テスト及び課題）は遅くとも最終提出期限内（後日周知）に提出するこ
と。各課題等は個別に設定する標準提出日に提出するのが望ましいがそれより遅れても最終提出期
限内には必ず提出すること。
・授業中の私語は慎むこと。再三の注意にも拘らず授業に支障をきたすような場合は欠席扱いにな
る場合があるので注意すること。
実習
・本科目では演習の中で数回の課題及び小テストを出題している。解答に対して講師は講評する。
授業中に課した課題に対するフィードバックは課題内容に応じ以下のいずれかの方法で行う。
①演習時間中に学生達の作業状況を観察し、課題作成途中の段階で必要な修正、改善点等を指示す
る。（個別指示または全体指示）
②ある課題が概ね出揃った後に、その課題の改善点、模範解答等を説明する。（全体説明）
③課題受け取り後、達成度が著しく低い場合は、修正点や修正手法のヒントを説明し再提出を指示
する。（個別指示）
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供



生への対応
実務経験のある教員

その他（注意・備考）

していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
各講師（非常勤）は、設計事務所、メーカーに務め約20年間の殆どの期間、設計業務に従事した。
多岐に亘る豊富な実務経験に基づきプラクティカルな授業を心掛ける。幾つかの講義では、建築設
計実務の体験談も交えて実施する。
初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ（FTZ02510）
Practice on CAD and CG II
馬淵大宇（まぶちだいう）,鈴木裕二＊（すずきゆうじ＊）,八百板季穂（やおいたきほ）,小林美
砂子＊（こばやしみさこ＊）
２年
2.0
演習

                                        授業内容
講師の自己紹介をする。
BIMのコンセプトとRevitの基本操作について講義する。（教科書　Chapter１）（馬淵大宇, 鈴木
裕二*, 小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（1）
2Dデータを元にしたRevitでの作業を通じて、2Dと3Dの違いについて講義する。（教科書　Chapter
2　P24～50）（小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（2）
Revitでモデリングを通じて、3DモデリングとBIMモデリングの違いについて講義する。（教科書　
Chapter2　P50～68）（小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（3）
BIMモデリングの基本（主に建具）について講義する。（教科書　Chapter2　P68～80）（小林美砂
子*）

（全教員）
BIMモデリング（4）
BIMモデリングの基本（グループ化・部屋）について講義する。（教科書　Chapter2　P80～105）
（小林美砂子*）

（全教員）
BIMモデリング（5）
BIMモデルを利用して面積の基本について講義する。（教科書　Chapter2　P105～123）（小林美砂
子*）

（全教員）
BIMモデリング（6）
BIMモデルを利用して階段の基本について講義する。（教科書　Chapter2　P123～145）（小林美砂
子*）

（全教員）
BIMモデリングの完成
BIMモデリングを完成させ、提出する。
（教科書　Chapter2　P145～160）（小林美砂子*）

（全教員）
プレゼンテーション （教科書 Chapter3）、平面図、立面図、断面図作成について講義する。（鈴
木裕二*）

（全教員）
図面作成（1） （教科書 Chapter4）、平面図、立面図、断面図作成について講義する。（鈴木裕
二*）

（全教員）
図面作成（2） （教科書 Chapter4）、アニメーション、構造・設備連携について講義する。（鈴
木裕二*）

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（モデリング、平面図の作成）を行う。（鈴木裕二*）



１３回

１４回

１５回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（平面図、立面図、断面図の作成）を行う。（鈴木裕二*）

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（平面図、立面図、断面図とパースの作成）行い、3枚の図面
を提出する。（鈴木裕二*）

（全教員）
レストランの設計－ 各自で設計実習（プレゼンテーション・発表）を行う。（鈴木裕二*）

（全教員）

                                          準備学習
ＣＡＤ／ＣＧ演習演習Ⅰの復習をしておくこと。教科書全体に目を通すこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）を確認しておくこと。（学習時間90分）
教科書 Chapter2のレベル、通芯、壁、床を作成しておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）P68までを作成しておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）P80までを作成しておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP105までを完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP123までを完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP145を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP160を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP160を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2）のモデルP160を完成させておくこと。（学習時間90分）
Revit基本操作（教科書 Chapter2,3,4）を復習、確認すること。（学習時間90分）
設計課題のモデリング、平面図を完成させておくこと。
設計課題の平面図、立面図、断面図を完成させておくこと。
設計課題の平面図、立面図、断面図、外観パース、内観パースを完成させておくこと。

AutoCAD の一定の技能習得を前提に、3次元建築設計の基本をRevitを使って学ぶ。Revitを使いこ
なすことでBIMによる建築設計と建築設計製図での中級以上の技術を得る。（建築学科の学位授与
の方針Ｄに強く関与）
最新のクラウドを使った技術と、BIMによる3次元デザインの手法を理解できる。
（Ｄ）
設計プロセスでのコンピュータの利用について、その内容を理解し、使いこなす能力を身に付ける
ことができる。（Ｄ）
建築設計、製図、図学、作品、表現、BIM
実施する
・出席、授業態度（得点配分50%)・課題の評価（得点配分50%)・全小テストの合格、全課題の提出
を必須条件とする。
はじめてのAutodesk Revit&Revit LT 2017対応 実践! BIM入門ガイド／小林 美砂子他／エクスナ
レッジ社
CAD/CG演習I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究
必要により講義時に示す。
B1号館4階　馬淵大宇
・講義は時間通り開始するので遅刻しないこと。なお、2回目講義以降は講義開始前にパソコンを
立ち上げて待機しておくこと。
・提出を課した課題等（小テスト及び課題）は遅くとも最終提出期限内（後日周知）に提出するこ
と。各課題等は個別に設定する標準提出日に提出するのが望ましいがそれより遅れても最終提出期
限内には必ず提出すること。
・授業中の私語は慎むこと。再三の注意にも拘らず授業に支障をきたすような場合は欠席扱いにな
る場合があるので注意すること。
実習
・本科目では演習の中で数回の課題及び小テストを出題している。解答に対して講師は講評する。
授業中に課した課題に対するフィードバックは課題内容に応じ以下のいずれかの方法で行う。
①演習時間中に学生達の作業状況を観察し、課題作成途中の段階で必要な修正、改善点等を指示す
る。（個別指示または全体指示）
②ある課題が概ね出揃った後に、その課題の改善点、模範解答等を説明する。（全体説明）
③課題受け取り後、達成度が著しく低い場合は、修正点や修正手法のヒントを説明し再提出を指示
する。（個別指示）
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供



生への対応
実務経験のある教員

その他（注意・備考）

していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
各講師（非常勤）は、設計事務所、メーカーに務め約20年間の殆どの期間、設計業務に従事した。
多岐に亘る豊富な実務経験に基づきプラクティカルな授業を心掛ける。幾つかの講義では、建築設
計実務の体験談も交えて実施する。
初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回
７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回

８回
９回
１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

住宅デザイン論【火2木2】（FTZ02700）
Theory of Housing Design
平山文則（ひらやまふみのり）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
ガイダンス。世界中の様々な地域で住宅の機能や形態は変化に富む。気候・風土・文化の違いを理
解し、それらの条件により建築デザインがどのように変化、発展しているかを解説する。 （平山
　文則）
人類の歴史の中での最も原初的な建築である住宅の歴史、機能、意味を解説する。 （平山　文則
）
同じ機能であっても、それが建てられる地域の気候・風土により住宅の機能が違って変化発展して
きたことを解説する。 （平山　文則）
優れた事例から住宅の持つ意味や住むことに対する考え方を確認し、同じ機能を持つ住宅であって
も考え方で形態やボリュームにバリエーションがあることを解説する。 （平山　文則）
人間工学の意味と人体寸法、物品寸法を理解し、住宅デザインを行う上での過不足ない空間を解説
する。 （平山　文則）
「自分の部屋を実測しよう！」実測図発表会。 （平山　文則）
「塔の家」、「住吉の長屋」、「ファンズワース邸」などの実例を通して、機能的な住宅プランニ
ングの考えを解説する。 （平山　文則）
「サヴォワ邸」、「ダラヴァ邸」、「ボルドーの家」などの実例を通して、特徴を持たせた住宅プ
ランニングの考えを解説する。 （平山　文則）
「稲毛の家」などの実例を通して住宅を構成する各部屋の機能（エントランス空間、リビングルー
ム、ダイニングルームなどの皆で使う空間）を解説する。更に具体的なデザインを行う際の留意点
を解説する。 （平山　文則）
「マラパルテ邸」、「エシェリック邸」、「リゴルネットの住宅」などの実例を通して、住宅の開
口部の持つ機能、意味を解説する。 （平山　文則）
「バラガン自邸」、「ロペス邸」、「ヒラルディ邸」などの実例を通して住宅の各部の空間に光を
取り込む工夫について解説する。 （平山　文則）
テラス、バルコニー、中庭などの機能を通して内部空間と外部空間のつながりが快適で豊かな住環
境に重要であることを解説する。 （平山　文則）
住環境における風を取り込む重要性を確認し、風をデザインする手法を解説する。 （平山　文則
）
岡山近郊の特色ある住宅を実例として、施主の意図や設計条件をどのように具体化するかについて
解説する。 （平山　文則）
「私の好きな住宅」発表会。各人が好きな住宅のスライドを使って、その住宅の持つ特色や魅力を
説明する。 （平山　文則）
最終評価試験を実施する。 （平山　文則）

                                          準備学習
教科書の1章(15pまで）を予習しておくこと。標準学習時間：30分
教科書の2章（16ｐ～25ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間：40分
教科書の2章（26ｐ～35ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間：40分
教科書の3章（36p～53p）を予習しておくこと。標準学習時間：60分
教科書の4章（56ｐ～79ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間：60分
自分の部屋の実測図を作成し提出する。標準学習時間120分
図書館などで、コルビジェの「小さな家」、ミースのファンズワース邸について調べておくこと。
標準学習時間90分
教科書の5章（80ｐ～105ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間：90分
教科書の6章（106ｐ～111ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間30分
図書館などで、「マラパルテ邸」、「エシェリック邸」、「リゴルネットの住宅」について調べて
おくこと。標準学習時間：60分
図書館などで「バラガン自邸」、「ロペス邸」、「ヒラルディ邸」について調べておくこと。標準
学習時間60分
教科書の7章（112ｐ～129ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間60分
図書館などで「山川山荘」、「ノイエンドルフ邸」、「羽根木の森」について調べておくこと。標
準学習時間60分
図書館などで岡山近郊の特色ある住宅について予習しておくこと。また、併せて教科書の8章（130
ｐ～141ｐ）を予習しておくこと。標準学習時間40分



１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

３枚の映像と200字のコメントを事前に平山まで送付すること。標準学習時間120分
教科書及び講義時の配布資料の持込み可とする。

住宅は誰もが日々接する最も身近な建築であり、そこで行われる行為は基本的に変わらない。しか
しながら、世界中の様々な地域の住宅は、機能においても形態においても変化に富んでいる。また
、同じ国においても都市と郊外では前提条件が著しく異なる。気候・風土・文化の違いや立地条件
の違いを理解し、それら与条件により住宅デザインがどのように変化・発展すべきかを併せて理解
することにより、建築デザインの持つ重要性、楽しさを学ぶ。 　住宅デザイン（意匠、構造、設
備）を具体的に実践する中で判断する根拠となる様々な考えを学ぶ。 　増え続ける人口、限りあ
る資源・エネルギーなどの全地球的規模の課題を考慮しながら、新しい時代の住宅デザインの進む
べき方向性を身につける。　　　　　　　　　　　　　　（学位授与の方針Ａに最も強く関与）
気候・風土・文化の違いや立地条件の違いにより住宅デザインがどのように変化・発展すべきかを
説明できる。住宅デザイン（意匠、構造、設備）を実践する中で判断する根拠となる考えを説明で
きる。地球規模の課題を考慮しながら、新しい時代の住宅デザインが進むべき方向性について説明
できる。（学位授与の方針Ａに最も強く関与）
人間工学、空間論、デザイン論、環境調和、省エネルギー、インテリアデザイン、ユニバーサルデ
ザイン
実施する
10回以上の出席を条件に、レポート・発表10％、最終評価試験90％で、60％以上を合格とする。な
お、最終評価試験においては、テキスト及び毎回の配布資料の持ちこみを可とする。
眼を養い手を練れ／宮脇塾講師室編著／彰国社／978-4-395006434
設計演習Ⅰ～Ⅴ、建築デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、住宅計画、住環境ユニバーサル
デザイン
ライト、コルビジェ、ミース、アアルト、バラガン等の作品集
平山研究室：B１号館4階、０８６－２５６－９６３５、　hirayama@archi.ous.ac.jp
主として19世紀末から現代までの住宅を実例として、できあがった建築の機能・デザインとそれに
込められた建築家の考え方を対比しながら講義を進める。
講義の一部でレポート発表、スケッチ作成、グループ議論等を行う。

最終評価試験の模範解答と解説を準備し、必要に応じて提示する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員は建築設計の豊富な実務経験を有している。
最終評価試験時に教科書及び講義時の配布物の持ち込み可とする。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

近代建築史【月2水3】（FTZ02800）
History of Modern Architecture
弥田俊男（やだとしお）,馬淵大宇（まぶちだいう）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
世界の近代建築の流れを通史的に解説し、近代建築史を学ぶ意義について講述する。 （馬淵　大
宇）

（全教員）
日本の近代建築Ⅰとして、日本の幕末から明治初期の近代建築の発達について講述する。 （馬淵
　大宇）

（全教員）
日本の近代建築Ⅱとして、日本の明治期の近代建築の発達について講述する。 （馬淵　大宇）

（全教員）
日本の近代建築Ⅲとして、日本の大正・昭和初期の近代建築の発達について講述する。 （馬淵　
大宇）

（全教員）
日本の近代建築Ⅳとして、日本の昭和期の近代建築の発達について講述する。 （馬淵　大宇）

（全教員）
西洋の近代建築Ⅰとして、西欧の産業革命と建築の発達について講述する。 （弥田　俊男）

（全教員）
西洋の近代建築Ⅱとして、西欧の新たな建築運動と建築の発達について講述する。 （弥田　俊男
）

（全教員）
西洋の近代建築Ⅲとして、西欧のモダニズムとそれ以降の建築の発達について講述する。 （弥田
　俊男）

（全教員）
西洋の近代建築Ⅳとして、西欧の機能主義建築の発達について講述する。 （弥田　俊男）

（全教員）
西洋の近代建築Ⅴとして、西欧の国際様式建築の発達について講述する。 （弥田　俊男）

（全教員）
アメリカの近代建築の歴史としてシカゴ派の建築、フランクライトの建築、近代のオフィスビルの
発達等について講述する。 （弥田　俊男）

（全教員）
世界の近代建築と近代都市の発達について1960年代以降について現代建築にを切り開いた建築家を
中心に講述する。 （弥田　俊男）

（全教員）
ロバートベンチュリーを中心として、コンテクスチャーリズムの建築について講述する。 （弥田
　俊男）

（全教員）
現代建築の動向Ⅰとして、ポスト・モダニズムの建築について、脱構築主義建築、ミニマリズム建
築等の新しいデザインの動向を講述する。 （弥田　俊男）

（全教員）
現代建築の動向Ⅱとして、現代の建築の動向とこれからの建築のあり方について講述する。 （弥
田　俊男）



１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員

（全教員）
最終評価試験を実施する。

（全教員）

                                          準備学習
シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館で日本の幕末から明治初期の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
図書館で日本の明治期の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
図書館で日本の大正・昭和初期の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
図書館で日本の日本の昭和期の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館で西欧の産業革命期の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館で西洋の新たな建築運動と近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館で西洋のモダニズムとそれ以降の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館で西洋の機能主義建築の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館で西洋の国際様式建築の近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
図書館でアメリカの近代建築について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
図書館で近代建築や近代の都市の発達について1960年代以降の発展について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
1970年代のコンテクスチャーリズムの建築について調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
図書館でホスト・モダニズムについて調べておくこと。
（標準学習時間60分）
図書館で現代の有名建築家の作品を調べておくこと。
（標準学習時間60分）
最終評価試験に向けて１回～１５回までの内容をよく理解して整理しておくこと。

近代建築が日本及び欧米等において、社会や生活の変化に対応して、どのように誕生し発展してき
たかを学び、現代建築誕生の基礎を理解し、これからの建築や都市の創造の意味を考える能力を育
成する。（建築学科学位授与の方針Ａにもっとも強く関与する）
１）日本及び欧米等における近代建築の様式や特徴について理解し、これらの誕生から発展までの
歴史を理解し説明できる。（A）
２）近代建築への理解を通して、現代社会における建築文化の役割について説明できる。（A)
歴史的建造物、日本文化、建築と都市の創造
実施する
最終評価試験80％（達成目標１，２を評価）および提出課題20％（達成目標１，２を評価）により
成績を評価し、総計で得点率60％以上を合格とする。但し、最終評価試験において基準点を設け、
得点が100点満点中、60点未満の場合は不合格とする。
講義で資料を配布する。
「西洋建築史」、「日本建築史」と合わせて履修することが望ましい。
新建築学大系５、近代・現代建築史／彰国社：日本建築学会編「近代建築史図集」／彰国社
B1号館５階　弥田研究室　086-256-9426　yada@archi.ous.ac.jp
講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。

最終評価試験のフィードバックは、講義時の配布資料の復習によって行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
元 隈研吾建築都市設計事務所勤務：実務における建築設計および建築文化に関する経験を活かし



その他（注意・備考）
、体系的な近代建築史の内容について講義する。
講義中の録音、録画、撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回
１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

都市計画【火2木1】（FTZ02900）
Urban Planning
弥田俊男（やだとしお）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 古代都市の成立から中世まで都市の成立過
程について講述する。
現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中心として、近代以前の都市づくり
について講述する。
現代都市計画につながるイギリスの産業革命から始まった近代都市計画の系譜について講述する。
都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義と内容について講述する
。
都市を構成する都市機能と居住機能が合理的・機能的に形成される都市の土地利用計画のあり方に
ついて講述する。
地球環境に与える負荷を低減してサスティナブルな社会の形成を目指す都市の環境計画について講
述する。
潤いとアメニティ性豊かな都市環境の基軸となる公園緑地・オープンスペースについて講述する。
中心市街地の再生、活性化や賑わいづくりのために行う市街地の開発・再整備について、成功例・
失敗例を参考にしながら、その在り方について講述する。
人々が安全・快適に過ごすことができる住環境や街並み形成を図るための近隣、隣保関係を中心と
した居住環境計画について講述する。
地域間格差が拡大し過疎高齢化が進む地方都市において、地域活性化を目指して住民主体・協働で
取り組むまちづくりの意義とその方策について講述する。
日本とヨーロッパの街並み景観を比べながら都市景観とまちづくりについて講述する。
美しい都市景観を形成するための住民参加型景観まちづくりに関する計画方策や、それを実現する
デザイン手法について講述する。
都市や地域の計画を立てるために多くの資料を用いるが、それらの資料を情報技術によって処理す
るための基本的内容について講述する。
地球温暖化や都市間格差が広がるなど様々な問題を抱える現代都市の課題に対して取組まれる各国
の新しいまちづくりの潮流について講述する。
地方都市の中心市街地が衰退する問題について、欧米諸国の中心市街地活性化策で取られている新
しいまちづくりの潮流を参考にして講述する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。
（標準学習時間60分）
ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
イギリス産業革命の進展に伴い生じた都市問題について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
人々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどのような条件が必要である
かを考えておくこと。
（標準学習時間 60分）
都市活動によって生じるゴミ、排熱、下水などの排出物が地球環境に与える負荷を低減するために
出来るライフスタイルやまちづくりの在り方について考えておくこと。
（標準学習時間60分）
居住する近くの公園緑地の機能や使われ方を観察してまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
岡山市1キロスクエアの中心市街地の現地を踏査して、まちの賑わいや活気、商店街の魅力、歩行
者の安全性などの面から気が付いたことをまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
人々が安全・安心して快適に住むために計画するボンエルフ道路やコミュニティ街区の意義につい
て調べておくこと。
（標準学習時間60分）
地域住民やNPOが主体となって取り組む地域活性化の事例について調べておくこと。



１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員

その他（注意・備考）

（標準学習時間60分）
美しく調和した街並み景観を形成するためには、個々の建築物および建築物相互の関係をどうすれ
ば良いか事例を調べて考えておくこと。
（標準学習時間 １時間）
身近な都市空間で、街路、広場、水辺、町並みなど美しく感じた都市景観をスケッチしておくこと
。
（標準学習時間60分）
都市計画の分野において情報技術を用いることができる要素や内容について考えておくこと。
（標準学習時間60分）
サスティナブル・ディベロップメントおよびコンパクト・シティの意味を調べておくこと。
（標準学習時間60分）
欧米で中心市街地活性化のために整備されているトランジット・モールには、どのような特長や効
果があるかを調べておくこと。
（標準学習時間60分）
最終評価試験に向けて１回～１５回までの内容をよく理解して整理しておくこと。

都市の歴史を通して都市計画の沿革や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組み、事業手法等お
よび国内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する基礎的知識を習得すると共に、今日
的課題である住民主体・協働のまちづくり、地域活性化、地球環境問題と都市問題などに関する認
識を深め理解することを目的とする。（建築学科学位授与の方針Ａにもっとも強く関与する）
１）人間が居住し活動する場としての都市の計画・設計方法の基本を説明できる。（Ａ)
２）都市における建築の在り方についての基本認識を説明でき、日常生活の中で都市計画との関わ
りについて説明できる。（Ａ)
都市、まちづくり、地域活性化、地球環境
実施する
最終評価試験80％（達成目標１，２を評価）および提出課題20％（達成目標１，２を評価）により
成績を評価し、総計で得点率60％以上を合格とする。但し、最終評価試験において基準点を設け、
得点が100点満点中、60点未満の場合は不合格とする。
講義で資料を配布する。
本科目に引き続き「環境デザイン」を履修することが望ましい。
新都市計画総論／佐藤圭二、杉野尚夫／鹿島出版会
B1館5階　弥田研究室　086-256-9426  yada@archi.ous.ac.jp
講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。

最終評価試験のフィードバックは、講義時の配布資料の復習によって行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
元 隈研吾建築都市設計事務所勤務：実務における建築設計および都市計画に関する経験を活かし
、体系的な都市計画の内容および今日的な都市課題について講義する。
講義中の録音、録画、撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

住環境ユニバーサルデザイン【火3木2】（FTZ03000）
Universal Housing Design
後藤義明（ごとうよしあき）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
生活環境とユニバーサルデザイン１　「生活環境の変化と求められる要素」を講述する。
生活環境とユニバーサルデザイン２　「バリアフリーデザインからユニバーサルデザインへ」を講
述する。
「身体機能と環境への配慮１」を講述する。
「身体機能と環境への配慮２」を講述する。
「ユニバーサルデザインのプロセス」を講述する。
「ユニバーサルデザインの手法」を講述する。
「外部空間のユニバーサルデザイン１」を講述する。
「外部空間のユニバーサルデザイン２」を講述する。
「公共建築のユニバーサルデザイン１」を講述する。
「公共建築のユニバーサルデザイン２」を講述する。
「居住空間のユニバーサルデザイン１」を講述する。
「居住空間のユニバーサルデザイン２」を講述する。
障がい対応住宅設計１　「脳血管障害」を講述する。
障がい対応住宅設計２　「脊椎損傷、脳性マヒ他」を講述する。
障がい対応住宅設計３　「感覚障害他」を講述する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
テキスト該当ページ(p7-14）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p15-26）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p27-33）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p34-39）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p39-45）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p46-53）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p55-75）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p76-88）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p89-109）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p110-132）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p133-147）を熟読すること。(標準学習時間120分)
テキスト該当ページ(p148-161）を熟読すること。(標準学習時間120分)
片マヒになった状態で、自分のまわりの生活環境や住宅設備などの使い勝手を評価すること。(標
準学習時間120分)
自立できなくなった状態で、自分のまわりの生活環境や住宅設備などの使い勝手を評価すること。
(標準学習時間120分)
見えない状態や聞こえない状態で、日常生活中に起こりうる不都合な点を想像すること。(標準学
習時間120分)

ユニバーサルデザインの考え方と実践手法について理解できるようにバリアフリー設計事例なども
含めて事例紹介を中心に講義する。
建築学科の学位授与の方針（DP）のAに最も強く関与し、Bに関与する。
１）住宅や建築物でのユニバーサルデザインの考え方を記述できる。(A)
２）住宅や建築物でのユニバーサルデザインの実践手法を伝えることが出来る。(A)
３）既存の建物のユニバーサルデザインの実現レベルを判断し内容を伝えることができる。(B)

インクルーシブ・デザイン、長寿社会、住み続けられる住宅、デザイン・フォア・オール
実施する
最終評価試験（85％）と講義中に出題する小課題（15％）により評価し、総計で60％以上を合格と
する。
達成目標１）と２）に対しては最終評価試験にて評価する。
達成目標３）に対しては講義に課した課題にて評価する。
建築・都市のユニバーサルデザイン　その考え方と実践手法／田中直人／彰国社／978-4-395-0230
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関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

住宅計画、建築計画
初めて学ぶ人間工学　岡田明編著　後藤義明他　理工図書
後藤研究室　Ｂ１号館５階　086-256-9645　goto@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー　水曜３時限
・講義は教科書とオリジナル教材に基づいて進める。
・講義予定の教科書部分に関連する項目についてはシラバスの予習内容を文献や実際の建物等で確
認しておくこと。
・オリジナルの教材に関しては講義中に自主的にメモをとること。
・課題については専用用紙を配布するのでそれを用いること。

課題のレポートをグループもしくは個人では発表する機会があるので準備を行うこと。

・課題に対しては発表後に講評を行う。
・最終評価試験に関しては試験終了後模範解答例を講義する。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。　・障害に応じて補助器具（ICレコ
ーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので、事前に相談すること。・配布
資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

住宅会社での研究開発、設計業務の経験を活かして講義する。
日頃から自分のまわりの生活環境や道具などを、子供や障がいがある人など、使用者が異なる視点
で評価して下さい。
講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。
提出課題については、講義中に解答例を例示しフィードバックを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

インテリアデザイン･色彩学【火2木2】（FTZ03100）
Interior Design and Color Science
八百板季穂（やおいたきほ）,弥田俊男（やだとしお）,馬淵大宇（まぶちだいう）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
インテリアデザイン、色彩学を学ぶにあたり、当該分野の概要を説明する （八百板）

（全教員,八百板　季穂）
西洋のインテリアデザインの歴史を学ぶ（古代～近世）。

（全教員,八百板　季穂）
西洋のインテリアデザインの歴史を学ぶ（近代～現代）。

（全教員,八百板　季穂）
日本のインテリアデザインの歴史を学ぶ（古代～近世）。

（全教員,八百板　季穂）
日本のインテリアデザインの歴史を学ぶ（近代～現代）。

（全教員,八百板　季穂）
熱と湿度、換気と通風、音、採光と照明などについて学ぶ。冷暖房、空調設備、給排水設備などに
ついて学ぶ。

（全教員,八百板　季穂）
人間工学の意味と人体寸法を理解し、空間・家具什器・設備への応用を学習する （八百板）

（全教員,八百板　季穂）
色彩の原理、表色系、色彩の効果などに関する基礎理論を学習する （馬淵）

（全教員）
優れたインテリア計画の実例を学び、身近な空間の実測図を基に計画案を作成する （馬淵）

（全教員）
優れたインテリア計画の実例から空間心理とプロポーションの大事さを学ぶ （馬淵）

（全教員）
優れたインテリア計画の実例から形状、材質感、色彩の効果を学習する （馬淵）

（全教員,弥田　俊男）
建築の構造および材料が空間にどのように影響を与えるかについて講述する （弥田）

（全教員,弥田　俊男）
インテリアの構法が空間にどのように影響を与えるかについて講述する （弥田）

（全教員,弥田　俊男）
照明計画による空間の演出などについて講述する （弥田）

（全教員,弥田　俊男）
家具と空間との関係、家具デザインについて講述する （弥田）

（全教員,弥田　俊男）
1回～15回までの総括を説明し、最終評価試験を実施する （全教員）

（全教員）

                                          準備学習
インテリアデザイン関連分野の対象領域や資格について予習して把握しておくこと。（標準学習時
間50分）



２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員
その他（注意・備考）

前回授業の内容を復習しておくこと。西洋のインテリア史について調べておくこと。（標準学習時
間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。西洋のインテリア史について調べておくこと。（標準学習時
間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。日本のインテリア史について調べておくこと。（標準学習時
間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。日本のインテリア史について調べておくこと。（標準学習時
間90分）
建築設備・環境について復習しておく。前回授業の内容を復習しておくこと。（標準学習時間90分
）
人間工学とは何か調べておくこと。（標準学習時間90分）
色彩に関する環境分野の参考書などを調べておく。前回授業の内容を復習しておくこと。（標準学
習時間90分）
身近な空間の実測図を作成すること。（標準学習時間90分）
最も感銘を受けたインテリアデザインについて調べておくこと。（標準学習時間90分）
使ってみたい材料について調べておくこと。（標準学習時間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。（標準学習時間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。（標準学習時間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。（標準学習時間90分）
前回授業の内容を復習しておくこと。（標準学習時間90分）
1回～15回までの内容を復習し良く理解し整理しておくこと。（標準学習時間180分）

インテリアデザインおよび色彩学の基礎になる知識の習得を目的とする。具体的には、インテリア
の歴史、人間工学、計画方法、構法、住宅設備、表現技法、関連法規、家具、照明および色彩と造
形などについて学ぶ。建築学科学位授与の方針（DP）のAと強く関連している。
1) インテリアを計画し、コーディネートするための基本事項を説明できる(A)
2) 条件に応じた住空間のインテリアデザインの考え方を説明できる(B)
インテリア、住空間、色彩
実施する
確認テスト（50%）、および最終評価試験の成績（50%）による。 60%以上を合格として、達成目標
1および2を確認する。
講義時に配布する資料を用いる。
建築計画、住宅計画、建築材料、建築設備Ⅰ、住環境ユニバーサルデザイン、日本建築史、西洋建
築史、設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
必要により講義時に参考書を示す。
B1号館　4階　八百板季穂
講義中の録音、撮影は原則として認めない。

・課題に対するフィードバックは、授業時間内に行う。
・最終評価試験の模範解答は、試験終了後にmylogで掲示登録する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
するため、配慮が必要な場合は、事前に相談すること。

初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回
５回
６回
７回

８回

９回

１０回
１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

１６回

回数
１回
２回

３回
４回

５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

西洋建築史【月2水2】（FTZ03300）
History of Western Architecture
江面嗣人（えづらつぐと）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
西洋の歴史的建造物の概論（形式と構造）として西洋建築史学習の意義と西洋の建造物の発展と特
徴を概観する。
西洋古代建築史Ⅰとして、西洋建築周辺史及び西洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について学ぶ
。
西洋古代建築史Ⅱとして、古代ローマ建築の発達について学ぶ。
西洋古代建築史Ⅲとして、初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について学ぶ。
西洋中世建築史Ⅰとして、ロマネスク建築の特徴について学ぶ。
西洋中世建築史Ⅱとして、ロマネスク建築のプランと空間の発達について学ぶ。
西洋中世建築史Ⅲとして、ゴシック建築の発祥と構成要素について学ぶ。特に、ロマネスクからゴ
シックに至る変化の理由を理解する。
西洋中世建築史Ⅳとして、地方別のゴシック建築の特徴について学ぶ。特に、それぞれの国別の違
いについて理解する。
西洋近世建築史Ⅰとして、ルネッサンス建築の発展と特質について学ぶ。特に、ゴシックからルネ
ッサンスに至る社会的な変化と比較して理解する。
西洋近世建築史Ⅱとして、ルネサンス建築の展開と地方別の特徴について学ぶ。
西洋近世建築史Ⅲとして、バロック建築の発生と特徴について学ぶ。特に、ルネッサンスからバロ
ックに変わった社会的理由について理解する。
西洋近世建築史Ⅳとして、バロック建築の地方的特色及びロココ建築について学ぶ。特に、バロッ
クの時代にあってロココが望まれた理由について理解する。
西洋近世建築史Ⅴとして、ネオ・クラシズム建築について学ぶとともに、西洋における歴史的建造
物の保護について学ぶ。
ヨーロッパ以外の海外の歴史的建造物の発達について学ぶ。
西洋建築史の全体の流れを再度確認し、まとめる。特に、それぞれの様式が誕生した理由について
再確認し、社会と建築様式の変化の一体性について理解、いかにして近代建築へと移行したかを理
解する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
シラバスを良く確認し、学習の過程を理解しておくこと。(標準学習時間60分）
図書館で西洋建築周辺史及び西洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について調べておくこと。(標
準学習時間60分）
図書館で古代ローマ建築について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館で初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について調べておくこと。(標準学習
時間60分）
図書館でロマネスク建築について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館でロマネスク建築のプランと空間の発達について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館ゴシック建築の発祥と構成要素でについて調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館で地方別のゴシック建築について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館でルネッサンスの誕生の社会的理由について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館でルネッサンスの建築について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館でバロック建築の発生と特徴について調べておくこと。(標準学習時間60分）
図書館でバロック建築の地方的特色及びロココ建築の特徴について調べておくこと。(標準学習時
間60分）
図書館でにネオ・クラシズム建築および西洋における歴史的建造物の保護ついて調べておくこと。
(標準学習時間60分）
図書館でヨーロッパ以外の海外の歴史的建造物の発達について調べておくこと。(標準学習時間60
分）
これまでに習った西洋建築について復習しておくこと。図書館で近代建築の特徴につちえ調べてお
くこと。(標準学習時間60分）
最終評価試験のために、これまでの学習内容について、再度、確認しておくこと。(標準学習時間6
0分）

西洋の歴史的建造物の形式や特徴を中心に、西洋建築の歴史について、ギリシア、ローマの古代建



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

築からロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロックなどの中世、近世までの様式建築の歴史を
学ぶ。講義においては、西洋における社会的及び文化的背景等によって形成された建築の様式や意
匠という視点を重視し、西洋における文化と建築との関係について理解することを主たる目的とす
る。（建築学科学位授与の方針Dに強く関与）
西洋の古代から中世、近世に至る建築の歴史について学び、その形式や特徴について理解し、また
、西洋における各国の文化と建築の関係についても理解する。特に、社会の変化と建築様式の変化
が深く関係していることを理解し、その延長としてこれからの新たな建築のあり方を考える能力を
育成する。それによって、文化としての建築及び都市空間を創造する能力を育成する。（D)
西洋、歴史的建造物、西洋の社会変化、建築意匠、建築文化、精神と形
実施する
毎回の授業後の課題提出等の平常点（１０％）と最終評価試験（９０％）の点数により評価する。

『西洋建築史図集』３訂版、日本建築学会、彰国社刊
日本建築史、近代建築史、建築概論
森田慶一『西洋建築入門』東海大出版界
江面研究室　２７号館５０４号室E-mail：ezura@archi.ous.ac.jp電話：086-256-9742
各授業の１週間以上前に授業資料を配布し、各授業ごとにレポートを提出させ、理解度を確認する
。

提出課題については５段階評価をして、簡単なコメントを付けて返却する。最終試験については模
範解答を配布し、簡単な解説を行う。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。講義中の録音が必要な場合も同
様。 
元文化庁主任文化財調査官、設計事務所勤務の経験あり。
16回目に最終評価試験を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回

５回

６回
７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

１６回

講義目的

建築デザイン論【月2水2】（FTZ03400）
Theory of Architectural Design
平山文則（ひらやまふみのり）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
ガイダンスを行う。人類の歴史の中で建築を創る意味や目的が、社会全体との繋がりの中で行われ
てきたことを解説する。
建築の最小単位が部屋であること、最小単位空間（床・壁・天井で区切られた残り）のデザインに
よって、社会や人々に快適・安全で豊かな生活が提供されることについて解説する。
中世の修道院を事例として、部屋の集合の仕方で建築の善し悪しが変わることを解説する。
ミース、コルビジェの実例を通して、部屋の集合、建築のプランニングの基本的・機能的な考え方
について解説する。
カーン、アアルトの実例を通して、部屋の集合、建築のプランニングは設計者により様々な応用、
展開があり得ることを解説する。
日本建築の空間と光についての特質を実例を通して解説する。
ギリシャ、ローマから中世、近世、近代において、優れた建築空間は光の取り入れ方が巧みである
事を実例を通して解説する。
巨匠コルビジェと現代の建築家スティーブン・ホールの実例を対比して、様々な光の取り入れ方の
手法を理解し、建築デザインにおける光の重要性を解説する。
ゴシック教会、フランク・ロイド・ライト、ピーター・ズントー、ジャン・ヌーベルなどの作品を
通して、光を効果的に活かした建築の様々なバリエーションや、光を取り入れる設計手法について
解説する。
建築を構成する各部の中で、入口の重要性や意味を理解し、実際の設計への展開を解説する。
優れた建築は「敷地・場所」の特性を視覚化していることを解説する。
「外に示す存在としての建築」の意味を、ギリシャから中世ゴシック建築の実例を通して解説する
。
「外に示す存在としての建築」の意味を、ルネッサンスからプレ・モダニズムの実例を通して解説
する。
建築における装飾の位置づけを、プレ・モダニズムから近代建築が発生する時期の実例を通して理
解し、建築デザインの本質を解説する。
「新しい時代を象徴するデザイン」発表会
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
教科書の「空間についてｐ1～ｐ23」を予習しておくこと。（標準学習時間40分）
教科書の「部屋についてｐ25～ｐ40」を予習しておくこと。（標準学習時間40分）
教科書の「部屋の集合についてｐ41～ｐ64」を予習しておくこと。
ミース、コルビジェの作品を図書館等で調べておくこと。（標準学習時間60分）
カーーン、アアルトの作品を図書館等で調べておくこと。（標準学習時間60分）
教科書の「続窓について　光と闇　ｐ89～ｐ108」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
教科書の「窓についてｐ65～ｐ88」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
スティーブン・ホールの作品について、図書館等で調べておくこと。（標準学習時間60分）
ピーター・ズントー、ジャン・ヌーベルの作品について図書館等で調べておくこと。（標準学習時
間60分）
教科書の「入口についてｐ109～ｐ126」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
教科書の「場所についてｐ127～ｐ141」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
教科書の「表象ついてｐ143～ｐ156」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
教科書の「モティフについてｐ157～ｐ176」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
教科書の「意匠についてｐ177～ｐ198」を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
各自が３枚のスライドを用いて「新しい時代を象徴するデザイン」についての考えを述べる。（標
準学習時間120分）
教科書及び講義時の配布資料の持ち込み可とする。

変化の激しい激動の時代において、社会のインフラストラクチュアである建築はゆるぎないもので
なければならない。建築の持つ本質を理解し、建築を創ると言う創造的な営みの楽しさを認識し、
新たに未来を切り開くヒントを身につける。 　「歴史は繰り返される」、「前の様式を否定する
事から次の様式が生まれる」 建築の歴史も振り子の振幅のように、ある振れ幅の中で動いてきた
事を理解し、次の時代を読み解く眼力を養う。 　建築を設計する行為（意匠、構造、設備）の中
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で判断する根拠となる考えを習得する。（学位授与の方針Ａに最も強く関与）
・次の時代を切り開く建築デザインについて説明できる。
・建築意匠だけでなく構造・設備も含めた建築デザインを行う上での具体的な判断材料・指針につ
いて説明できる。
・建築を創り上げる創造的な行為の楽しさを説明できる。
（学位授与の方針Ａに最も強く関与）
人間工学、空間論、デザイン論、モヂュールトプロポーション、光と影による空間、地域性とボー
ダーレス化、構造デザイン、環境デザイン
実施する
レポート・発表10％、最終評価試験90％で60％以上を合格とする。最終評価試験はテキスト及び毎
回の配布資料の持ちこみ可とする。
建築意匠講義／香山壽夫／東京大学出版会／9784130622004
設計演習Ⅰ～Ⅴ、住宅デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、建築計画、住宅計画
シラバスに記載した建築家の作品集
平山研究室：B1号館4階、０８６－２５６－９６３５、hirayama@archi.ous.ac.jp
ギリシャ・ローマから現代にいたるまでの建築を実例として、建築の機能・デザインと、それを実
現するための建築家の考え方を対比しながら講義を進める。
講義の一部で、レポート発表、グループ議論を行う。

最終評価試験の模範解答と解説を準備し、必要に応じて提供する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員は建築設計の豊富な実務経験を有する。

初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

環境デザイン【月4水4】（FTZ03500）
Environment Design
弥田俊男（やだとしお）,栗本修滋＊（くりもとしゅうじ＊）,阪本貢＊（さかもとみつぐ＊）,波
多野芳紀＊（はたのよしのり＊）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、環境デザインの概要について講述する。 （栗本　修滋＊）

（栗本　修滋＊）
環境デザインの考え方の基礎的な内容について講述する。 （栗本　修滋＊）

（栗本　修滋＊）
ランドスケープデザインの考え方について歴史・文化的に講述する。 （栗本　修滋＊）

（栗本　修滋＊）
オープンスペースデザインにおける社会的留意事項ついて講述する。 （栗本　修滋＊）

（栗本　修滋＊）
エコロジカルデザインについて、その考え方と基本技術を講述する。 （栗本　修滋＊）

（栗本　修滋＊）
都市と環境デザインの系譜について講述する。 （阪本　貢＊）

（阪本　貢＊）
都市・環境計画に係る調査および開発事業手法について講述する。 （阪本　貢＊）

（阪本　貢＊）
都市・環境デザインに係る基本技術について講述する。 （阪本　貢＊）

（阪本　貢＊）
都市・環境デザインに係る基本技術について、引き続き講述する。 （阪本　貢＊）

（阪本　貢＊）
近年の環境デザインの計画事例等について講述する。 （阪本　貢＊）

（阪本　貢＊）
都市から地方における多様な景観デザインについて講述する。 （波多野　芳紀＊）

（波多野　芳紀＊）
建築と屋外空間のデザイン展開について講述する。 （波多野　芳紀＊）

（波多野　芳紀＊）
ランドスケープデザインの調査・計画手法について講述する。 （波多野　芳紀＊）

（波多野　芳紀＊）
ランドスケープデザインの設計・監理手法について講述する。 （波多野　芳紀＊）

（波多野　芳紀＊）
環境・景観・ランドスケープデザインの魅力について講述する。 （波多野　芳紀＊）

（波多野　芳紀＊）
最終評価試験を実施する。

（全教員）

                                          準備学習
シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。
（標準学習時間60分）



２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員

その他（注意・備考）

環境デザインについて調べておくこと。
（標準学習時間60分）
日本の庭園文化について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
「日除け地」について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
自然保護の必要性について、考えをまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
日本のニュータウンについて調べておくこと。
（標準学習時間60分）
都市の再開発について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
エコロジカルデザインについての講義を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
岡山市内のオープンスペースついて調べておくこと。
（標準学習時間60分）
東日本大震災について知っていることをまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
重要伝統的建造物群保存地区について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
岡山理科大学に植栽されている樹木について樹種を調べておくこと。
（標準学習時間60分）
通学路で印象的な物について「なぜ印象的だったか」をまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
都市公園の種類について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
福祉のまちづくり条例について調べておくこと。
（標準学習時間60分）
１回～１５回までの内容をよく理解し整理しておくこと。

都市環境や住環境の中に自然、文化、社会、経済活動などを含めた地域資源との関わりを持ったア
メニティ性の高い空間を創り育てることを考え、身近な生活領域から都市のスケールまで環境をデ
ザインするために必要な基礎知識・技術を習得することを目的とする。（建築学科学位授与の方針
Ａにもっとも強く関与する）
１）都市環境や住環境のデザインを形成する要素である建築やその他の都市構築物等及び自然環境
が構成する空間相互の関わり方や環境を創り育てる意味を説明できる。（A)
２）環境をデザインすることの意義と重要性を説明できる。（A）
環境、ランドスケープ
実施する
最終評価試験80％（達成目標１，２を評価）および小課題20％（達成目標１，２を評価）により評
価し、総計で60％以上を合格とする。但し、最終評価試験において基準点を設け、得点が100点満
点中、60点未満の場合は不合格とする。
講義で資料を配布する。
「都市計画」と合わせて履修することが望ましい。
必要により講義時に参考書を示す。
B1号館５階　弥田研究室　086-256-9426　yada@archi.ous.ac.jp
講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。

最終評価試験のフィードバックは、講義時の配布資料の復習によって行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
(株)アーバンパイオニア設計勤務（波多野）、(株)関西都市居住サービス勤務（阪本）：実務にお
ける環境デザインに関する経験を活かし、体系的な環境デザインの内容および今日的な環境課題に
ついて講義する。
講義中の録音、録画、撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

設計方法論【月2水1】（FTZ03700）
Design Methodology
八百板季穂（やおいたきほ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション。デザインという用語の関係領域、設計方法論の体系、関連分野における位置
付けを解説する。
デザインにおける西洋と日本の考え方の違いを概説する。
デザインにおける西洋と日本の考え方の違いを、象徴空間の表現を通じて解説する。
デザインにおける西洋と日本の考え方を、庭園設計方法を通じて解説する。
デザインにおける西洋と日本の考え方を、都市計画手法を通じて解説する。
日本の都市空間（中世都市の空間形成）について解説する。
日本の都市空間（中世都市の近世化）について解説する。
日本の都市空間（城下町の空間設計と都市造形）について解説する。
日本の都市空間（近世都市空間の展開とマチ空間）について解説する。
日本の都市空間（近代の都市形成）について解説する。
まちづくりの理論の概要を解説する。
景観法に基づく景観まちづくりについて解説する。
歴史的環境におけるまちづくりについて解説する。
世界遺産登録の仕組みや評価基準などを概説する。
観光まちづくりについて概説する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
建築分野の設計方法に関する資料を調べておくこと。（標準学習時間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。西洋建築史と日本建築史の流れについて復習し、次回の授業
資料を熟読しておくこと。（標準学習時間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。西洋と日本の軸部と造作部の違いについて予習しておくこと
。（標準学習時間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。西洋と日本の庭園について予習しておくこと。（標準学習時
間６０分
前回授業の内容を復習しておくこと。西洋と日本の都市計画について予習しておくこと。（標準学
習時間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。中世都市の構造について予習しておくこと。（標準学習時間
６０分
前回授業の内容を復習しておくこと。城下町の都市構造について予習しておくこと。（標準学習時
間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。近世都市の構造について予習しておくこと。（標準学習時間
６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。近代の構造について予習しておくこと。（標準学習時間６０
分）
前回授業の内容を復習しておくこと。岡山市の都市構造について予習しておくこと。（標準学習時
間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。まちづくりの理論について予習しておくこと。（標準学習時
間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。景観法について予習しておくこと。（標準学習時間６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。町並み保存運動について予習しておくこと。（標準学習時間
６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。世界遺産の事例について予習しておくこと。（標準学習時間
６０分）
前回授業の内容を復習しておくこと。観光まちづくりについて予習しておくこと。（標準学習時間
６０分）
1回～15回までの内容を復習し良く理解し整理しておくこと。（標準学習時間180分）

建築・都市計画分野における広義の設計方法の基礎概念に関する知識の習得を目指す。建築学科学
位授与の方針（DP）のAと強く関連している。
1) 西洋と日本の設計の考え方の違いを説明できる（建築学科学位授与の方針（DP）のA, Bと関連
）



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員
その他（注意・備考）

2) 日本の都市形成史の概要を説明できる（建築学科学位授与の方針（DP）のA, Bと関連）
3) 日本のまちづくりの概要を説明できる（建築学科学位授与の方針（DP）のA, Bと関連）
建築設計理論、都市計画理論、まちづくり、世界遺産
実施する
講義内での課題発表(50%)、最終評価試験の点数(50%)による。100点満点中60点以上を合格として
、達成目標1～3を確認する。
指定しない。講義内で、適宜プリント（資料）を配布する。
建築計画、建築デザイン論、住宅デザイン論、日本建築史、西洋建築
授業時に配布する資料を用いる。
Ｂ１号館　4階　八百板季穂
講義中の録音、撮影は原則として認めない。
講義中、グループディスカッションを通じて意見を集約し、発表する。

・課題に対するフィードバックは、課題発表時に行う。
・最終評価試験のフィードバック等については、試験実施後にmylogで掲示する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
するため、配慮が必要な場合は、事前に相談すること。

初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

建築経済･経営【月2水2】（FTZ03800）
Building Economics and Management
弥田俊男（やだとしお）,小酒井孝敏＊（こさかいたかとし＊）,服部邦比古＊（はっとりくにひこ
＊）
４年
2.0
講義

                                        授業内容
建築経済・経営を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 建設投資における資金調達（協力金
、融資、証券化等）の概要と動向について講述する。 （弥田　俊男）

（弥田　俊男）
国内における建設投資の動向を中心に施設建築用途別の需要動向について講述する。 （弥田　俊
男）

（弥田　俊男）
建築の経済性に関して、建築コストの構成と主要用途別のコスト動向について講述する。 （弥田
　俊男）

（弥田　俊男）
建築と不動産の関係から土地評価に関して、土地の需要及び価格動向と評価理論について講述する
。 （小酒井　孝敏＊）

（小酒井　孝敏＊）
複雑・多様化する建築やまちづくりをプロデュースする業務の必要性・内容について講述する。 
（弥田　俊男）

（弥田　俊男）
不動産事業に関して、不動産賃貸事業及び分譲事業と不動産デイベロッパーの概要について講述す
る。 （小酒井　孝敏＊）

（小酒井　孝敏＊）
建築企画に必要な経済性の評価について講述する。 （服部　邦比古＊）

（服部　邦比古＊）
不動産賃貸事業に関して、不動産賃貸事業計画の成り立ち（収入と支出項目）の概要について講述
する。 （小酒井　孝敏＊）

（小酒井　孝敏＊）
ニュータウン開発事業手法（区画整理事業）と宅地分譲事業の概要について講述する。 （服部　
邦比古＊）

（服部　邦比古＊）
マンション分譲事業について、事業採算計画の成り立ち（収入と支出項目）の内容について講述す
る。 （小酒井　孝敏＊）

（小酒井　孝敏＊）
都市郊外に立地する大規模ショッピングセンターと中心市街地商店街の相互関係と都市形成の変移
について講述する。 （服部　邦比古＊）

（服部　邦比古＊）
マンションの建替事業をモデルに、等価交換事業の概要について講述する。 （小酒井　孝敏＊）

（小酒井　孝敏＊）
複合機能化する大規模ショッピングセンター、深化する大型専門店など小売業形態の動向について
市民生活との関わりの視点から講述する。 （服部　邦比古＊）

（服部　邦比古＊）
市街地再開発事業の都市計画、事業構造（資金計画、権利変換計画）の概要について講述する。 
（小酒井　孝敏＊）



１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ

（小酒井　孝敏＊）
民間のノウハウを活用して公共施設等の設計、建設から管理運営までを行うＰＦＩ事業の手法につ
いて講述する。 （服部　邦比古＊）

（服部　邦比古＊）
最終評価試験を実施する。

（全教員）

                                          準備学習
シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 建設投資における資金調達について分かる
範囲で調べてみること。
（標準学習時間 60分）
建築統計に目を通しておくこと。
（標準学習時間 60分）
鋼材価格などの建築素材の価格動向等を調べてみること。
（標準学習時間 60分）
相続路線価、公示価などの土地価格情報を収集してみること。
（標準学習時間 60分）
どんな業務内容でもよいがプロデューサーの仕事は何かを調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
岡山市中心部の具体的なビル名などから所有企業名を分かる範囲で確認しておくこと。
（標準学習時間 60分）
建築企画と経済性について分かる範囲で調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
不動産仲介業者の店頭などで掲示されている岡山市中心部の賃貸物件情報を見ておくこと。
（標準学習時間 60分）
岡山都市圏の具体的なニュータウン名を確認しておくこと。
（標準学習時間 60分）
岡山市内の新築分譲マンション価格を調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
岡山市中心部及び周辺部に立地する大型商業施設を見てその特徴を把握しておくこと。
（標準学習時間 60分）
不動産デイベロッパーの等価交換事業に関するパンフレットなどの情報を収集してみること。
（標準学習時間 60分）
上記大型商業施設での核店舗と専門店の構成をデイレクトリー等で確認すること。
（標準学習時間 60分）
岡山市内の再開発地区を、都市計画図等で確認しておくこと。
（標準学習時間 60分）
ＰＦＩ、ＳＰＣについて分かる範囲で調べておくこと。
（標準学習時間 60分）
最終評価試験に向けて１回～１５回までの内容をよく理解して整理しておくこと。

建築物は社会文化の象徴であるがゆえにデザインに目を奪われがちであるが、通常の民間の建築行
為および建築行為を含む不動産への投資行動には、経済的合理性が常に支配していることを認識し
てその仕組みを理解できるようにすることを目的とする。（建築学科学位授与の方針Ａにもっとも
強く関与する）
１）実際の建築に関わる投資活動やマネージメントの概要および建築は不動産事業の一部であるこ
とを理解し、実社会における建築実務を説明できる。（A)
不動産事業　商業施設　建築コスト
実施する
最終評価試験80％（達成目標１を評価）および提出課題20％（達成目標１を評価）により成績を評
価し、総計で得点率60％以上を合格とする。但し、最終評価試験において基準点を設け、得点が10
0点満点中、60点未満の場合は不合格とする。
講義で資料を配布する。
「建築計画」「都市計画」と合わせて履修することが望ましい。
講義の中で適宜紹介する。
B1号館５階　弥田研究室　086-256-9426　yada@archi.ous.ac.jp
講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。



課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

最終評価試験のフィードバックは、講義時の配布資料の復習によって行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
(株）久米設計勤務（小酒井）、株式会社SONO勤務（服部）：実務における建築設計および建築経
済に関する経験を活かし、体系的な建築経済・経営の内容について講義する。
講義中の録音、録画、撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

構造力学Ⅰ【水2金2】（FTZ03900）
Mechanics of Building Structures I
山崎雅弘（やまざきまさひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
概要
建物に働く力、力の基本（１）力とはについて解説する。
力の基本（２）力の合成について解説する。
力の基本（３）力の分解について解説する。
力の基本（４）力の釣り合いについて解説する。
構造物と荷重について解説する。
反力（１）反力とはについて解説する。
反力（２）反力の求め方について解説する。
安定・静定について解説する。
構造物に生じる力について解説する。
静定梁（１）単純梁、集中荷重について解説する。
静定梁（２）単純梁、分布荷重について解説する。
静定梁（３）片持梁について解説する。
静定梁（４）応力図について解説する。
本科目の総括をする。
最終評価試験

                                          準備学習
シラバスにより講義の流れを見ておくこと。（標準学習時間30分）
配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.10-35)（標準学習時間30分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.12-35)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.12-35)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.12-35)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.36-40)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.41-46)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.41-46)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.47-50)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.52-59)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.60-74)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.60-74)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.60-74)（標準学習時間
60分）



１４回

１５回

講義目的

達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.60-74)（標準学習時間
60分）
この間の講義内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）

安全な建築を設計（構造設計）するための基本的な構造力学の知識を習得する。(建築学科学位授
与の方針Aに強く関与する）
最も単純な静定構造物である静定梁に力が作用したときの応力を求めることができる。（A）
力の合成・分解・釣合、支点反力、断面力
実施する
課題（４０％）と最終評価試験（６０％）によって評価する．総計で60％以上を合格とする。

講義で資料を配布する
構造力学Ⅱ
適宜指示する．
山崎研究室　Ｂ３号館5階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
毎回課すクイズについては模範解答を配布しフィードバックを行う。
最終評価試験については，問題を解くために理解してくべき内容をMomo-campusに提示することに
よってフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してお
りますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。状況に応じて対応します。
元建設業勤務：授業内容が実務にどのように関係しているかを必要に応じて説明しながら講義する
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回

４回
５回
６回
７回

８回

９回

１０回

１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

構造力学Ⅱ(再)【金4金5】（FTZ04000）
Mechanics of Building Structures II
山崎雅弘（やまざきまさひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
静定ラーメン（１）：片持梁系ラーメン、単純梁系ラーメン等について課題を課し，理解が難し点
を解説する。
静定ラーメン（２）：３ピン式ラーメン等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
部材に生じる力の分布：部材に作用する荷重と軸方向力，せん断力，曲げモーメントの分布との関
係等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
静定トラス（１）：切断法等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
静定トラス（２）：節点法(図式解法）等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
静定トラス（３）：節点法(算式解法）等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
構造材料の力学的性質（１）：応力度，ひずみ度等等について課題を課し，理解が難し点を解説す
る。
構造材料の力学的性質（２）：材料の弾塑性特性と許容応力度等について課題を課し，理解が難し
点を解説する。
断面の性質：断面1次モーメント，断面2次モーメント等等について課題を課し，理解が難し点を解
説する。
部材の生じる応力度：軸方向力，曲げモーメント，せん断力と断面に生じる応力度との関係等につ
いて課題を課し，理解が難し点を解説する。
部材の設計：引張材，曲げ材，圧縮材の設計等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
偏心荷重を受ける圧縮材等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
梁の変形：梁の変形を求める方法等について課題を課し，理解が難し点を解説する。
復習（１）：静定ラーメン，静定トラス等について課題を課し，解説する。
復習（２）：材料の力学的性質，断面の性質，応力度，部材の設計等に関する問題を課し，解説す
る。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
1年次に履修した時の資料およびノートにおいて，該当する箇所を予習しておくこと。（標準学習
時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）



１５回

１６回

講義目的

達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
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グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
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実務経験のある教員

その他（注意・備考）

１年次に履修した時の資料，ノートおよび事前に配布した資料の中で，該当する箇所を予習してお
くこと。（標準学習時間60分）
復習として，全ての課題を解きなおしておくこと。

安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する。この講義は，再履修者を対象と
している。授業内容は一度聞いていることを前提とした解説とし，練習問題を多く解くことによっ
て達成目標を目指す。(建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する。（A）
静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形
実施する
課題（40％）と最終評価試験（60％）によって評価し、100点満点中60点以上を合格とする。

資料を配布する
構造力学I、構造力学III
適宜指示する．
山崎研究室　Ｂ３号館5階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
毎回課すクイズについては模範解答を配布しフィードバックを行う。
最終評価試験については，問題を解くために理解してくべき内容をMomo-campusに提示することに
よってフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してお
りますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。状況に応じて対応します。
元建設業勤務：授業内容が実務にどのように関係しているかを必要に応じて説明しながら講義する
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回

４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回

１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

構造力学Ⅱ【火1金1】（FTZ04010）
Mechanics of Building Structures II
山崎雅弘（やまざきまさひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
静定ラーメン（１）：片持梁系ラーメン、単純梁系ラーメンについて解説する。
静定ラーメン（２）：３ピン式ラーメンについて解説する。
部材に生じる力の分布：部材に作用する荷重と軸方向力，せん断力，曲げモーメントの分布との関
係について解説する。
静定トラス（１）：切断法について解説する。
静定トラス（２）：節点法(図式解法）について解説する。
静定トラス（３）：節点法(算式解法）について解説する。
構造材料の力学的性質（１）：応力度，ひずみ度等について解説する。
構造材料の力学的性質（２）：材料の弾塑性特性と許容応力度について解説する。
断面の性質：断面1次モーメント，断面2次モーメント等について解説する。
部材の生じる応力度：軸方向力，曲げモーメント，せん断力と断面に生じる応力度との関係につい
て解説する。
部材の設計：引張材，曲げ材，圧縮材の設計について解説する。
偏心荷重を受ける圧縮材について解説する。
梁の変形：梁の変形を求める方法について解説する。
復習（１）：静定ラーメン，静定トラスに関する問題を課し，解説する。
復習（２）：材料の力学的性質，断面の性質，応力度，部材の設計等に関する問題を課し，解説す
る。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学Iの内容を復習しておくこと。予習として，
構造力学Ⅰの梁の問題について復習しておくこと。（配布資料p.75-78)（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.79-81)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，静定ラーメンの復習をしておくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.82-83,89-90)（標準学
習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.84-86)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.86-89)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.94-98)（標準学習時間
60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.99-104)（標準学習時
間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.105-112)（標準学習時
間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.113-120)（標準学習時
間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.121-124)（標準学習時
間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。



１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.125-126)（標準学習時
間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，配布資料で今回の講義内容を確認しておくこと。（配布資料p.127-133)（標準学習時
間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，第1回～第6回までの内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
予習として，第7回～第13回までの内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
復習として，授業で配布した全てのクイズをとき直しておくこと。

安全な建築を設計（構造設計）するための基本的な構造力学の知識を習得する。(建築学科学位授
与の方針Aに強く関与する）
最も単純な静定構造物である静定構造物に力が作用したときの応力および変形を求めることができ
る。（A）
静定ラーメン，静定トラス，応力度とひずみ度,座屈，梁の変形
実施する
課題（４０％）と最終評価試験（６０％）によって評価する．総計で60％以上を合格とする。

講義で資料を配布する
構造力学Ⅰ
適宜指示する．
山崎研究室　Ｂ３号館5階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
毎回課すクイズについては模範解答を配布しフィードバックを行う。
最終評価試験については，問題を解くために理解してくべき内容をMomo-campusに提示することに
よってフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してお
りますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。状況に応じて対応します。
元建設業勤務：授業内容が実務にどのように関係しているかを必要に応じて説明しながら講義する
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回

４回
５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回
１２回

１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

構造力学演習【火1金1】（FTZ04100）
Practice on Mechanics of Building Structures
山崎雅弘（やまざきまさひろ）
１年
2.0
演習

                                        授業内容
静定梁・静定ラーメン等の課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 3ピン式ラーメン等の課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。部材に生じる力の分布図を求める課題等をだし，解説す
る。
前回の課題の類似問題の小テストをする。静定トラス（切断法）等のの課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。静定トラス（節点法，図式解法）等のの課題をだし，解
説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。静定トラス（節点法，算式解法）等のの課題をだし，解
説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 応力度，ひずみ度等の課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 材料の弾塑性特性と許容応力度等についての課題をだ
し，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 断面1次モーメント，断面2次モーメント等についての
課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 断面に生じる力と応力度等の関係についての課題をだ
し，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 部材の設計についての課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 断面に偏心荷重が作用する場合等に関係する課題をだ
し，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 梁の変形等についての課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 総合的な範囲から基礎的課題をだし，解説する。
前回の課題の類似問題の小テストをする。 総合的な範囲から応用的課題をだし，解説する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して
おくこと。（標準学習時間60分）
前回の問題を解き直しておくこと。 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習して



１６回

講義目的

達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，授業で配布した全てのクイズをとき直しておくこと。

安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識として、静定構造物に荷重が作用したときの
応力と変形を求める方法の習得を確実なものとする。(建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
建築士試験の問題が確実に解けるようになる。（A）
力の合成・分解、支点反力、静定ラーメン、静定トラス，断面に生じる力，応力度，部材設計
実施する
講義の２～１５回で，毎回講義前に行う小テスト（40%)と最終評価試験（60%）で評価する。総計
で60％以上を合格とする。
講義で資料を配布する
構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ
適宜指示する。
山崎研究室　Ｂ３号館5階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
毎回課すクイズについては模範解答を配布しフィードバックを行う。
最終評価試験については，問題を解くために理解してくべき内容をMomo-campusに提示することに
よってフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してお
りますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。状況に応じて対応します。
元建設業勤務：授業内容が実務にどのように関係しているかを必要に応じて説明しながら講義する
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

構造力学Ⅲ【月2水2】（FTZ04200）
Mechanics of Building Structures III
山崎雅弘（やまざきまさひろ）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
構造力学ＩとⅡの復習をする。
柔性法（１）：１部材で変位に着目した解法を解説する。
柔性法（２）：１部材で回転角に着目した解法を解説する。
柔性法（３）：２部材の問題の解法を解説する。
たわみ角法（１）：基礎式について解説する。
たわみ角法（２）：片持ち梁の場合について解説する。
たわみ角法（３）：２部材，節点移動無し，中間荷重無しの構造物の場合について解説する。
たわみ角法（３）：２部材，節点移動無し，中間荷重有りの構造物の場合について解説する。
たわみ角法（４）：２部材，節点移動有り，中間荷重無しの構造物の場合について解説する。
たわみ角法（５）：門端ラーメンの場合について解説する。
固定モーメント法（１）：２部材の場合について解説する。
固定モーメント法（２）：３部材の場合について解説する。
固定モーメント法（３）：有効剛比，収束計算について解説する。
長方形ラーメンの曲げモーメントとせん断力の解法について解説する。
柔性法，たわみ角法，固定モーメント法について復習する。
最終評価試験

                                          準備学習
シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学IとⅡの内容を復習しておくこと。（標準学
習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）
復習として，前回の講義で配布したクイズの問題を写し，改めて回答できるか確認しておくこと。
（標準学習時間60分）

安全な建築を設計するための構造力学の知識を習得する． 不静定構造物の応力および変形を求め
る解法を習得する。(建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
簡単な不静定構造物の応力または変形を，柔性法，固定モーメント法，たわみ角法によって求める
ことができる。（A）



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

不静定構造物，応力，変形，柔性法，固定モーメント法，たわみ角法
実施する
課題（４０％）と最終評価試験（６０％）によって評価し６０％以上を合格とする．

特になし。
構造力学I、構造力学II
適宜指示する．
山崎研究室　Ｂ３号館5階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
毎回課すクイズについては模範解答を配布しフィードバックを行う。
最終評価試験については，問題を解くために理解してくべき内容をMomo-campusに提示することに
よってフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してお
りますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。状況に応じて対応します。
元建設業勤務：授業内容が実務にどのように関係しているかを必要に応じて説明しながら講義する
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

構造力学Ⅳ【火4木3】（FTZ04300）
Mechanics of Building Structures IV
小林正実（こばやしまさみ）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション（講義計画・内容の説明）を行う。鋼材の応力ー歪関係を、DVD鋼材の材料試
験編を使って、説明する。
曲げモーメントによる応力度の復習をする。
単純梁の塑性崩壊と断面の全塑性モーメント（長方形断面）を説明する。
断面の全塑性モーメント（Ｈ型断面、箱形断面）を説明する。
仮想仕事の原理による塑性崩壊荷重の計算を説明する。
不静定梁の塑性崩壊を説明する。
複数の崩壊機構を有する不静定梁の塑性崩壊を説明する。
門形ラーメン（１層１スパン）の塑性崩壊を説明する。
長方形ラーメン（２層、２スパン）の塑性崩壊を説明する。
単純梁の塑性崩壊の卓上実験を、教室で班ごとに実施する。
梁のたわみ曲線の復習をする。
オイラー座屈荷重の誘導を説明する。
各種の材端条件についての座屈荷重、座屈長さを説明する。DVD座屈編を使って説明する。
オイラー座屈荷重の卓上実験を、教室で班ごとに実施する。
骨組の座屈（骨組中の柱の座屈長さ）を説明する。
1回～15回までの総括を説明し、最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
教科書第２部2.1.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
構造力学Ⅱ教科書第3章3の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部2.2.1,3.1.1,3.1.2,3.2または事前配布資料の指示した箇所を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部2.2.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部3.2,3.3または事前配布資料の指示した箇所を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
事前配布資料の指示した箇所を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部3.3を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部3.4.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部5.3または事前配布資料の指示した箇所を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
3回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
構造力学Ⅱ教科書第3章4の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３部2.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３部2.2または事前配布資料の指示した箇所を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
12回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
事前配布資料の指示した箇所を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
1回～15回までの内容をよく整理し復習ておくこと

鋼構造物の耐震安全性は、構成部材の強さ（耐力）のバランスのとれた配置に左右される。部材や
構造物の耐力を支配するのは全塑性応力と座屈であり、本講義は、その基礎的考え方を身につける



達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ことを目的としている。（建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
１級建築士試験問題レベルの塑性解析・座屈の計算問題を解くことができる。（A）
塑性崩壊、座屈、建物の終局状態
実施する
講義ごとの演習課題４０％、最終評価試験６０％により成績を評価し、総計で６０％以上を合格と
する。
建築鋼構造－その理論と設計－／井上一朗、吹田啓一郎／鹿島出版会／978-4-306-03344-3
・「構造力学I」、「構造力学II」、「構造力学III」を受講していることが望ましい。
・本科目に引き続き「鋼構造」を履修することが望ましい。
テキスト建築構造力学Ⅱ／阪口理他／学芸出版社：構造力学Ⅰ／田口武一／昭晃堂
Ｂ３号館５階　小林研究室　メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp
・配布資料は、授業開始時に配布する。
・毎講義ごとに演習課題を課す。回収した答案は、採点の上、次回に返却する。その際、「再提出
」と記載されている場合は、間違いを修正し、空欄でできていないところを解答し、授業終了時に
提出すること。なお、次々回またはその次の回に模範解答を配布するが、模範解答配布後の再提出
は認めない。
実験
・単純梁の塑性曲げ試験を、講義室内で実施する。卓上で使用できる加力装置により行う。まず、
試験方法を教員が説明し、それに従って、加力、計測、記録とも学生諸君が分担する。試験体は２
体で、５回の加力ごとに担当を交代し、なるべく多数が参加できるようにする。講義で修得した計
算方法による結果と実験結果を比較する。
・講義ごとの演習課題については、次回に返却するとともに模範解答を配布しフィードバックを行
う。
・最終評価試験については、模範解答を、研究室前に掲示する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
特になし
・講義資料は講義開始時に配布する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

鋼構造【月3木1】（FTZ04400）
Steel Structure
小林正実（こばやしまさみ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明）を行う。様々な鋼構造建築を説明する。ＤＶＤ
で鉄骨建築の建設を説明する。
鋼材の性質を説明する。ＤＶＤ鋼材の材料試験編を使用する。
鋼構造骨組の概要（軸組と接合部）、部材断面の種類と用途を説明する。
部材断面の諸係数を説明する。
曲げ材（単純梁）の耐力を説明する。
ブレースの引張耐力と圧縮耐力を説明する。
鋼構造部材のせん断応力とせん断耐力を説明する。
接合部パネルのせん断応力と耐力を説明する。
中心圧縮材の非弾性座屈、残留応力の影響を説明する。
梁の横座屈を説明する。DVD梁の横座屈を使用する。
接合部の概要、溶接接合の概要を説明する。DVD接合編を使用する。
溶接接合部の耐力を説明する。
高力ボルト接合の概要を説明する。DVD高力ボルト摩擦接合を使用する。
高力ボルト摩擦接合の耐力を説明する。
柱脚を説明する。
1回～15回までの総括を説明し、最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
建築材料で学習したスチールの性質を復習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第１部３章を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第１部４章を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
構造力学IIで学習した断面の性質と曲げモーメントによる応力度を復習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第１部５章5.2.1を予習しておくこと
構造力学Ⅳで学習した単純梁の塑性崩壊を復習しておくこと（標準学習時間５０分）
教科書第１部５章5.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
構造力学II教科書の第3章3の梁のせん断応力度を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２部２章2.6を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３部２章2.8、第４部２章2.1.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３部５章5.2～5.3を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第４部３章3.2,3.3.1,3.3.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第４部３章3.3.5,3.3.6を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第４部３章3.4.1,3.4.2(1)(2)を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第４部３章3.4.2(3)(4)を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第４部３章3.5に目を通しておくこと
（標準学習時間５０分）
1回～15回までの内容をよく整理し復習しておくこと

鋼材は低層建築から高層建築まで幅広い建物の構造材料として用いられている。本講義では、鋼材
の製造・物性から鋼構造の設計に至るまでの基本事項を解説する。（建築学科学位授与の方針Aに



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

強く関与）
1) 鋼構造骨組の成り立ちや接合部の詳細について記述できる。（A）
2) 鋼構造部材や接合部の設計に関する1級建築士試験問題レベルの計算問題が解ける。（A）
鋼材の性質、部材耐力、骨組耐力、塑性崩壊、座屈
実施する
1), 2)とも、講義ごとの演習課題４０％、最終評価試験６０％により成績を評価し、総計で６０％
以上を合格とする。
建築鋼構造－その理論と設計－／井上一朗、吹田啓一郎／鹿島出版会／978-4-306-03344-3
「構造力学I」、「構造力学II」、「構造力学III」、「構造力学IV」を受講していることが望まし
い。
最新建築構造入門／青木博文監修／実教出版／978-4-407-30457-2
Ｂ３号館５階　小林研究室　メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp
・配布資料は、授業開始時に配布する。
・毎講義ごとに演習課題を課す。回収した答案は、採点の上、次回に返却する。その際、「再提出
」と記載されている場合は、間違いを修正し、空欄でできていないところを解答し、授業終了時に
提出すること。なお、次々回またはその次の回に模範解答を配布するが、模範解答配布後の再提出
は認めない。
特になし

・講義ごとの演習課題については、次回に返却するとともに模範解答を配布しフィードバックを行
う。
・最終評価試験については、模範解答を、研究室前に掲示する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
特になし
特になし



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回
５回

６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

鉄筋コンクリート構造【火1金3】（FTZ04500）
Reinforced Concrete Structure
中西啓二（なかにしけいじ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
①オリエンテーション：授業の進め方，授業内容，成績評価方針について説明する。
②鉄筋コンクリートの歴史について学習し，日本における鉄筋コンクリート技術の発展と適用範囲
を理解する。
③鉄筋コンクリート構造の特徴を学習し，長所・短所を理解する。
①鉄筋とコンクリートの材料について，種類，製造方法，力学特性などを学習し，構造計算の適用
方法について理解する。
②鉄筋とコンクリートの付着について学習し，付着の重要性と構造計算法を理解する。
①圧縮軸力と引張軸力を受けるＲＣ柱のコンクリートと鉄筋の軸力分担率の計算方法を理解する。
①曲げを受けるＲＣ梁の断面のひずみと応力度の関係を理解し，引張鉄筋の設計方法を理解する。
①曲げと軸力を受けるＲＣ柱の断面のひずみと応力度の関係を理解し，断面の設計方法を理解する
。
①せん断力を受けるＲＣ部材のせん断力の伝わり方，破壊形式，せん断補強方法を理解する。
①耐震壁の構造について理解し，耐震壁の設計法，開口補強の設計法について理解する。
①柱梁接合部の構造について理解し，設計法について理解する。
①基礎の構造について理解し，設計法について理解する。
①床スラブの構造について理解し，設計法について理解する。
①ＲＣ部材のせん断終局強度と付着割裂破壊について理解し，設計法について理解する。
①ＲＣ部材の力と変形について理解し，設計法について理解する。
①ＲＣ構造の性能と構造設計の考え方について理解し，設計法について理解する。
プレキャストコンクリート，プレストレストコンクリート,混合構造についてを理解する。
プレキャストコンクリート工場の製作現場を見学し、製作過程を理解する
最終評価試験を実施し，試験後に模範解答を配布して解説を行う。

                                          準備学習
予習：シラバスにより全体を把握し、教科書第１章をよく読んで自分の関心のあることをまとめて
おくこと。
復習：鉄筋コンクリートの世界と日本における発展の歴史と，鉄筋コンクリートの長所短所を調べ
てまとめておくこと。（標準学習時間90分）
予習：教科書第２章をよく読んで，鉄筋とコンクリートの種類と適用例，組成，力学特性をまとめ
ておくこと。
復習：鉄筋とコンクリートのヤング係数，ポアソン比，強度をまとめておくこと。
③教科書第2章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第３章をよく読んで，鉄筋とコンクリートの軸力分担率の計算方法を調べてまとめて
おくこと。
復習：教科書第３章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第４章をよく読んで，曲げを受ける梁の計算方法を調べてまとめておくこと。
復習：教科書第４章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第５章をよく読んで，曲げと軸力を受けるＲＣ柱の計算方法を調べてまとめておくこ
と。
復習：教科書第５章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第６章をよく読んで，せん断力を受けるＲＣ部材の補強方法を調べてまとめておくこ
と。
復習：教科書第６章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第７章をよく読んで，耐震壁の設計方法を調べてまとめておくこと。
復習：教科書第７章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第８章をよく読んで，柱梁接合部の設計方法を調べてまとめておくこと。
復習：教科書第８章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第８章をよく読んで，基礎構造の設計方法を調べてまとめておくこと。
復習：教科書第８章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第８章をよく読んで，床スラブの設計方法を調べてまとめておくこと。
復習：教科書第８章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第９章をよく読んで，せん断終局強度と付着割裂破壊の設計方法を調べてまとめてお
くこと。



１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

復習：教科書第９章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第10章をよく読んで，部材の力と変形について調べてまとめておくこと。
復習：教科書第10章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：教科書第11章をよく読んで，構造設計法について調べてまとめておくこと。
復習：教科書第11章の演習問題を独力で解けるようにすること。（標準学習時間90分）
予習：配布資料に基づき，ＰＳ構造，Ｐｃa構造，混合構造について調べておくこと。
復習：配布する演習問題を解くこと。（標準学習時間90分）
（標準学習時間50分）
予習：配布資料でＰＣ工場の予習をし，見学時の質問をまとめておくこと。
（標準学習時間90分）

コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的な知識・力学性状とともに
、建物への適用性や、コンクリートを活用したPC構造、SRC構造、高層RC造なども実例を含めて身
につける。
（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与）
コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的知識を説明できる。（Ａ）
 鉄筋コンクリート造柱・梁・壁・床・基礎などの基礎的力学的性能や設計法を説明できる。（Ａ
）
 PC構造、SRC構造、PCaRC造などの構造を説明できる。（Ａ）
鉄筋コンクリート構造、応力度とひずみ度、曲げモーメント、せん断力、軸力、構造設計、ひび割
れ、耐震壁、PC構造、SRC構造、PCa工法、ＰＳ構造，混合構造
実施する
毎回の講義時の演習点（30％）と最終評価試験（70％）により評価し、総計で60%以上を合格とす
る。
新版「初めて学ぶ鉄筋コンクリート構造」／林　静雄　編著／市谷出版社／978-4-87071-150-1
構造力学、建築材料，建築生産
日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010」
B3号館5階中西研究室　直通電話086-256-9535　メール：nakanishi@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー：月曜日２限
・講義資料，確認テストは毎回配布する。
・確認テストは講義の最初に２０分で実施し，それの提出をもって出席とする。したがって２０分
以上遅刻したものは欠席とする。
・授業の前にかならず教科書をよく読んで予習ノートを作成し，授業では疑問点をなくすようにし
てください。

毎回行う確認テストは第１５回目の講義で返却し，模範解答を配布して解説する。
最終評価試験についても試験後に模範解答を配布して解説を行う。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
ア）元清水建設に勤務
イ）構造設計実務の経験を活かして，ＲＣ構造の構造設計法について講義する。
・必要に応じ講義プリントを配布します。
・毎回講義の最後に演習を行い，次回講義時に模範解答を配布・解説しフィードバックを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

木質構造【火4金4】（FTZ04600）
Wooden Structure
小林正実（こばやしまさみ）,長瀬正＊（ながせただし＊）,河崎弥生＊（かわさきやよい＊）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーションを行う。木造住宅のしくみと特徴（１）在来軸組構法の概要を説明する。 （
小林　正実）

（小林　正実）
木材の性質・木質材料を説明する。 （河崎　弥生＊）

（河崎　弥生＊）
木造住宅のしくみと特徴（２）在来軸組構法の部材の接合を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
壁の設計（１）壁の種類、壁倍率を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
壁の設計（２）地震力に対して必要な壁量を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
壁の設計（３）風圧力に対して必要な壁量を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
壁の設計（４）４分割法を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
曲げ材の設計（１）曲げおよびせん断の検討を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
曲げ材の設計（２）たわみの検討を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
柱の設計を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
床の設計を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
木造住宅の耐震診断を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
伝統的木造建築のしくみを説明する。 （長瀬　正＊）

（長瀬　正＊）
枠組壁構法、プレハブ構法の概要を説明する。 （小林　正実）

（小林　正実）
伝統的木造建築の保存修理を説明する。 （長瀬　正＊）

（長瀬　正＊）
1回～15回までの総括を説明し、最終評価試験を実施する。 （小林　正実）

（小林　正実）

                                          準備学習
建築概論で学習した木構造の軸組・小屋組を復習しておくこと
（標準学習時間５０分）



２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

建築材料で学習した木材の性質を復習し、また、事前に配布する参考書第２章を予習すること
（標準学習時間５０分）
事前に配布する資料のうち、木材の接合のところを予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第５章5.2.2序文・例題を予習すること
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第５章5.2.3a,bを予習すること
（標準学習時間５０分）
4回、5回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第５章5.2.3cを予習すること
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第４章4.6.1a,b,cを予習すること
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第４章4.5.2,4.6.1例題を予習すること
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第４章4.3を予習すること
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第７章7.3.1～7.3.4を予習すること
（標準学習時間５０分）
4回～7回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
1回～3回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
事前に配布する参考書第１章1.3,1.4を予習すること
（標準学習時間５０分）
事前配布資料を予習すること
（標準学習時間５０分）
1回～15回までの内容をよく整理し復習しておくこと

我が国の木造建築は、竪穴高床住居から社寺楼閣と最近の大空間構造まで、長い歴史と多様な展開
を示している。本講義は、木質構造の大半を占める在来軸組構法を主な内容とし、そのしくみや設
計方法について詳しく解説する。とくに耐震性の検討については課題を課す。また、その他の木造
住宅の構法や、伝統的木造についても、そのしくみを解説する。（建築学科学位授与の方針Aに強
く関与）
1) 木質構造の大半を占める在来軸組構法のしくみや設計方法を記述できる。（A）
2) 日本の伝統建築のしくみについても記述できる。（A）
木質材料、木造住宅、木材の接合、壁量計算、部材の設計、伝統木造
実施する
1), 2)とも、講義ごとの演習課題30%、最終評価試験70%により成績を評価し、総計で60％以上を合
格とする。
使用しない
「構造力学I」、「構造力学II」、「建築概論」、「建築材料」を受講していることが望ましい。
木質構造／杉山英男編著／共立出版／978-4-320-07701-0
世界で一番やさしい木構造／山辺豊彦／エクスナレッジ／978-4-7678-0841-3
Ｂ３号館５階　小林研究室　メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp
・配布資料は、授業開始時に配布する。
・毎講義ごとに演習課題を課す。回収した答案は、採点の上、次回に返却する。その際、「再提出
」と記載されている場合は、間違いを修正し、空欄でできていないところを解答し、授業終了時に
提出すること。なお、次々回またはその次の回に模範解答を配布するが、模範解答配布後の再提出
は認めない。
特になし

・講義ごとの演習課題については、次回に返却するとともに模範解答を配布しフィードバックを行
う。
・最終評価試験については、模範解答を、研究室前に掲示する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・長瀬正　ア）元竹中工務店勤務　イ）構造設計部部長、唐招提寺金堂保存修理の実務経験を活か
し、伝統木造のしくみと保存修理の実際を講義する。
・河崎弥生　ア）岡山県森林研究所勤務　イ）県の研究所で木質工学分野の新製品開発に携わって
きた経験を活かし、木材学について、開発や実務との関わりもまじえて講義する。
特になし



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

耐震･耐風設計【火1金1】（FTZ04800）
Earthquake and Wind Resistant Design
小林正実（こばやしまさみ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明）を行う。振動理論の基礎知識を説明する。
地震学の基礎（震度、マグニチュード、地震波、断層）を説明する。
１層建物の自由振動を説明する。
減衰を考慮した１層建物の自由振動を説明する。
１層建物の調和地動による応答と共振現象を説明する。
２層建物の自由振動と固有周期を説明する。
２層建物の調和地動による応答１（運動方程式）を説明する。
２層建物の調和地動による応答２（刺激係数）を説明する。
中間試験を行うので、1回～8回までの内容をよく理解し整理しておくこと。試験終了後に出題内容
について解説を行う。
１層建物の地震波に対する応答解析を説明する。
地震応答スペクトル、設計用応答スペクトルを説明する。
応答スペクトルによる地震応答予測（理論）を説明する。
応答スペクトルによる地震応答予測（例題）を説明する。
ねじれ振動と偏心率を説明する。
耐風設計を説明する。
1回～15回までの総括を説明し、最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
教科書の第１章を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
事前に配布するプリントを予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２章2.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２章2.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第２章2.3を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３章3.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３章3.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
7回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
1回～8回までの内容をよく整理し復習しておくこと
（標準学習時間１５０分）
教科書第４章4.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第４章4.3、第５章5.1を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第５章5.2を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
12回の復習をしておくこと
（標準学習時間５０分）
教科書第３章3.3を予習しておくこと
（標準学習時間５０分）
事前に配布するプリントを予習しておくこと
（標準学習時間５０分）

地震に対する応答を具体的に評価し、建築物の各部を設計する耐震設計の基本的なプロセスを修得
させる。耐風設計の基礎知識も習得させる。（建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
２層程度の小規模な建物について地震応答の計算ができる。（A）



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

自由振動、固有値、強制振動、応答スペクトル、地震動、地震応答
実施する
講義ごとの演習課題３０％、中間試験３０％、最終評価試験４０％により成績を評価し、総計で６
０％以上を合格とする。
建築の振動　初歩から学ぶ建物の揺れ／西川孝夫ほか／朝倉書店／978-4-254-26873-7
・「代数学I」、「代数学II」、「構造力学I」、「構造力学II」、「構造力学III」、「構造力学I
V」を受講していることが望ましい。
・高等学校で「数学III」を履修していることが望ましい。
適宜指示する
Ｂ３号館５階 小林研究室　メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp
・配布資料は、授業開始時に配布する。
・中間試験を実施する。諸般の事情で中間試験の実施日に出席できない場合、事前に担当教員と相
談すること。また、中間試験当日に、病気・怪我等の事情により、欠席した場合も、速やかに担当
教員に連絡すること。
・毎講義ごとに演習課題を課す。回収した答案は、採点の上、次回に返却する。その際、「再提出
」と記載されている場合は、間違いを修正し、空欄でできていないところを解答し、授業終了時に
提出すること。なお、次々回またはその次の回に模範解答を配布するが、模範解答配布後の再提出
は認めない。
特になし

・講義ごとの演習課題については、次回に返却するとともに模範解答を配布しフィードバックを行
う。
・最終評価試験については、模範解答を、研究室前に掲示する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
特になし
特になし



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60

建築基礎構造【水3金3】（FTZ04900）
Foundation Engineering
山崎雅弘（やまざきまさひろ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
基礎構造について概説する。
土質と地下水について解説する。
土の圧縮と圧密について解説する。
土のせん断強さと土圧について解説する。
地中応力について解説する。
地盤調査について解説する。
直接基礎の設計について解説する。
直接基礎の鉛直支持力について解説する。
直接基礎の沈下について解説する。
基礎フーチングの設計法について解説する。
杭基礎の分類について解説する。
鉛直方向荷重に対する杭基礎の設計について解説する。
杭基礎の鉛直支持力における問題について解説する。
水平方向荷重に対する杭基礎の設計について解説する。
総復習をする。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
テキスト第１章を読んでおくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第２章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第３章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第４章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第５章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第６章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，、テキスト第７章を読ん
でおくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第８章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第９章を読んで
おくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第１０章を読ん
でおくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第１１章を読ん
でおくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第１２章を読ん
でおくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第１３章を読ん
でおくこと。（標準学習時間60分）
復習として，前回に配布したクイズをとき直しておくこと。予習として，テキスト第１４章を読ん
でおくこと。（標準学習時間60分）
これまでの講義内容を復習しておくこと。（標準学習時間60分）

土質力学とそれに基づく基礎構造の支持力を評価し設計する方法を習得する。(建築学科学位授与
の方針Aに強く関与）
簡単な基礎構造の設計が可能となる。（A）
土質力学、直接基礎、杭基礎
実施する
課題（４０％）と最終評価試験（６０％）によって評価する．総計で60％以上を合格とする。



点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

建築学構造シリーズ　建築基礎構造／冨永晃司／オーム社
特になし
適宜指示をする．
山崎研究室　Ｂ３号館5階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
・授業の最後に，その授業で解説した内容についてクイズを出す。受講者間の相談や教員への質問
を通して，理解が不十分な点を補う。
毎回課すクイズについては模範解答を配布しフィードバックを行う。
最終評価試験については，問題を解くために理解してくべき内容をMomo-campusに提示することに
よってフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してお
りますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。状況に応じて対応します。
元建設業勤務：授業内容が実務にどのように関係しているかを必要に応じて説明しながら講義する
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回

１２回

１３回
１４回

１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

構造計画【火2金2】（FTZ05000）
Structural Planning
中西啓二（なかにしけいじ）
４年
2.0
講義

                                        授業内容
①オリエンテーション：授業の進め方，授業内容，成績評価方針について説明する。
②構造設計と構造計画の役割について理解する。
③構造設計法の歴史について学習し，日本における建築基準法と構造設計法の発展と適用範囲を理
解する。
①構造形式，構造の種類について理解する。
②構造計画の方法およびＲＣ建物の断面計画，構造計算のプロセスについて理解する。
①鉄筋コンクリート構造，鉄骨増，基礎構造について材料の許容応力度の決め方について理解する
。
①建築物に作用する固定荷重，積載荷重，積雪荷重，風荷重について理解する。
①建築物に作用する地震荷重，荷重組み合わせについて理解する。
①鉄筋コンクリート構造の梁の構造計算の進め方（許容応力度計算）について理解する。
①鉄筋コンクリート構造の柱の構造計算の進め方（許容応力度計算）について理解する。
①鉄筋コンクリート構造のスラブ，耐震壁，基礎の構造計算の進め方（許容応力度計算）について
理解する。
①鉄骨構造の構造計算の進め方（許容応力度計算）について理解する。
①２次設計の構造計算の進め方について理解する。
①鉄筋コンクリート構造の構造計算例について，建築物の概要～荷重計算までの過程について理解
する。
①鉄筋コンクリート構造の構造計算例について，設計ルート～応力計算までの過程について理解す
る。
①鉄筋コンクリート構造の構造計算例について，梁と柱の断面算定について理解する。
①鉄筋コンクリート構造の構造計算例について，スラブ，耐震壁，基礎，２次設計までの過程につ
いて理解する。
前回までの演習について模範解答を配布して解説する。
最終評価試験を実施し，試験後に模範解答を配布して解説を行う。

                                          準備学習
予習：シラバスにより全体を把握し、教科書第１章をよく読んで自分の関心のあることをまとめて
おくこと。
復習：日本の自身被害と耐震設計基準の歴史を調べてまとめておくこと。（標準学習時間60分）
予習：教科書第２章をよく読んで，構造形式の種類，構造計画のポイント，構造計算のプロセスを
まとめておくこと。
復習：適用建築物と耐震設計法の関係についてをまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
予習：教科書第３章をよく読んで，鉄筋コンクリートの材料であるコンクリートと鉄筋，また鉄骨
構造に用いられる鋼材の許容応力度についてまとめておくこと。
復習：コンクリート，鉄筋，鉄骨の許容応力度についてまとめておくこと。
（標準学習時間60分）
予習：教科書第４章をよく読んで，各種荷重の取り扱いについてまとめておくこと。
復習：４章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第４章をよく読んで，地震荷重の計算法，荷重組み合わせについてまとめておくこと
。
復習：４章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第５章をよく読んで，鉄筋コンクリート梁の構造設計法についてまとめておくこと。
復習：５章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第５章をよく読んで，鉄筋コンクリート柱の構造設計法についてまとめておくこと。
復習：５章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第５章をよく読んで，鉄筋コンクリートスラブ，耐震壁，基礎構造の構造設計法につ
いてまとめておくこと。



９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

復習：５章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第５章をよく読んで，鉄骨構造の構造設計法についてまとめておくこと。
復習：５章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第５章をよく読んで，２次設計についてまとめておくこと。
復習：５章巻末の練習問題を解いて説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第6章をよく読んで，鉄筋コンクリート構造の計算例についてまとめておくこと。
復習：６章の構造計算例について説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第6章をよく読んで，鉄筋コンクリート構造の計算例についてまとめておくこと。
復習：６章の構造計算例について説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第6章をよく読んで，鉄筋コンクリート構造の計算例についてまとめておくこと。
復習：６章の構造計算例について説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
予習：教科書第6章をよく読んで，鉄筋コンクリート構造の計算例についてまとめておくこと。
復習：６章の構造計算例について説明できるようにすること。
（標準学習時間90分）
復習：前回までの演習テストについて間違ったところを重点的に復習して説明できるようにするこ
と。
（標準学習時間90分）

建物の構造設計の基本計画から実施設計までを実務的に理解する。構造計画の要点、手順およびそ
の留意点について実例を念頭におき理解する。
（建築学科学位授与の方針Ｅに強く関与）
各種構造の特徴とその構造計画上の重要ポイントを説明できる。
建築基準法に準拠した建物の構造計算方法を説明できる。（Ｅ）
構造設計、RC構造、S造、耐震、制震、免震
実施する
講義の演習(30%)と最終評価試験(70%)により評価し、総計で60%以上を合格とする。

「図説建築構造設計」／植村典人・藤田光男・大津秀夫　著／学芸出版／978-4-7615-2607-8
鉄筋コンクリート構造、鋼構造、耐震・耐風設計
和田章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版
建築構造ポケットブック：共立出版
「鉄筋コンクリート構造の設計」日本建築学会関東支部
「鉄骨構造の設計」日本建築学会関東支部
「基礎構造の設計」日本建築学会関東支部
「RC建築構造の設計」日本建築構造技術者協会
「Ｓ建築構造の設計」日本建築構造技術者協会
B3号館5階中西研究室　直通電話086-256-9535　メール：nakanishi@archi.ous.ac.jp
オフィスアワー：月曜日２限
・講義資料，確認テストは毎回配布する。
・確認テストは講義の最初に２０分で実施し，それの提出をもって出席とする。したがって２０分
以上遅刻したものは欠席とする。
・授業の前にかならず教科書をよく読んで予習ノートを作成し，授業では疑問点をなくすようにし
てください。

毎回行う確認テストは第１５回目の講義で返却し，模範解答を配布して解説する。
最終評価試験についても試験後に模範解答を配布して解説を行う。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
ア）元清水建設に勤務



その他（注意・備考）
イ）構造設計実務の経験を活かして，構造計画について講義する。
・毎回の講義の最後に演習を行い，次回講義で模範解答を配布・解説しフィードバックを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回

５回
６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回
２回
３回
４回

５回
６回

７回

８回

９回

１０回

１１回
１２回

１３回

建築環境工学Ⅰ【火3金3】（FTZ05100）
Environmental Engineering for Architecture I
中山哲士（なかやまさとし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
ガイダンス：　建築環境工学で学ぶべきことは何かを理解する。また、環境工学Iで扱う範囲を理
解する。環境負荷の少ない建築とは、環境に適応した建築とは何かを理解する。
光環境（１）：光の特性と専門用語。自然採光や人工照明など光は建築環境に欠かせない要素であ
る。光について学ぶにあたり、基礎的な光の特性、専門用語について解説する。
光環境（２）明視環境の確保：明視環境としての光の機能、ものの見え方について解説する。
光環境（３）採光・昼光照明：窓から自然光を取り入れる場合や照明器具による照度計算を行うた
めの基礎を学ぶ。
光環境（４）採光計画：昼光照明による建築開口・窓の計画について学ぶ。
光環境（５）間接照度の計算／人工照明：人工光源を利用した照明計画、照明方法、について概説
する。光束法を用いた照明設計方法について概説する。
［演習問題］光環境：ここまでで学んできた光環境について、演習問題を通して理解できるように
する。
色彩環境（１）色彩の表し方：　色彩に関する基礎的な知識を習得する。色彩の基礎的な表色系に
ついて解説する。
色彩環境（２）色彩計画：色彩や色彩の組み合わせによるものの見え方、心理的効果、建築との関
わりについて解説する。
音環境（１）音の性質と単位：音に関する基礎的な事項、音と人間、建築との関わり、良い音、悪
い音とは何かを解説する。
音環境（２）音の伝搬、騒音：音の伝搬に関わる物理音響学の基礎的な事項、音響・騒音に関わる
心理的な効果や評価法を解説する。
音環境（３）遮音と吸音：音を遮るための吸音、遮音の基礎的理論の理解と、応用について理解す
る。建築における遮音性能の評価方法を解説する。
音環境（４）音響計画：室内音響設計の基礎を解説する。一般的な部屋から音響ホールまで、適切
な音響計画の基礎を解説する。
振動　防音と防振：騒音、振動の基礎について概説する。建築的な計画、空調機による対策方法等
による騒音、振動対策について概説する。
［演習問題］色彩・音環境：ここまでで学んできた色彩、音環境について、演習問題を通して理解
できるようにする。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
教科書に目を通し、本講義で学ぶ範囲について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の基礎。特に光に関わる用語について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の光、環境心理分野について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の光・日射分野。特に採光・昼光照明について予習しておくこと。（標準学習時間60
分）
窓からの採光を行う際の計画法について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
人工照明を用いた照度計算と照明設計法、特に光束法を用いた照度計算法について予習しておくこ
と。（標準学習時間60分）
建築環境工学の光環境分野全般。これまでのテキスト、プリントを復習し、十分理解するようにす
ること。（標準学習時間60分）
建築環境工学の色彩。色彩の表色系、特にマンセル表色系、XYZ表色系について予習をしておくこ
と。（標準学習時間60分）
建築環境工学の色彩、環境心理分野。色彩対比や色彩同化など色彩の効果について予習しておくこ
と。テキスト、プリントは白黒なので、カラーの参考資料に目を通しておくとなおよい。（標準学
習時間60分）
建築環境工学の音分野。音に関わる基礎的な用語や単位を予習しておくこと。（標準学習時間60分
）
建築環境工学の音響学分野。音の伝わる原理について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の音響学分野。音を遮るための基礎的事項について予習しておくこと。（標準学習時
間60分）
建築環境工学の音響学分野。俗に言う優れた音響設計の建物にはどんなものがあるのか、予習して
おくこと。



１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標
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（標準学習時間60分）
建築環境工学の音響学、騒音分野。不快な騒音、振動とは何か、またこれの発生源、伝搬経路につ
いて調べておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の色彩分野、音環境分野全般。これまでのテキスト、プリントを復習し、十分理解す
るようにすること。（標準学習時間60分）
1回～15回までの内容をよく理解し整理しておくこと。

建築環境工学の中で、光環境と音環境に関して理解する。光環境では光の性質を活かした照明計画
、昼光照明、人工照明についての計画法、計算法を理解する。音環境については音の性質と特性を
活かした音響計画、騒音・振動対策について理解する。（建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
１）建築の光環境（日射のコントロール、人工照明）に関する基礎理論を説明できる(A)
２）音環境（音響、騒音・振動）に関する基礎理論を説明できる(A)
３）照明や音響に関わる基礎的な用語や計算方法を説明できる(A)
４）授業を通して、良質で快適な建築環境を創造、演出するための解決法を提案できる(A)
環境建築、自然採光、昼光率、日射遮蔽、グレア、暗順応・明順応、色彩、色標、音響、騒音、振
動
実施する
最終評価試験（80％）、小テスト（またはレポート）（20％）により評価し、総計で60％以上を合
格とする。
初学者の建築講座 建築環境工学（第三版）／倉渕隆著／市ヶ谷出版社／ISBN978-4-87071-024-5
建築環境工学I、建築環境工学II、建築設備I 、建築設備II
環境工学教科書＜第二版＞／環境工学教科書研究会編著／彰国社／ISBN 4-390-00516-0
B1号館5階 中山研究室　直通電話 086-256-9437 E-mail: nakayama(アットマーク)archi.ous.ac.j
p
・教科書に併せて毎回配付する配付資料に沿って講義を進める。
・毎回実施するミニテストを通して、講義内容を理解するようにする。
・講義には遅刻しないようにする。30分以上の遅刻は入室を認めない。また遅刻3回で欠席1回に換
算することもある。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を取り、証明書を添えて提出すれば欠席扱いとはしないこ
ともある。
毎回の講義の最後に実施するミニテスト、および講義2回で実施する［演習問題］を通して、物事
の理解を深めます。
・毎回のミニテストは返却しないが、講義内容を理解していれば解けるものなので、分からないこ
とは持ち越さないようにして下さい。
・演習問題については解説を行います。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

建築環境工学Ⅱ【月1水1】（FTZ05200）
Environmental Engineering for Architecture II
中山哲士（なかやまさとし）,芝原崇慶＊（しばはらたかよし＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
ガイダンス：建築環境工学IIで扱う範囲を解説する。建築や都市の熱環境の問題点などについて解
説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
温熱感 人体の熱的快適性：人体の熱平衡と温熱環境要素との関わりを概説し、快適な温熱環境と
は何かを概説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
建物の熱バランス（１）／熱移動の基礎：室内の熱の出入りと室温との関係を解説する。伝導、対
流、放射による熱の伝搬の基礎、および計算法を解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
建物の熱バランス（２）／多層壁の定常伝熱： 建築壁体での熱の流れを求める計算方法を解説し
、多層壁体の熱貫流抵抗、熱貫流率の計算法を解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
［演習問題］多層壁の定常伝熱：多層壁の熱貫流率や熱流量の算出、壁表面温度や壁体内温度分布
の計算法について演習問題を通して理解できるようにする。（中山哲士）

（中山　哲士）
湿り空気と空気線図・結露：空気中の湿気特性と表面結露との関係を解説し、壁の伝熱性能と併せ
て結露対策について解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
太陽の動き　太陽位置、日影・日照：太陽と地球との関係から地球に対する太陽の動きを解説する
。太陽位置の表記方法と計算方法を解説する。日影図を用いて建物にできる影の形が描けるように
する。（中山哲士）

（中山　哲士）
日射の利用と遮蔽（１）：太陽エネルギーの性質を学び、太陽エネルギーを熱として利用するため
の効果的な日射の利用方法と室内への日射熱侵入量を制御する効果的な遮蔽方法を解説する。（中
山哲士）

（中山　哲士）
日射の利用と遮蔽（２）：熱エネルギーとしての日射の特徴と建築における利用について解説する
。パッシブソーラーハウス、アクティブソーラーハウス。日射の遮蔽や利用を目的とした建築ファ
サードの事例を解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
空気環境（１）室内の空気と換気　換気効率と機械換気： 空気質の基礎や、換気の重要性を解説
する。（中山哲士）

（中山　哲士）
空気環境（２）室内の空気質と換気　室内空気の環境基準・自然換気と通風：建物内で発生する汚
染物質や室内の環境基準について解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
空気環境（３）汚染質濃度と換気／通風の力学：換気、通風にまつわる理論的な特徴と力学の基礎
を学ぶ。基礎的な室内換気、通風に関わる計算方法を解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
［演習問題］空気環境（室内空気汚染・換気）：ここまで学んできた空気環境について、演習を通
して理解できるようにする。（中山哲士）



１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回
７回
８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

（中山　哲士）
環境建築の設計法：環境建築を設計する上での具体的な設計手法について概説し、設計事例を通し
て実現された手法について説明する。本講義は設計の場で活躍する実務設計者を非常勤講師として
招き講義をしていただく予定。 （芝原崇慶＊）

（芝原　崇慶＊）
都市環境と大気汚染：都市における環境問題や汚染の状況、建築が考慮すべき問題点やクリマアト
ラスを活用した都市設計手法について解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
最終評価試験を実施する。（中山哲士）

（中山　哲士）

                                          準備学習
第2回目授業までに、本講義で扱う内容の範囲についてよく理解しておくこと。（標準学習時間60
分）
建築環境工学の基礎（温熱感）。温熱感に関わる温熱６要素について予習しておくこと。（標準学
習時間60分）
建築環境工学の伝熱の基礎。熱の流れる物理法則（熱力学第二法則）とは何か、理解しておくこと
。（標準学習時間60分）
建築環境工学の伝熱分野。熱貫流率、熱伝達率、熱伝導率などの用語を理解できるように予習して
おくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の伝熱計算。多層壁体の伝熱計算について問題を解けるように十分に復習しておくこ
と。（標準学習時間60分）
建築環境工学の基礎（湿り空気）と伝熱分野について予習をしておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の基礎（太陽位置）について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の基礎（太陽位置）、伝熱分野、ガラスの日射熱取得の性質について予習しておくこ
と。（標準学習時間60分）
建築環境工学の基礎（太陽位置）、伝熱分野。相当外気温度の概念ついて予習しておくこと。（標
準学習時間60分）
室内空気環境のの基礎的事項について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建物内で発生する汚染物質や室内の環境基準について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
室内換気、通風に関わる基礎的事項と計算方法について予習しておくこと。（標準学習時間60分）
建築環境工学の空気環境分野全般。これまでのテキスト、プリントを復習し、十分理解するように
すること。（標準学習時間60分）
環境高工学I、環境工学IIで扱われた内容を理解し、建築環境計画の手法について予習を行うこと
。（標準学習時間60分）
都市環境問題、特に大気汚染、都市の風環境、クリマアトラスについて予習しておくこと。（標準
学習時間60分）
1回～15回までの内容をよく理解し整理しておくこと。

建築環境工学の中で、熱環境と空気環境に関して理解する。熱環境では建築環境工学で用いる熱の
伝熱理論、湿り空気の特性、太陽エネルギー利用の基礎理論について理解する。空気環境について
は空気質と換気の基礎理論を理解する。（建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
１）建築の熱環境（気候、伝熱、湿気）に関する基礎理論を説明できる(A)
２）空気環境（空気質、換気）に関する基礎理論を説明できる(A)
３）気候と建築の関係、人体の温熱感覚と快適環境条件、建築の熱的な挙動を解析するための伝熱
や室内環境の基礎的な計算方法、結露の原理と防止方法、換気の基礎理論を説明できる(A)
４）授業を通して、良質で快適な建築環境を創造、演出するための解決法を提案できる(A)
温度、熱移動、湿気、熱負荷、断熱、気密、温熱環境、日射、太陽位置、換気、空気質、汚染物質
、通風、煙突効果、風環境
実施する
最終評価試験（80％）、小テスト（またはレポート）（20％）により評価し、総計で60％以上を合
格とする。
初学者の建築講座 建築環境工学（第三版）／倉渕隆著／市ヶ谷出版社／ISBN978-4-87071-024-5
建築環境工学I、建築環境工学II、建築設備I 、建築設備II
環境工学教科書＜第二版＞／環境工学教科書研究会編著／彰国社／ISBN 4-390-00516-0
B1号館5階 中山研究室　直通電話 086-256-9437 E-mail: nakayama(アットマーク)archi.ous.ac.j
p
・教科書に併せて毎回配付する配付資料に沿って講義を進める。
・毎回実施するミニテストを通して、講義内容を理解するようにする。



アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

・講義には遅刻しないようにする。30分以上の遅刻は入室を認めない。また遅刻3回で欠席1回に換
算することもある。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を取り、証明書を添えて提出すれば欠席扱いとはしないこ
ともある。
毎回の講義の最後に実施するミニテスト、および講義2回で実施する［演習問題］を通して、物事
の理解を深めます。
・毎回のミニテストは返却しないが、講義内容を理解していれば解けるものなので、分からないこ
とは持ち越さないようにして下さい。
・演習問題については解説を行います。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
【上記記述は消さないでください】



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

建築設備Ⅰ【月2水3】（FTZ05300）
Building Equipment I
坂本和彦（さかもとかずひこ）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
シラバスおよび建築設備の概要と役割を解説する。
給排水衛生設備の基礎知識について解説する。
給水設備のうち、給水方式、単位給水量、給水圧力について解説する。
給水設備のうち、給水設備の設計について解説する。
給水設備のうち、上水の汚染防止、配管材料について解説する。
給湯設備について解説する。
排水・通気設備のうち、排水方式、トラップの機能、通気方式について解説する。
排水・通気設備のうち、管径の決定、雨水排水、敷地排水について解説する。
衛生器具設備、排水処理設備、ガス設備について解説する。
電気設備のうち、基礎知識、受変電について解説する。
電気設備のうち、幹線、分岐回路、動力、コンセントについて解説する。
電気設備のうち、照明について解説する。
電気設備のうち、情報通信、雷保護について解説する。
搬送設備について解説する。
防災設備について解説する。

                                          準備学習
シラバスを確認し、何を学ぶかを把握しておくこと。
（標準学習時間30分）
教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.70～72）
（標準学習時間40分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.72～76）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.77～79）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.79～82）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.82～87）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.87～92）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.92～96）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.96～104）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.108～120）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.120～125、13
1～132）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.125～131）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.133～138）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.142～154）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.158～172）
（標準学習時間60分）

建築環境の快適性、利便性、安全性を確保するために設置される建築設備のうち、給排水衛生設備
、電気設備、搬送設備、防災設備について基礎的原理と知識について理解する。 
具体的には、給排水衛生設備では、給水、排水、給湯、衛生器具、ガスなどの各設備について、電
気設備では、照明、受変電などの強電、情報通信などの弱電、雷保護の各設備について、搬送設備



達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ではエレベータ、エスカレータについて、防災設備では、消防設備、排煙などについて理解し、建
築を学ぶ学生にとって不可欠な建築設備の技術的基盤を習得する。（建築学科学位授与の方針Ａに
強く関与）
1) 建築設備のうち、給排水衛生、電気、搬送、防災の各設備の主な基礎事項について説明できる
。（Ａ）
2) 建築設備（給排水衛生、電気、搬送、防災）に関する一級建築士試験相当問題が解答できる。
　（Ａ）
3) 建築設備の知識を通じて、環境保全や安全・安心に対する考えを述べることができる。（Ｃ）
給水方式、器具単位、受水槽、吐水空間、給湯方式、排水方式、通気管、トラップ、雨水排水、受
変電、照度、避雷針、エレベータ、エスカレータ、消防設備、スプリンクラ、火災報知器、排煙、
実施しない
授業時間中に実施する「今日の振返り」10％（達成目標１を評価）、「理解度確認テスト」10％（
達成目標２を評価）、各単元終了時に実施する「学修到達度確認テスト」80％（達成目標１，２，
３を評価）により成績を評価し、総計で得点率60％以上を合格とする。
図説 建築設備／村川三郎監修／学芸出版社／978-4-7615-2628-3
「建築環境工学Ⅰ」「建築環境工学Ⅱ」を受講していることが望ましい。
給排水衛生設備 計画設計の実務の知識／空気調和・衛生工学会編／オーム社
坂本研究室　B1号館5階509研究室
・グループディスカッション時には積極的に参加すること。
・授業時間内で「理解度確認テスト」「学修到達度確認テスト」を実施するが、不正行為に対して
厳格に対処する。
・講義の補足資料は講義開始時に配布する。
･授業中に、学修度確認のためのグループディスカッションを実施する。

・理解度確認テスト、学修到達度確認テストについては、講義中に模範解答を示しフィードバック
を行う。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。
元竹中工務店設計部門勤務：企業の設計部門での設備設計業務の経験を活かして、建築設備の基本
的な内容を具体的に講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回

４回

５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

建築設備Ⅱ【火3金2】（FTZ05400）
Building Equipment II
坂本和彦（さかもとかずひこ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
シラバスおよび空気調和設備の概要と役割を解説する。
空気調和設備の基礎知識として、熱的快適性や成績係数について解説する。
空調熱負荷計算(1)：空気調和設備計画の基礎となる熱負荷計算について、その概要および熱負荷
計算手法について解説する。
空調熱負荷計算(2)：冷房負荷計算（窓、外壁・屋根、内部発熱等の熱負荷計算）の手法を解説す
る。
湿り空気線図(1)：空気の物性値と空気線図について解説する。
湿り空気線図(2)：空気線図の使い方（暖房・加熱、加湿、冷却・除湿）について解説する。
空気調和システムの方式について概説し、その仕組みを解説する。
熱源方式(1)：熱源の種類およびボイラ、冷凍機の原理について解説する。
熱源方式(2)：冷凍機の種類について解説する。
熱源方式(3)：コージェネレーションシステムおよび蓄熱システムについて解説する。
空気調和装置について解説する。
空気搬送系(1)：ダクト空調、ダクトレス空調、特殊空調について解説する。
空気搬送系(2)：ダクト系および吹出口・吸込口について解説する。
換気設備について解説する。
空調配管および自動制御、省エネルギー対策について解説する。

                                          準備学習
シラバスを確認し、何を学ぶかを把握しておくこと。
（標準学習時間30分）
教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.20～23）
（標準学習時間40分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.24～25）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.25～28）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.28～30）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.30～32）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.32～35）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.36～41）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.41～44）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.44～46）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.46～49）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.50～53）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.53～57）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.59～62）
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、教科書で今回の講義内容を予習しておくこと。（教科書p.57～59, p.62
～65）
（標準学習時間60分）

建築環境の快適性、利便性、安全性を確保するために設置される建築設備のうち、省エネルギー上
も非常に重要であり、かつ手法が多岐にわたる空気調和設備について理解を深めるため、各システ



達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ムの原理や基礎ならびに設計手法について理解する。 具体的には、空気とはどんなものかを空気
線図を用いて理解し、空気を適度に調和させるためのシステムを設計するために、熱負荷計算、熱
源方式、空気搬送方式などについて理解し、建築を学ぶ学生にとって不可欠な建築設備の技術的基
盤を習得する。（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与）
1) 建築設備のうち、空気調和設備について主な基礎事項について説明できる。（Ａ）
2) 空気調和設備に関する一級建築士試験相当問題が解答できる。（Ａ）
3) 空気調和設備の知識を通じて、環境保全や安全・安心、省エネルギーに対する考えを述べるこ 
   とができる。（Ｃ）
快適性、湿り空気線図、冷凍機、ヒートポンプ、コージェネレーション、熱負荷計算、換気、ダク
ト、送風機、空調機、全熱交換器、吹出口、省エネルギー
実施しない
授業時間中に実施する「今日の振返り」10％（達成目標１を評価）、「理解度確認テスト」10％（
達成目標２を評価）、関連単元終了時に実施する「学修到達度確認テスト」80％（達成目標１，２
，３を評価）により成績を評価し、総計で得点率60％以上を合格とする。
図説 建築設備／村川三郎監修／学芸出版社／978-4-7615-2628-3
「建築環境工学Ⅰ」「建築環境工学Ⅱ」「建築設備Ⅰ」を受講していることが望ましい。
空気調和設備 計画設計の実務の知識／空気調和・衛生工学会編／オーム社
坂本研究室　B1号館5階509研究室
・グループディスカッション時には積極的に参加すること。
・授業時間内で「理解度確認テスト」「学修到達度確認テスト」を実施するが、不正行為に対して
厳格に対処する。
・講義の補足資料は講義開始時に配布する。
･授業中に、学修度確認のためのグループディスカッションを実施する。

・理解度確認テスト、学修到達度確認テストについては、講義中に模範解答を示しフィードバック
を行う。
・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。
元竹中工務店設計部門勤務：企業の設計部門での設備設計業務の経験を活かして、建築設備の基本
的な内容を具体的に講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

１７回

１８回

環境設備工学演習(再)【月3水3】（FTZ05500）
Exercise on Building Physics and Building Systems
中山哲士（なかやまさとし）,坂本和彦（さかもとかずひこ）
４年
2.0
演習

                                        授業内容
演習概論－演習方法について概説する。 室内環境（１） ：室内環境分野に関する講義を通して内
容を解説する。

（中山　哲士）
室内環境（２）：室内環境分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
換気、通風（１）：換気、通風分野に関する講義を通して内容を解説する。

（中山　哲士）
換気、通風（２）：換気、通風分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
伝熱と結露（１）：伝熱と結露分野に関する講義を通して内容を解説する。

（中山　哲士）
伝熱と結露（２）：伝熱と結露分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
日照・日射（１）：日照・日射分野に関する講義を通して内容を解説する。

（中山　哲士）
日照・日射（２）：日照・日射分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
採光・照明（１）：採光・照明分野に関する講義を通して内容を解説する。

（中山　哲士）
採光・照明（２）：採光・照明分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
色彩（１）：色彩分野に関する講義を通して内容を解説する。

（中山　哲士）
色彩（２）：色彩分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
音響・振動（１）：音響・振動分野に関する講義を通して内容を解説する。（中山哲士）

（中山　哲士）
音響・振動（２）：音響・振動分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
環境工学融合問題：環境工学融合問題分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（中山　哲士）
最終評価試験Ⅰを実施する。

（中山　哲士）
暖房・空調設備（１）：空調設備分野に関する講義を通して内容を解説する。 

（坂本　和彦）
暖房・空調設備（２）：空調設備分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。



１９回

２０回

２１回

２２回

２３回

２４回

２５回

２６回

２７回

２８回

２９回

３０回

３１回

３２回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回

（坂本　和彦）
暖房・空調設備（３）：空調設備分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（坂本　和彦）
暖房・空調設備（４）：空調設備分野に関する練習問題を実施し、解答について解説する。

（坂本　和彦）
給排水・衛生設備（１）：給排水・衛生設備分野に関する講義を通して内容を解説する。 

（坂本　和彦）
給排水・衛生設備（２）：給排水・衛生設備分野に関する演習問題を実施し、解答について解説す
る。 

（坂本　和彦）
給排水・衛生設備（３）：給排水・衛生設備分野に関する演習問題を実施し、解答について解説す
る。 

（坂本　和彦）
給排水・衛生設備（４）：給排水・衛生設備分野に関する練習問題を実施し、解答について解説す
る。 

（坂本　和彦）
電気設備（１）：電気設備分野に関する講義を通して内容を解説する。

（坂本　和彦）
電気設備（２）：電気設備分野に関する演習問題、練習問題を実施し、解答について解説する。 

（坂本　和彦）
搬送設備：搬送設備分野に関する演習問題、練習問題を実施し、解答について解説する。

（坂本　和彦）
消火・防災設備（１）：消火・防災設備分野に関する講義を通して内容を解説する。 

（坂本　和彦）
消火・防災設備（２）：消火・防災設備分野に関する演習問題、練習問題を実施し、解答について
解説する。 

（坂本　和彦）
省エネルギー・融合問題：省エネルギー分野に関する講義を通して内容を理解する。 

（坂本　和彦）
省エネルギー・融合問題：建築設備全般に関する演習問題を実施し、解答について解説する。

（坂本　和彦）
最終評価試験Ⅱを実施する。

（坂本　和彦）

                                          準備学習
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
第５回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）



１４回
１５回

１６回
１７回
１８回
１９回
２０回

２１回
２２回

２３回

２４回

２５回
２６回

２７回

２８回
２９回

３０回
３１回

３２回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書

関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰ、Ⅱを総合的に復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時
間60分）
1回～15回までの内容をよく理解し整理しておくこと。
建築設備Ⅱの復習をしておくこと。（標準学習時間60分）
第17回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
第18回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
第19回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
第21回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
第22回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
第23回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
教科書の該当範囲を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
17回～31回までの内容をよく理解し整理しておくこと。

建築環境と建築設備で習得した原理や知識を、演習を通してより習熟し、建築やシステムの設計に
生かす能力を習得する。（建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
・建築環境分野における、熱伝導や結露などの建築伝熱，太陽位置、日影曲線などの日照・採光，
照明や色彩などの視環境、温熱感と快適性，建築音響，換気と室内空気質（IAQ)等の建築設備の設
計に応用できる知識を説明できる(A)
・建築設備全般に関する一級建築士試験相当問題が解答できる。（Ａ）
断熱，防露、太陽位置、日影曲線，庇，昼光率，光束法，マンセル、距離減衰、残響時間、重量則
，PVD，SET*，換気効率、湿り空気、空気線図、器具単位、トラップ、空調設備、給排水衛生設備
、電気設備、搬送設備、省エネルギー
実施する
提出演習課題（10%）と最終評価試験Ⅰ、Ⅱ(90%)で評価する。総計で60％以上を合格とする。

合格対策　一級建築士受験講座　学科Ⅱ（環境・設備）／全日本建築士会編／地人書館／978-4-80
52-0893-9C3052
建築環境工学Ⅰ、建築環境工学Ⅱ、建築設備Ⅰ、建築設備Ⅱを受講していることが望ましい。
初学者の建築講座 建築環境工学（第三版）／倉渕隆著／市ヶ谷出版社／ISBN978-4-87071-024-5：
環境工学教科書＜第二版＞／環境工学教科書研究会編著／彰国社／ISBN 4-390-00516-0：図説 建
築設備／村川三郎監修／学芸出版社／978-4-7615-2628-3
B1号館5階 中山研究室　直通電話 086-256-9437 E-mail: nakayama(アットマーク)archi.ous.ac.j
p
坂本研究室　B1号館5階509研究室
・講義2回をセットとして毎回テーマに沿って1回目に講義、2回目に演習および解説を行う。
・一級建築士の資格試験に準じたレベルの問題をとおし、将来建築に携わる技術者として最低限理
解しておいて欲しい内容を抜粋したものです。
・講義には遅刻しないようにする。30分以上の遅刻は入室を認めない。また遅刻3回で欠席1回に換
算することもある。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を取り、証明書を添えて提出すれば欠席扱いとはしないこ
ともある。
毎回の講義の最後に実施するミニテスト、および講義2回で実施する［演習問題］を通して、物事
の理解を深めます。
・毎回の演習問題の答案は集めて集計します。
・演習問題については解説を行います。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



実務経験のある教員
その他（注意・備考）



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回
６回
７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

建築環境設計演習【火1金1】（FTZ05600）
Exercise on Building Environmental Design
中山哲士（なかやまさとし）
３年
2.0
演習

                                        授業内容
ガイダンス。講義を進めるに当たっての準備、予習方法について説明を実施する。
定常伝熱(1)： 壁・ガラスの貫流熱量、相当外気温度の計算方法について、演習問題を通して理解
する。
定常伝熱(2)：中空層の放射熱伝達、壁の表面温度・貫流熱量、窓開口部の遮蔽物の計算方法につ
いて、演習問題を通して理解する。
定常伝熱(3)：換気熱量、総合熱貫流率・熱損失係数、室温の計算、暖房負荷の計算方法について
、演習問題を通して理解する。
定常伝熱(4)：定常伝熱に関する応用演習(1) ：これまでの演習の応用として、実際の建物に近い
モデルについて解けるようにする。より複雑な要素で構成させる建築の計算方法を理解する。
定常伝熱(5)：定常伝熱に関する応用演習(2)：これまでの演習の応用として、実際の建物に近いモ
デルについて解けるようにする。特に熱損失係数など実際の建築の環境性能評価に使われる数値の
算出方法を理解する。
伝熱計算のまとめ：計算方法の解説と応用例により、活用方法を理解する。
湿気・結露(1)：湿り空気の用語と基礎理論、表面結露の計算方法について、演習問題を通して理
解する。
湿気・結露(2)：内部結露の計算方法について、演習問題を通して理解する。
湿気・結露のまとめ：計算方法の解説と応用例により、活用方法を理解する。
換気・通風：必要換気量の計算の計算方法について、演習問題を通して理解する。
換気・通風、演習のまとめ：計算方法の解説と応用例により、活用方法を理解する。
実験(1) ：室内環境の測定とPMVの算出：人工気候室を用いて作り出した室内環境を測定し、人体
の温熱環境指標であるPMVを算出する。実際の温熱感申告値との相違について分析する。
実験(2)：模型による熱損失係数の測定と算出：建築模型を作成し、模擬発熱体を用いて模型の熱
損失係数を実際に算出する方法を習得する。
実験のまとめ：測定計器を用いた実験を通して建築環境の測定法や測定結果を利用した分析の方法
について解説する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
関連講義である建築環境工学Ⅰ、建築環境工学Ⅱの講義内容を復習しておくこと。（標準学習時間
60分）
壁・ガラスの貫流熱量、相当外気温度の計算方法について、講義で配付した資料の他、建築環境工
学Ⅱの講義資料、参考書等を予習し講義に備えること。 （標準学習時間60分）
中空層の放射熱伝達、壁の表面温度・貫流熱量、窓開口部の遮蔽物の計算方法について、講義で配
付した資料の他、建築環境工学Ⅱの講義資料、参考書等を予習し講義に備えること。（標準学習時
間60分）
換気熱量、総合熱貫流率・熱損失係数、室温の計算、暖房負荷の計算方法について、講義で配付し
た資料の他、建築環境工学Ⅱの講義資料、参考書等を予習し講義に備えること。（標準学習時間60
分）
定常伝熱計算について、これまでの講義内容を復習し、講義に備えること。（標準学習時間60分）
定常伝熱計算について、これまでの講義内容を復習し、講義に備えること。（標準学習時間60分）
定常伝熱計算について、これまでの講義内容を復習し、講義に備えること。（標準学習時間60分）
湿り空気の用語と基礎理論、表面結露の計算方法について、講義で配付した資料の他、建築環境工
学Ⅱの講義資料、参考書等を予習し講義に備えること。（標準学習時間60分）
内部結露の計算方法について、講義で配付した資料の他、建築環境工学Ⅱの講義資料、参考書等を
予習し講義に備えること。（標準学習時間60分）
内部結露の計算方法について、講義で配付した資料の他、建築環境工学Ⅱの講義資料、参考書等を
予習し講義に備えること。（標準学習時間60分）
要換気量の計算の計算方法について、講義で配付した資料の他、建築環境工学Ⅱの講義資料、参考
書等を予習し講義に備えること。（標準学習時間60分）
換気・通風について、これまでの講義内容を復習し、講義に備えること。（標準学習時間60分）
室内環境の測定とPMVについての基礎的事項を、講義で配付した資料の他、参考書等を予習し講義
に備えること。（標準学習時間60分）
建築における熱損失とその原理についての基礎的事項を、講義で配付した資料の他、参考書等を予



１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

習し講義に備えること。（標準学習時間60分）
第１３回、１４回で実施した実験結果について、数値の意味する内容について予習し講義に備える
こと。（標準学習時間60分）
前回までの全ての講義内容を復習しておくこと。

室内環境や建築材料の建築環境工学的な形状や性能の基本的な測定法を学び、数値で表示された物
理用によってその性状や性能などを評価するための基本的な知識や技能を習得する。実験や演習を
通して設計法や測定の技能を学び、これまでの講義で得られた知識を総合して問題を発見し、解決
する方策を立案し、それを分かりやすく理論的に表現するための技能を習得する。（建築学科学位
授与の方針Aに強く関与）
１）具体的な建築を想定し、建築に快適な環境を与え持続可能で安全な建築を設計するための条件
を導くことが出来る(A)
２）日射制御設計、採光設計、断熱設計、結露防止設計、自然換気計算、気密性能評価と換気設計
、ホール・集会室の音響設計・室内騒音制御設計、自然エネルギーの建築への応用などについて解
決法を提案できる(A)
３）実験を通して、環境測定の方法を説明できる(A)
日射、採光、断熱、結露防止、換気、気密、光、音、室内熱環境、PMV、空気質
実施する
提出課題（50％）、最終評価試験（50％）により評価し、総計で60％以上を合格とする。

建築環境工学 演習編／田中俊六他著／井上書院／ISBN978-4-7530-1744-7：初学者の建築講座 建
築環境工学（第三版）／倉渕隆著／市ヶ谷出版社／ISBN978-4-87071-024-5
建築環境工学I、建築環境工学II、建築設備I 、建築設備II
環境工学教科書＜第二版＞／環境工学教科書研究会編著／彰国社／ISBN 4-390-00516-0：建築環境
工学実験用教材／日本建築学会／ISBN978-4-8189-2225-9：最新　建築環境工学［改訂4版］／田中
俊六他著／ISBN978-4-7530-1757-7
B1号館5階 中山研究室　直通電話 086-256-9437 E-mail: nakayama(アットマーク)archi.ous.ac.j
p
・全演習問題をやり遂げることで、全体の内容を理解する構成となっているので、毎回出席して下
さい。
・講義には遅刻しないようにする。30分以上の遅刻は入室を認めない。また遅刻3回で欠席1回に換
算することもある。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を取り、証明書を添えて提出すれば欠席扱いとはしないこ
ともある。その場合も演習問題のレポートは提出するようにして下さい。
毎回の講義で実施する［演習問題］を通して、物事の理解を深めます。また、講義の後半13回目以
降は実験を通し実際の理論を体感し理解する。
・毎回の演習問題については、採点し返却します。
・解説を通して内容を理解するようにして下さい。演習毎に内容を積み上げていきますので、分か
らないことを持ち越さないようにしてください。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回

６回
７回
８回
９回
１０回

１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回
１２回

１３回

１４回

１５回

建築設備設計演習【月3木3】（FTZ05700）
Exercise on Building Systems Design
坂本和彦（さかもとかずひこ）
３年
2.0
演習

                                        授業内容
事務所建物を想定して、建築設備の計画法・設計法の進め方を解説する。
照明設備設計法：事務所建築をモデルにして、照明設備を設計する手法を解説する。
照明設計演習：照明設備における照度計算・照明器具配置・配線設計などについて演習する。
給水設備設計法：事務所建築をモデルにして給水設備を設計する手法を解説する。
給水設備設計演習：主要な給水設備である受水槽・ポンプ仕様・配管サイズなどを選定する手法を
演習する。
熱負荷計算法：事務所建築をモデルにして、熱負荷を算出する手法を解説する。
熱負荷計算演習（１）：建築部位（外壁・窓・隙間風など）の熱負荷を算出する演習をする。
熱負荷計算演習（２）：内部熱負荷（人体・照明など）と外気負荷を算出する演習をする。
空気線図：空気線図を説明し、空気の状態変化を空気線図上で解説する。
空調機の選定：内部熱負荷と外気負荷を調整する空調機について解説し、空気の状態変化を空気線
図上に示す演習をする。
ダクトシステムの設計：ダクトサイズの決定や吹出口の配置などの設計手法について解説する。
ダクトシステム設計演習：ダクトサイズの決定や吹出口の配置などの設計手法について演習する。
空調システム設計演習（１）：事務所建築をモデルにして、空調機選定、ダクトサイズ決定、機器
配置など、空調システムの設計を総合的に演習する。
空調システム設計演習（２）：事務所建築をモデルにして、空調機選定、ダクトサイズ決定、機器
配置など、空調システムの設計を総合的に演習する。
設備設計図面の見方：各種建築設備図面を用いて、図面の構成や書き方のルールなどついて解説す
る。

                                          準備学習
建築設備全般について復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰ（照明設備）および建築環境工学Ⅰ（光環境）について復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回授業を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰ（給水設備）について復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）

建築設備Ⅱ（熱負荷計算）について復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回の講義内容および建築環境設計演習（定常伝熱）を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回の講義内容および建築環境設計演習（定常伝熱、換気・通風）を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅱ（空気線図）および建築環境設計演習（伝熱・結露）について復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）

建築設備Ⅱ（空調搬送システム）について復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）

前回までの講義内容を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回までの講義内容を復習しておくこと。
（標準学習時間60分）
前回までの講義内容を復習しておくこと。



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

（標準学習時間60分）

建築設備設計の代表的な課題（照明設備・給水設備・空気搬送設備）を通じ、実践的な設備設計手
法を学び、建築設備に関する応用技術を習得する。（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与）
1）標準的な建物をモデルとして、照明、給水、空気調和の各設備の基本的な部位の設計プロセス
を理解し、各設備の基礎事項が説明できる。（Ａ）
2) 演習を通して、各建築設備の基礎知識を設計に適用する手法を習得し、設備設計に反映するこ
とができる。（Ｄ）
設備設計図、照明設備、照度、給水設備、受水槽、空気調和設備、熱負荷計算、空気線図、ダクト
実施しない
授業時間中に実施する複数の「演習課題」100％（達成目標１，２を評価）により評価し、総計で6
0％以上を合格とする。
使用しない。
「建築環境工学Ⅰ」「建築環境工学Ⅱ」「建築設備Ⅰ」「建築設備Ⅱ」「建築環境設計演習」を受
講していることが望ましい。
図説 建築設備／村川三郎監修／学芸出版社／978-4-7615-2628-3
環境工学教科書／環境工学教科書研究会編著／彰国社
空気調和設備 計画設計の実務の知識／空気調和・衛生工学会編／オーム社 
給排水衛生設備 計画設計の実務の知識／空気調和・衛生工学会編／オーム社
坂本研究室　B1号館5階509研究室
・グループディスカッション時には積極的に参加すること。
・授業時間内で「演習課題」を実施するが、理解度が不足する場合はしっかり復習すること。
・講義の補足資料は講義開始時に配布する。
･授業中に、学修度確認のためのグループディスカッションおよび発表を実施する。

・講義中に演習課題の模範解答を示し、フィードバックを行う。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いるので、配慮が必要な場合は、事前に相談すること。
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。
元竹中工務店設計部門勤務：ゼネコン設計部門での設備設計業務の経験を活かして、建築設備技術
の設計への反映について、基礎的な内容を具体的に講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

設計演習Ⅵ（FTZ05900）
Atelier Practice of Architectural Design VI
平山文則（ひらやまふみのり）,弥田俊男（やだとしお）
４年
2.0
実験実習
・今までの設計演習Ⅰ～Ⅴと違い、与えられたテーマに基づき、敷地、用途、必要機能・規模等の
設計条件を各人が自ら設定し、その条件に合致した建築を創り上げる。
・各人の設定した目的、条件に応じて、資料収集、機能分析、ゾーニング検討、ボリューム検討、
作図及びプレゼンテーションまでを一貫して修得することで、4年間の集大成である卒業設計につ
なげる。
・集中講義であるため、講義時間・密度は担当教員と協議しながら進めることを前提とするが、以
下の手順を基本とする。
1.　敷地を選定し、用途、必要機能・規模等を想定し、計画建物の設計主旨をまとめるためのディ
スカッションを行う。
2.　敷地調査を行い、敷地及び周辺模型を作成する。
3.　敷地の中に必要機能をゾーニングし、そのゾーニングについてのディスカッションを行う。
4.　敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチ、断面スケッチを基にしたディスカッションを行う。
5.　1/200程度の平面・立面・断面及びボリューム模型によるディスカッションを行う。
6.　目的、設計条件を述べ、平・立・断面図及びボリューム模型による中間発表会を行う。
7.　中間発表会により指摘された事項を反映した設計主旨、各種図面類を作成開始する。
8.　Ａ1版に設計主旨、主旨を補完する模式図、各種図面類を美しくレイアウトする。模型写真を
撮影する。
9.　講評会を開催する。その後、講評会の指摘事項を計画に反映する。　
・今までの設計演習Ⅰ～Ⅴと違い、与えられたテーマに基づき、敷地、用途、必要機能・規模等の
設計条件を各人が自ら設定し、その条件に合致した建築を創り上げることから、上記のすべての作
業が準備学習となる。
・準備学習に要する時間は概ね50～80時間程度である。
・与えられたテーマに基づき、敷地、用途、必要機能・規模等の設計条件を各人が自ら設定し、そ
の条件に合致した建築を創り上げる。
・各人の設定した目的、条件に応じて、資料収集、機能分析、ゾーニング検討、ボリューム検討、
作図及びプレゼンテーションまでを一貫して修得する。それにより、4年間の集大成である卒業設
計によりスムーズに取り組む。
（学位授与の方針Ｄに最も強く関与、方針Ｂに強く関与）
・自ら設定した目的、条件を達成している。
・選定した敷地の特性を理解し、より幅広い視点、社会的な視点、都市的な視点で計画した建物に
より課題を解決している。
（学位授与の方針Ｄに最も強く関与、方針Ｂに強く関与）
敷地選定、問題解決、機能と空間の融合、都市設計、地域設計
実施しない
講評会の際に複数教員の採点で評価する。60点以上を合格とする。

教科書は使用しない。初回講義時に関連資料を配布する。
設計演習Ⅰ～Ⅴ、建築計画、住宅デザイン論、建築デザイン論、都市計画、設計方法論、エコロジ
カルデザイン
建築系学生のための卒業設計の進め方/日本建築学会編/井上書院，各種全国建築系大学の卒業設計
特集号、等
平山文則研究室　Ｂ1号館4階　086-256-9635　hirayama@archi.ous.ac.jp
講義の進め方は、計画案のスケッチ等を講義時間外で作成しておき、講義時には作成したスケッチ
に基づき改善案の議論を学生と教員で行うことを原則とする。
・建築設計は、各自が日常的に生活している建築物や都市が対象である幅広い学問領域であるため
、建築に関する知識のみでなく、社会生活全般を通じた総合力、応用力が必要とされる。
・従って各回講義は学生が事前に作成した計画案についてのディスカッション中心で行う。

・講評会後に、課題に対するフィードバックを行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員全員が建築設計の豊富な実務経験を有している。
初回講義時に注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

１５回

講義目的

統計学【火3金3】（FTZ06000）
statistics
竹内渉（たけうちわたる）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
授業内容について説明する。続いて、調査項目の種類と集計方法について説明し、演習する。
さまざまなグラフ表現について説明し、演習する。
時系列データについて説明し、演習する。
度数分布とヒストグラムについて説明し、演習する。
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について説明し、演習する。
５数要約と箱ひげ図について説明し、演習する。
第1回から第6回までの内容に関する総合演習をする。
分散と標準偏差について説明し、演習する。
観測値の標準化とはずれ値について説明し、演習する。
相関と散布図について説明し、演習する。
相関係数について説明し、演習する。
第8回から第11回までの内容に関する総合演習をする。
単回帰分析（最小２乗法）について説明し、演習する。
正規分布について説明し、第13回から第14回までの内容に関する総合演習をする。
学修達成度確認試験を実施し、解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までにテキスト等により、質的変数と量的変数について予習を行うこと（標準学習時
間30分）
調査項目の種類と集計方法について復習しておくこと 
第2回の授業までにテキスト等により、積み上げ棒グラフについて予習を行うこと（標準学習時間3
0分）
さまざまなグラフ表現について復習しておくこと 
第3回の授業までにテキスト等により、折れ線グラフが有効なデータは何か、予習を行うこと（標
準学習時間30分）
時系列データについて復習しておくこと 
第4回の授業までにテキスト等により、ヒストグラムと棒グラフの違いについて調べておくこと（
標準学習時間30分）
度数分布とヒストグラムについて復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、平均、中央値、最頻値について予習しておくこと（標準学
習時間30分）
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、箱ひげ図について予習しておくこと（標準学習時間30分）
第1回から第6回までの授業内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第1回から第6回までの授業内容と第7回における演習内容について復習しておくこと 
第8回の授業までにテキスト等により、分散と標準偏差について予習しておくこと（標準学習時間6
0分）
分散と標準偏差について復習しておくこと 
第9回の授業までにテキスト等により、標準化とは何か、調べておくこと（標準学習時間60分）
観測値の標準化とはずれ値について復習しておくこと 
第10回の授業までにテキスト等により、相関と散布図について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
相関と散布図について復習しておくこと 
第11回の授業までにテキスト等により、相関係数について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第8回から第11回までの内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第12回における演習内容について復習しておくこと 
第13回の授業までに、参考書の「1.3 データの線形（直線）傾向と予測」、「1.4 データの線形傾
向の度合いの尺度化」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
単回帰分析（最小２乗法）について復讐しておくこと 
参考書の「3.3 ランダムサンプルによる推定方法」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

高校の「数学 I」のデータの分析で学んだ事柄を復習しつつ、適切に表やグラフを用いたり、統計



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

量を計算するなど、高度なデータ分析手法の習得を目的とする。（学習評価４領域の「知識・理解
」、「技能」に強く関与する）
1. 統計データに関する表やグラフの特徴を説明できる。（知識・理解）
2. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量について説明できる。（知識・理解）
3. 統計データの調査目的に応じて、適切な表やグラフ、統計量を選択することができる。（思考
・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 表やグラフ、統計量を用いて、複数の統計データを比較することができる。（思考・判断・表
現、技能）
5. 統計データから表やグラフを作成できる。（技能）
6. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量が計算できる。（技能）
ヒストグラム、平均、中央値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法、正規分布
実施しない
学修達成度確認試験 評価割合70%（達成目標1～6を確認）、総合演習 評価割合30%（達成目標3～6
を確認）により成績を評価し、総計60％以上を合格とする。
データの分析／日本統計学会編／東京図書／ISBN-10: 4489021321
動物学科および生物地球学科は、引き続き「応用統計学」を履修することが望ましい。
身近なデータによる統計解析入門 http://ebsa.ism.ac.jp/ebooks/ebook/1321?page=0,2
・研究室：Ｂ３号館４階　竹内研究室
・オフィスアワーはmylogを参照のこと
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部分はノートにしっかりと書き取るこ
と。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設ける。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェックする。
・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分からないことをそ
のままにしないこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、
解答を発表してもらう場合があります。
・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校の「数学I」のデータの分析の単元を復習しておいてください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

１５回

講義目的

統計学【火3金3】（FTZ06010）
statistics
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
授業内容について説明する。続いて、調査項目の種類と集計方法について説明し、演習する。
さまざまなグラフ表現について説明し、演習する。
時系列データについて説明し、演習する。
度数分布とヒストグラムについて説明し、演習する。
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について説明し、演習する。
５数要約と箱ひげ図について説明し、演習する。
第1回から第6回までの内容に関する演習をする。
分散と標準偏差について説明し、演習する。
観測値の標準化とはずれ値について説明し、演習する。
相関と散布図について説明し、演習する。
相関係数について説明し、演習する。
第8回から第11回までの内容に関する演習をする。
単回帰分析（最小２乗法）について説明し、演習する。
正規分布について説明し、演習する。
学修達成度確認試験を実施し、解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までにテキスト等により、質的変数と量的変数について予習を行うこと（標準学習時
間30分）
調査項目の種類と集計方法について復習しておくこと 
第2回の授業までにテキスト等により、積み上げ棒グラフについて予習を行うこと（標準学習時間3
0分）
さまざまなグラフ表現について復習しておくこと 
第3回の授業までにテキスト等により、折れ線グラフが有効なデータは何か、予習を行うこと（標
準学習時間30分）
時系列データについて復習しておくこと 
第4回の授業までにテキスト等により、ヒストグラムと棒グラフの違いについて調べておくこと（
標準学習時間30分）
度数分布とヒストグラムについて復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、平均、中央値、最頻値について予習しておくこと（標準学
習時間30分）
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、箱ひげ図について予習しておくこと（標準学習時間30分）
第1回から第6回までの授業内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第1回から第6回までの授業内容と第7回における演習内容について復習しておくこと 
第8回の授業までにテキスト等により、分散と標準偏差について予習しておくこと（標準学習時間6
0分）
分散と標準偏差について復習しておくこと 
第9回の授業までにテキスト等により、標準化とは何か、調べておくこと（標準学習時間60分）
観測値の標準化とはずれ値について復習しておくこと 
第10回の授業までにテキスト等により、相関と散布図について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
相関と散布図について復習しておくこと 
第11回の授業までにテキスト等により、相関係数について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第8回から第11回までの内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第12回における演習内容について復習しておくこと 
第13回の授業までに、参考書の「1.3 データの線形（直線）傾向と予測」、「1.4 データの線形傾
向の度合いの尺度化」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
単回帰分析（最小２乗法）について復讐しておくこと 
参考書の「3.3 ランダムサンプルによる推定方法」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

高校の「数学 I」のデータの分析で学んだ事柄を復習しつつ、適切に表やグラフを用いたり、統計



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

量を計算するなど、高度なデータ分析手法の習得を目的とする。（学習評価４領域の「知識・理解
」、「技能」に強く関与する）
1. 統計データに関する表やグラフの特徴を説明できる。（知識・理解）
2. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量について説明できる。（知識・理解）
3. 統計データの調査目的に応じて、適切な表やグラフ、統計量を選択することができる。（思考
・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 表やグラフ、統計量を用いて、複数の統計データを比較することができる。（思考・判断・表
現、技能）
5. 統計データから表やグラフを作成できる。（技能）
6. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量が計算できる。（技能）
ヒストグラム、平均、中央値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法、正規分布
実施しない
学修達成度確認試験 評価割合70%（達成目標1～6を確認）、レポート提出 評価割合30%（達成目標
3～6を確認）により成績を評価し、総計60％以上を合格とする。
データの分析／日本統計学会編／東京図書／ISBN-10: 4489021321
特になし
身近なデータによる統計解析入門 http://ebsa.ism.ac.jp/ebooks/ebook/1321?page=0,2
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・定期演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校の「数学I」のデータの分析の単元を復習しておいてください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

１５回

講義目的

統計学【火3金3】（FTZ06020）
statistics
山本英二＊（やまもとえいじ＊）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
授業内容について説明する。続いて、調査項目の種類と集計方法について説明し、演習する。
さまざまなグラフ表現について説明し、演習する。
時系列データについて説明し、演習する。
度数分布とヒストグラムについて説明し、演習する。
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について説明し、演習する。
５数要約と箱ひげ図について説明し、演習する。
第1回から第6回までの内容に関する演習をする。
分散と標準偏差について説明し、演習する。
観測値の標準化とはずれ値について説明し、演習する。
相関と散布図について説明し、演習する。
相関係数について説明し、演習する。
第8回から第11回までの内容に関する演習をする。
単回帰分析（最小２乗法）について説明し、演習する。
正規分布について説明し、演習する。
学修達成度確認試験を実施し、解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までにテキスト等により、質的変数と量的変数について予習を行うこと（標準学習時
間30分）
調査項目の種類と集計方法について復習しておくこと 
第2回の授業までにテキスト等により、積み上げ棒グラフについて予習を行うこと（標準学習時間3
0分）
さまざまなグラフ表現について復習しておくこと 
第3回の授業までにテキスト等により、折れ線グラフが有効なデータは何か、予習を行うこと（標
準学習時間30分）
時系列データについて復習しておくこと 
第4回の授業までにテキスト等により、ヒストグラムと棒グラフの違いについて調べておくこと（
標準学習時間30分）
度数分布とヒストグラムについて復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、平均、中央値、最頻値について予習しておくこと（標準学
習時間30分）
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、箱ひげ図について予習しておくこと（標準学習時間30分）
第1回から第6回までの授業内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第1回から第6回までの授業内容と第7回における演習内容について復習しておくこと 
第8回の授業までにテキスト等により、分散と標準偏差について予習しておくこと（標準学習時間6
0分）
分散と標準偏差について復習しておくこと 
第9回の授業までにテキスト等により、標準化とは何か、調べておくこと（標準学習時間60分）
観測値の標準化とはずれ値について復習しておくこと 
第10回の授業までにテキスト等により、相関と散布図について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
相関と散布図について復習しておくこと 
第11回の授業までにテキスト等により、相関係数について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第8回から第11回までの内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第12回における演習内容について復習しておくこと 
第13回の授業までに、参考書の「1.3 データの線形（直線）傾向と予測」、「1.4 データの線形傾
向の度合いの尺度化」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
単回帰分析（最小２乗法）について復讐しておくこと 
参考書の「3.3 ランダムサンプルによる推定方法」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

高校の「数学 I」のデータの分析で学んだ事柄を復習しつつ、適切に表やグラフを用いたり、統計



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

量を計算するなど、高度なデータ分析手法の習得を目的とする。（学習評価４領域の「知識・理解
」、「技能」に強く関与する）
1. 統計データに関する表やグラフの特徴を説明できる。（知識・理解）
2. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量について説明できる。（知識・理解）
3. 統計データの調査目的に応じて、適切な表やグラフ、統計量を選択することができる。（思考
・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 表やグラフ、統計量を用いて、複数の統計データを比較することができる。（思考・判断・表
現、技能）
5. 統計データから表やグラフを作成できる。（技能）
6. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量が計算できる。（技能）
ヒストグラム、平均、中央値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法、正規分布
実施しない
学修達成度確認試験 評価割合70%（達成目標1～6を確認）、レポート提出 評価割合30%（達成目標
3～6を確認）により成績を評価し、総計60％以上を合格とする。
データの分析／日本統計学会編／東京図書／ISBN-10: 4489021321
特になし
身近なデータによる統計解析入門 http://ebsa.ism.ac.jp/ebooks/ebook/1321?page=0,2
eiyam125@gmail.com
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・定期演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校の「数学I」のデータの分析の単元を復習しておいてください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回
１３回

１４回

１５回

講義目的

統計学【火3金3】（FTZ06030）
statistics
大熊一正（おおくまかずまさ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
授業内容について説明する。続いて、調査項目の種類と集計方法について説明し、演習する。
さまざまなグラフ表現について説明し、演習する。
時系列データについて説明し、演習する。
度数分布とヒストグラムについて説明し、演習する。
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について説明し、演習する。
５数要約と箱ひげ図について説明し、演習する。
第1回から第6回までの内容に関する総合演習をする。
分散と標準偏差について説明し、演習する。
観測値の標準化とはずれ値について説明し、演習する。
相関と散布図について説明し、演習する。
相関係数について説明し、演習する。
第8回から第11回までの内容に関する総合演習をする。
単回帰分析（最小２乗法）について説明し、演習する。
正規分布について説明し、第13回から第14回までの内容に関する総合演習をする。
学修達成度確認試験を実施し、解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までにテキスト等により、質的変数と量的変数について予習を行うこと（標準学習時
間30分）
調査項目の種類と集計方法について復習しておくこと 
第2回の授業までにテキスト等により、積み上げ棒グラフについて予習を行うこと（標準学習時間3
0分）
さまざまなグラフ表現について復習しておくこと 
第3回の授業までにテキスト等により、折れ線グラフが有効なデータは何か、予習を行うこと（標
準学習時間30分）
時系列データについて復習しておくこと 
第4回の授業までにテキスト等により、ヒストグラムと棒グラフの違いについて調べておくこと（
標準学習時間30分）
度数分布とヒストグラムについて復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、平均、中央値、最頻値について予習しておくこと（標準学
習時間30分）
分布の位置を表す代表値（平均、中央値、最頻値）について復習しておくこと 
第5回の授業までにテキスト等により、箱ひげ図について予習しておくこと（標準学習時間30分）
第1回から第6回までの授業内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第1回から第6回までの授業内容と第7回における演習内容について復習しておくこと 
第8回の授業までにテキスト等により、分散と標準偏差について予習しておくこと（標準学習時間6
0分）
分散と標準偏差について復習しておくこと 
第9回の授業までにテキスト等により、標準化とは何か、調べておくこと（標準学習時間60分）
観測値の標準化とはずれ値について復習しておくこと 
第10回の授業までにテキスト等により、相関と散布図について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
相関と散布図について復習しておくこと 
第11回の授業までにテキスト等により、相関係数について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第8回から第11回までの内容について復習しておくこと（標準学習時間120分）
第12回における演習内容について復習しておくこと 
第13回の授業までに、参考書の「1.3 データの線形（直線）傾向と予測」、「1.4 データの線形傾
向の度合いの尺度化」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
単回帰分析（最小２乗法）について復讐しておくこと 
参考書の「3.3 ランダムサンプルによる推定方法」を読んでおくこと（標準学習時間90分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

高校の「数学 I」のデータの分析で学んだ事柄を復習しつつ、適切に表やグラフを用いたり、統計



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

量を計算するなど、高度なデータ分析手法の習得を目的とする。（学習評価４領域の「知識・理解
」、「技能」に強く関与する）
1. 統計データに関する表やグラフの特徴を説明できる。（知識・理解）
2. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量について説明できる。（知識・理解）
3. 統計データの調査目的に応じて、適切な表やグラフ、統計量を選択することができる。（思考
・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 表やグラフ、統計量を用いて、複数の統計データを比較することができる。（思考・判断・表
現、技能）
5. 統計データから表やグラフを作成できる。（技能）
6. 平均、中央値、分散、相関係数などの統計量が計算できる。（技能）
ヒストグラム、平均、中央値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法、正規分布
実施しない
学修達成度確認試験 評価割合70%（達成目標1～6を確認）、総合演習　評価割合30％（達成目標3
～6を確認）により成績を評価し、総計60％以上を合格とする。
データの分析／日本統計学会編／東京図書／ISBN-10: 4489021321
動物学科および生物地球学科は、
引き続き「応用統計学」を履修することが望ましい。
身近なデータによる統計解析入門 http://ebsa.ism.ac.jp/ebooks/ebook/1321?page=0,2
研究室：C9号館4階　大熊研究室
オフィスアワーはmylogを参照のこと
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校の「数学I」のデータの分析の単元を復習しておいてください。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

講義目的

設計演習Ⅳ-1（FTZ06100）
Atelier Practice of Architectural Design IV-1
弥田俊男（やだとしお）,後藤義明（ごとうよしあき）,平山文則（ひらやまふみのり）,八百板季
穂（やおいたきほ）,馬淵大宇（まぶちだいう）,丸山利幸＊（まるやまとしゆき＊）
３年
1.5
演習

                                        授業内容
演習内容説明、課題「事務所ビル」　課題説明および計画講義、敷地調査と現地模型の製作をする
。 （弥田　俊男,平山　文則,丸山　利幸＊）

（全教員）
ボリュームスタディ、必要諸施設、敷地配置計画を検討する。 （弥田　俊男,平山　文則,丸山　
利幸＊）

（全教員）
ボリューム模型、ラフプラン　配置計画　草案批評をする。 （弥田　俊男,平山　文則,丸山　利
幸＊）

（全教員）
構造および設備の計画講義。草案批評並びに改善指示　架構方法　断面計画等全体計画をする。 
（弥田　俊男,平山　文則,丸山　利幸＊）

（全教員）
最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。 （弥田　俊男,平山　文則,丸
山　利幸＊）

（全教員）
計画承認、図面作成、模型製作をする。 （弥田　俊男,平山　文則,丸山　利幸＊）

（全教員）
講評会を実施する。 （弥田　俊男,平山　文則,丸山　利幸＊）

（全教員）
振り返り講評を実施する。 （全教員）

（全教員）

                                          準備学習
シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。
（標準学習時間240分）
事務所ビルに関する文献、資料学習　事務所ビルはどうあるべきか考えておくこと。
（標準学習時間 240分）
検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこと。
（標準学習時間240分）
立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。
（標準学習時間240分）
最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこと。
（標準学習時間240分）
模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。
（標準学習時間 240分）
最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。
（標準学習時間240分）
設計演習で習得した内容を復習しておくこと。
（標準学習時間240分）

法規、構造、計画等の講義から得られた知識などを元に、「事務所ビル」の課題を通して必要機能
の計画や動線計画を行い、空間構成の基本的な方法を学ぶと共に、景観に配慮した外観や、都市空
間と文化施設の在り方を提案することを通じて、建物単体だけではなく街に新しい魅力を与える手
法を習得することを目的とする。（建築学科学位授与の方針Dにもっとも強く関与する）



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員

その他（注意・備考）

１）貸事務所ビルの複合施設の基本計画を行うことができる。（B,D)
２）製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を使用することができる。（B,D)
３）都市景観に配慮した基本計画ができる。（B,D)
事務所ビル、都市景観、製図、表現、プレゼンテーション
実施しない
課題の提出作品の点数により成績を評価（達成目標１，２，３を評価）し、１００点満点中、６０
点以上を合格とする。
演習の際に配付する資料を用いる。
「設計演習Ⅰ」、「設計演習Ⅱ」、「設計演習Ⅲ」と合わせて履修することが望ましい。
設計資料集成等に設計事例、設計計画の図書
B1号館５階　弥田研究室　086-256-9426　yada@archi.ous.ac.jp
講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。

最終評価試験のフィードバックは、講義時の配布資料の復習によって行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
元 隈研吾建築都市設計事務所勤務（弥田）、元NTTファシリティーズ（平山）、石本建築事務所（
丸山）：実務における建築設計に関する経験を活かし、体系的な建築設計の内容について演習指導
する。
講義中の録音、録画、撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

講義目的

設計演習Ⅳ-2（FTZ06200）
Atelier Practice of Architectural Design IV-2
弥田俊男（やだとしお）,後藤義明（ごとうよしあき）,平山文則（ひらやまふみのり）,後藤哲夫
＊（ごとうてつお＊）,八百板季穂（やおいたきほ）,馬淵大宇（まぶちだいう）,丸山利幸＊（ま
るやまとしゆき＊）
３年
1.5
演習

                                        授業内容
演習内容説明、課題「シニアハウジング」　課題説明、計画講義、敷地調査と敷地模型の製作をす
る。 （後藤　義明、後藤　哲夫＊、八百板　季穂、馬淵　大宇）

（全教員）
シニアハウジングの必要諸施設のボリュームスタディ、敷地配置計画、設計条件の整理をする。  
（後藤　義明、後藤　哲夫＊、八百板　季穂、馬淵　大宇）

（全教員）
ボリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地配置計画等草案批評をする。  （後藤　義明、後藤
　哲夫＊、八百板　季穂、馬淵　大宇）

（全教員）
構造および設備（音響）の計画講義。草案批評並びに改善指示、　架構方法、断面、平面の検討を
行いスタディ模型作製をする。 （後藤　義明、後藤　哲夫＊、八百板　季穂、馬淵　大宇）

（全教員）
最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。  （後藤　義明、後藤　哲夫＊
、八百板　季穂、馬淵　大宇）

（全教員）
計画承認、図面作成、模型製作をする。   （後藤　義明、後藤　哲夫＊、八百板　季穂、馬淵　
大宇）

（全教員）
講評会を実施する。  （後藤　義明、後藤　哲夫＊、八百板　季穂、馬淵　大宇）

（全教員）
一日設計課題を実施する。 （全教員）

（全教員）

                                          準備学習
シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。
（標準学習時間240分）
シニアハウジングに関する設計事例、資料の学習、都市と文化施設の在り方について検討しておく
こと。
（標準学習時間 240分）
検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこと。
（標準学習時間240分）
立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。
（標準学習時間240分）
最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこと。
（標準学習時間 240分）
模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。
（標準学習時間240分）
最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。
（標準学習時間240分）
設計演習で習得した内容を復習しておくこと。
（標準学習時間240分）

法規、構造、計画等の講義から得られた知識などを元に、「シニアハウジング」の課題を通して必



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員

その他（注意・備考）

要機能の計画や動線計画を行い、空間構成の基本的な方法を学ぶと共に、景観に配慮した外観や、
都市空間と文化施設の在り方を提案することを通じて、建物単体だけではなく街に新しい魅力を与
える手法を習得することを目的とする。（建築学科学位授与の方針Dにもっとも強く関与する）
１）シニアハウジングの複合施設の基本計画を行える。（B,D)
２）製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を使用することができる。（B,D)
３）都市景観に配慮した基本計画ができる。（B,D）
シニアハウジング、都市景観、製図、表現、プレゼンテーション
実施しない
課題の提出作品の点数により成績を評価（達成目標１，２，３を評価）し、１００点満点中、６０
点以上を合格とする。
演習の際に配付する資料を用いる。
「設計演習Ⅰ」、「設計演習Ⅱ」、「設計演習Ⅲ」、「設計演習Ⅳ-1」と合わせて履修することが
望ましい。
設計資料集成等に設計事例、設計計画の図書
B1号館５階　弥田研究室　086-256-9426　yada@archi.ous.ac.jp
講義資料は講義開始時に配布する。なお、特別な事情がない限り後日の配布には応じない。

最終評価試験のフィードバックは、講義時の配布資料の復習によって行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
後藤哲夫建築事務所勤務（後藤哲夫）：実務における建築設計に関する経験を活かし、体系的な建
築設計の内容について演習指導する。
講義中の録音、録画、撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

設計演習Ⅴ-1（FTZ06300）
Atelier Practice of Architectural Design V-1
平山文則（ひらやまふみのり）,丸山利幸＊（まるやまとしゆき＊）
３年
1.5
演習

                                        授業内容
V-1a：課題「街づくりの核となる劇場・ホール」を理解する。 敷地調査、敷地・周辺模型を製作
する。　　　　　 
V-1b：課題 「集合住宅」を理解する。 敷地調査、敷地・周辺模型を製作する。 （平山文則,丸山
利幸＊,弥田俊男）

（全教員）
V-1a：劇場・ホールの基礎知識を理解する。　　　　　　 
V-1b：集合住宅に関する基礎知識を理解する。　　　　　　　　　　 
設計条件の把握・整理、敷地・周辺模型作成、コンセプトを立案しディスカッションを行う。（平
山文則,丸山利幸＊,弥田俊男）

（全教員）
V-1a,V-1bともに敷地の中に機能をゾーニングし、平面スケッチを開始する。 上記スケッチに基づ
きディスカッションを行う。（平山文則,丸山利幸＊,弥田俊男）

（全教員）
V-1a,V-1bともに、敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチ、断面スケッチを基にしたディスカッ
ションを行う。 構造に関する計画講義から構造計画に関する基礎知識を理解する。 （平山文則,
丸山利幸＊,弥田俊男）

（全教員）
V-1a,V-1bともに、1/200平面・立面・断面及びボリューム模型によるディスカッションを行う。 V
a-1は設備に関する計画講義から、設備計画に関する基礎知識を理解する。 （平山文則,丸山利幸
＊,弥田俊男）

（全教員）
V-1a,V-1bともに、前回のディスカッション内容を反映した修正図面によるディスカッションを行
う。（平山文則,丸山利幸＊,弥田俊男）

（全教員）
V-1a,V-1bともに講評会を開催する。（平山文則,丸山利幸＊,弥田俊男）

（全教員）

                                          準備学習
V-1a：1000席程度の劇場・ホールの事例を参考書、建築雑誌などから調べておくこと。　　　　　
　　　　　　　　
V-1b：・90戸程度の集合住宅事例を参考書、建築雑誌などから調べておくこと。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
（標準学習時間：120分）
V-1a：劇場・ホールで実現したい目的・機能について検討しておくこと。
V-1b：・安全で快適な集合住宅を設計するうえで重要な項目について理解しておくこと。　　　　
　　　　　　　　
（標準学習時間：120分）
敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチを作成しておくこと。
（標準学習時間：120分）
検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の計画案を作成すること。
（標準学習時間：180分）
ディスカッションに基づき検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の変更計画案
を作成すること。
（標準学習時間：240分）
ディスカッションに基づき模型、平面図・立面図・断面図等の変更計画案を作成すること。
（標準学習時間：480分）



７回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

最終成果物を仕上げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（標準学習時間：480分
）

建築工学コースにおいては「地域の中核となる劇場・ホール」の課題を通して、都市における公共
施設の機能や役割を認識するとともに、都市的な視点で街の魅力を高める設計技術・手法を身につ
ける。 住デザインコースにおいては「集合住宅」を通して、日常的な住環境と非日常的な住環境
のありかたについての設計技術・手法を身につける。
（学位授与の方針Ｄに最も強く関与、方針Ｂに強く関与）
・集客力が高く魅力的な建物を創造できる。(Ｄ、Ｂ）
・街や地域のの景観に配慮した計画を立案できる。（Ｄ，Ｂ）
・街や地域のの発展に貢献する計画を立案できる。（Ｄ，Ｂ）
建築設計、都市計画、街づくり、コミュニケーションスペース、劇場・ホール、集会施設、インキ
ュベーション施設、商業施設、図書館、集合住宅、安全性、居住性、UD、リーゾートホテル、滞在
型、非日常空間。
実施しない
建築工学コース、住デザインコースともに、講評会における採点が60点以上で合格とする。

講義の際に資料を配布する。
設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ-1、設計演習Ⅳ-2、都市計画、建築計画、建築
デザイン論、住宅デザイン論。
設計資料集成（総合編、居住、展示・芸能、集会・市民サービス）及び劇場・ホール、集合住宅、
に関する各種図書・雑誌など。
平山研究室：B1号館4階404号室、086-256-9635、hirayama@archi.ous.ac.jp
講義の進め方は、計画案のスケッチ等は講義時間外で作成しておき、講義時には作成したスケッチ
に基づき改善案の議論を学生と教員で行うことを原則とする。
・建築設計は、各自が日常的に生活している建築物や都市が対象である幅広い学問領域であるため
、建築に関する知識のみでなく、社会生活全般を通じた総合力、応用力が必要とされる。
・従って各回講義は学生が事前に作成した計画案についてのディスカッション中心である。また、
最終評価は複数教員で講評会を多様性を取り込んで行う。
第8回目にフィードバックの回を設ける。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員全員が建築設計の豊富な実務経験を持っている。
初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

設計演習Ⅴ-2（FTZ06400）
Atelier Practice of Architectural Design V-2
平山文則（ひらやまふみのり）,後藤哲夫＊（ごとうてつお＊）
３年
1.5
演習

                                        授業内容
V-2a：課題説明i「市街地活性化のための複合施設」                                         
        V-2b：課題説明「景勝地に建つ滞在型リゾートホテル」                              
                                         敷地調査、敷地・周辺模型作成を各自で実施する。 
（平山文則,弥田俊男,後藤　哲夫＊）

（全教員）
V-2a：複合施設の基礎知識を理解するための計画講義を行う
V-2b：滞在型リゾートホテルの基礎知識を理解する計画講義を行う。                          
           設計条件の把握・整理、敷地・周辺模型作成、コンセプト立案に基づきディスカッシ
ョンを行う。 （平山文則,弥田　俊男,後藤　哲夫＊）

（全教員）
V-2a,V-2bともに、敷地の中に機能をゾーニングし、平面スケッチを開始する。上記スケッチに基
づきディスカッションを行う。 （平山文則,弥田　俊男,後藤　哲夫＊）

（全教員）
V-2a,V-2bともに敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチ、断面スケッチを基にしたディスカッシ
ョンを行う。 構造に関する必要な基礎知識を理解する計画講義を行う。 （平山文則,弥田俊男,後
藤哲夫＊）

（全教員）
V-2a,V-2bともに、1/200程度の平面・立面・断面及びボリューム模型によるディスカッションを行
う。 設備に関する計画講義を行う。 （平山文則,弥田俊男,後藤哲夫＊）

（全教員）
V-2a,V-2bともに、所定の用紙に書かれた1/200平面図・立面図・断面図及び最終模型によるディス
カッションを行う。 模型写真を撮影する。（平山文則,弥田俊男,後藤哲夫＊）

（全教員）
V-2a,V-2bともに講評会を開催する。  （平山文則,弥田俊男,後藤哲夫＊）

（全教員）
V-2a,V-2bともに検討会を開催する。  （平山文則,弥田俊男,後藤哲夫＊）

（全教員）

                                          準備学習
V-2a： 岡山市の中心市街地商店街の現状と問題点を現地調査により把握・理解しておくこと。 　
　　　　　　　　　　　　　　
V-2b： 敷地の持つ特性を把握・理解しておくこと。
（標準学習時間：120分）
V-2a：集客力や賑わいある商店街を活性化させる複合施設となるよう、今回の複合施設で実現した
い目的・機能について立案検討しておくこと。 　V-2b：敷地の持つ魅力を活かし、多くの観光客
を引きつけるための特徴付けについて計画条件を整理・把握しておくこと。
（標準学習時間：120分）
敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチを作成しておくこと。
（標準学習時間：120分）
検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の計画案を作成すること。
（標準学習時間：240分）
ディスカッションに基づき検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の修正計画案
を作成すること。
（標準学習時間：240分）
ディスカッションに基づき模型、平面図・立面図・断面図等の計画案を修正すること。



７回

８回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

（標準学習時間：480分）
最終成果物を仕上げる。
（標準学習時間：480分）
最終成果物を改善する。
（標準学習時間：120分）

建築工学コースにおいては「中心市街地の複合施設」の課題を通して、都市における公共施設の機
能や役割を認識するとともに、都市的な視点で街の魅力を高める設計技術・手法を身につける。 
住デザインコースにおいては「景勝地に建つリゾートホテル」を通して、日常的な住環境と非日常
的な住環境のありかたについての設計技術・手法を身につける。
（学位授与の方針Ｄに最も強く関与、方針Ｂに強く関与）
・集客力が高く魅力的な建物を創造できる。（Ｄ、Ｂ）
・街や地域のの景観に配慮した計画を立案できる。（Ｄ、Ｂ）
・街や地域のの発展に貢献する計画を立案できる。（Ｄ、Ｂ）
建築設計、都市計画、街づくり、コミュニケーションスペース、劇場・ホール、集会施設、インキ
ュベーション施設、商業施設、図書館、集合住宅、安全性、居住性、UD、リーゾートホテル、滞在
型、非日常空間。
実施しない
建築工学コース、住デザインコースともに、講評会での得点が60点以上で合格とする。

講義の際に資料を配布する。
設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ-1、設計演習Ⅳ-２、都市計画、建築計画、建
築デザイン論、住宅デザイン論。
設計資料集成（総合編、居住、展示・芸能、集会・市民サービス）及び商業施設、コミュニティ施
設、リゾートホテルに関する各種図書・雑誌など。
平山研究室：B1号館4階404号室、086-256-9635、hirayama@archi.ous.ac.jp
講義の進め方は、計画案のスケッチ等は講義時間外で作成しておき、講義時には作成したスケッチ
に基づき改善案の議論を学生と教員で行うことを原則とする。
・建築設計は、各自が日常的に生活している建築物や都市が対象である幅広い学問領域であるため
、建築に関する知識のみでなく、社会生活全般を通じた総合力、応用力が必要とされる。
・従って各回講義は学生が事前に作成した計画案についてのディスカッション中心である。また、
最終評価は複数教員で講評会を多様性を取り込んで行う。
第8回目にフィードバックの回を設ける。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
担当教員全員が建築設計の豊富な実務経験を有している。
初回講義時にシラバス記載以外の注意事項を伝える。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

構造材料実験（FTZ06800）
Laboratory Tests of Structural Materials
中西啓二（なかにしけいじ）,山崎雅弘（やまざきまさひろ）,小林正実（こばやしまさみ）
３年
1.0
実験実習

                                        授業内容
①授業のオリエンテーションとして，授業の進め方，授業の内容，成績評価の方針について説明す
る。 （全教員）

（全教員）
講義：コンクリートの調合，シリンダー試験などを解説し，実験室での作業手順・注意点について
理解する。
テストピースの調合設計について演習課題を課す。 （全教員）

（全教員）
圧縮試験体（シリンダーテストピース）を作成、フレッシュコンクリート試験を実施し，水セメン
ト比とワーカビリティーの関係について理解し，レポートをまとめる。 （全教員）

（全教員）
鋼板の引張試験方法，ひずみゲージの貼り方を講義し，実験室でひずみゲージ貼り作業を行う。 
（全教員）

（全教員）
鋼板の引張試験を実施し，材質と降伏点・最大強度の関係を理解し，演習課題としてデータ整理を
課す （全教員）

（全教員）
鉄筋の引張試験を実施し，演習課題としてデータ整理を課す。 （全教員）

（全教員）
①コンクリートシリンダー圧縮試験，割裂試験を実施しコンクリートの圧縮・引張強度を調べ，演
習課題としてデータ整理を課す。 （全教員）
②前回までのレポートの模範解答を配布し，解説を行う。

（全教員）
コンクリートの耐久性の講義と中性化試験を実施する。今回までのレポートの模範解答を配布して
解説する。（全教員）

（全教員）

                                          準備学習
予習：シラバスによって実験実習の流れを確認しておくこと。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「コンクリート材料」について予習してポイン
トについてまとめておくこと。
復習：配布資料を復習し，演習課題に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
復習：配布資料を復習し，演習課題に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
予習・復習：関連科目「鋼構造」の内容で、「鉄骨材料」についての予習し，降伏点，最大強度に
ついてポイントをまとめること。
（標準学習時間50分）
復習：演習課題に取り組みレポートをまとめること。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で、「鉄筋材料」についての予習し，ポイントを
まとめること。
復習：実験結果のデータ整理を行ってレポートをまとめる，鉄筋の材質により耐力が変わることを
理解する
（標準学習時間50分）



７回

８回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

予習：関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「コンクリート材料試験」について予習してポ
イントについてまとめておくこと。
復習：配布資料を復習し，演習課題に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「耐久性」について予習して中性化についてま
とめておくこと。
復習：解説されたレポートを見直し理解を深める。
（標準学習時間50分）

建築構造物の基本的な材料である鋼材，コンクリート材料を用いた、材料実験と部材実験を行い，
体感することと実験結果を分析することによって，安全な建築構造物を考える基礎的な知識を得る
。
（建築学科学位授与の方針Ｃに強く関与）
コンクリートの施工性，強度についての知識を得る。 鋼材の力学的特性の知識を得ている。 溶接
の種類と強度の関係を知っている。 鋼管，角形鋼管の局部座屈についての知識を得ている。 コン
クリートの梁の強度についての知識を得ている。（Ｃ）
コンクリート・鋼材の強度、弾性係数、座屈、梁の曲げ試験
実施する
各実験のレポート（１００％）によって評価し、60%以上を合格とする。

プリントを配布
構造力学I～IV、鋼構造、鉄筋コンクリート構造
日本建築学会「建築材料実験用教材」
中西研究室、山崎研究室、小林研究室　B3号館5階
・講義資料，演習レポートは必要に応じて配布する。
・授業の前にかならず関連講義の教科書をよく読んで予習ノートを作成し，授業では疑問点をなく
すようにしてください。

演習レポートは第７回と，１５回目の講義で，模範解答を配布して解説する。
最終評価試験についても試験後に模範解答を配布して解説を行う。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
ア）元清水建設に勤務
イ）研究所における構造実験の経験を活かして，コンクリートや鉄筋の材料実験の流れや具体的な
実験方法，まとめ方について講義する。
・実験を行う講義では，実験結果のデータを講義後にインターネット経由で
ダウンロードしレポートを作成し，次回講義時に提出する。
レポートの模範解答を次の講義で配布解説しフィードバックを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

構造部材実験（FTZ06900）
Materials and Members
中西啓二（なかにしけいじ）,山崎雅弘（やまざきまさひろ）,小林正実（こばやしまさみ）
３年
1.0
実験実習

                                        授業内容
①授業のオリエンテーションとして，授業の進め方，授業の内容，成績評価の方針について説明す
る。 
②講義：鉄筋コンクリート梁の曲げ試験実施要領，曲げ耐力の計算方法を学習する。 （全教員）

（全教員）
鉄筋コンクリート梁試験体の製作（配筋，型枠組立て）を実施する。（全教員）

（全教員）
鉄筋コンクリート梁のコンクリート打設（生コン車），テストピース製作を実施。 （全教員）

（全教員）
講義：鋼管の局部座屈，実験要領を解説する。 （全教員）

（全教員）
鋼管の局部座屈実験，データ整理（荷重・変形関係）を実施し，演習課題としてデータ整理を課す
。 （全教員）

（全教員）
隅肉溶接の引張試験を実施し，隅肉溶接部の角度によって耐力が異なることを理解し，演習課題と
してデータ整理を課す。（全教員）

（全教員）
鉄筋コンクリート梁の曲げせん断試験を実施し，演習課題としてデータ整理を課す。 （全教員）

（全教員）
構造部材実験全体のまとめ，およびレポートの模範解答の配布と解説を行う。 （全教員）

（全教員）

                                          準備学習
予習：シラバスによって実験実習の流れを確認しておくこと。
関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「鉄筋コンクリート梁の曲げ耐力，せん断耐力」につ
いて予習してポイントについてまとめておくこと。

予習：「鉄筋コンクリート構造」の内容で「鉄筋コンクリート梁の曲げ耐力，せん断耐力」につい
て予習してポイントについてまとめておくこと。
復習：配布資料を復習し，演習課題に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「鉄筋コンクリート梁の曲げ耐力，せん断耐力
」について予習してポイントについてまとめておくこと。
復習：配布資料を復習し，演習課題に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鋼構造」の内容で、「座屈」について予習しておくこと
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鋼構造」の「座屈」について復習しておくこと。
復習：配布資料を復習し，実験データ整理に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鋼構造」の「隅肉溶接」について復習しておくこと。
復習：配布資料を復習し，実験データ整理に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
予習：関連科目「鉄筋コンクリート構造」の「鉄筋コンクリート梁」について予習し，ポイントを
まとめること。



８回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

復習：実験データ整理に取り組むこと。
（標準学習時間50分）
復習：レポートで間違ったところを復習し理解を深めること。
（標準学習時間50分）

建築構造物の基本的な材料である鋼材，コンクリート材料を用いた、材料実験と部材実験を行い，
体感することと実験結果を分析することによって，安全な建築構造物を考える基礎的な知識を得る
。
（建築学科学位授与の方針Ｃに強く関与）
コンクリートの施工性，強度についての知識を得る。 鋼材の力学的特性の知識を得ている。 溶接
の種類と強度の関係を知っている。 鋼管，角形鋼管の局部座屈についての知識を得ている。 コン
クリートの梁の強度についての知識を得ている。（Ｃ）
コンクリート・鋼材の強度、弾性係数、座屈、梁の曲げ試験
実施する
各実験のレポート（１００％）によって評価し、60%以上を合格とする。

プリントを配布
構造力学I～IV、鋼構造、鉄筋コンクリート構造
日本建築学会「建築材料実験用教材」
中西研究室、山崎研究室、小林研究室　B3号館5階
・講義資料，演習レポートは必要に応じて配布する。
・授業の前にかならず関連講義の教科書をよく読んで予習ノートを作成し，授業では疑問点をなく
すようにしてください。

演習レポートは第７回と，１５回目の講義で，模範解答を配布して解説する。
最終評価試験についても試験後に模範解答を配布して解説を行う。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
ア）元清水建設に勤務
イ）研究所における構造実験の経験を活かして，コンクリートや鉄筋の材料実験の流れや具体的な
実験方法，まとめ方について講義する。
・実験を行う講義では，実験結果のデータを講義後にインターネット経由で
ダウンロードしレポートを作成し，次回講義時に提出する。
レポートの模範解答を次の講義で配布解説しフィードバックを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書

関連科目
参考書

環境工学演習【月3水3】（FTZ07000）
Exercise on Building Physics
中山哲士（なかやまさとし）
４年
1.0
実験実習

                                        授業内容
演習概論－演習方法について概説する。 室内環境（１） ：室内環境分野に関する講義を通して内
容を解説する。
室内環境（２）：室内環境分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
換気、通風（１）：換気、通風分野に関する講義を通して内容を解説する。
換気、通風（２）：換気、通風分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
伝熱と結露（１）：伝熱と結露分野に関する講義を通して内容を解説する。
伝熱と結露（２）：伝熱と結露分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
日照・日射（１）：日照・日射分野に関する講義を通して内容を解説する。
日照・日射（２）：日照・日射分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
採光・照明（１）：採光・照明分野に関する講義を通して内容を解説する。
採光・照明（２）：採光・照明分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
色彩（１）：色彩分野に関する講義を通して内容を解説する。
色彩（２）：色彩分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
音響・振動（１）：音響・振動分野に関する講義を通して内容を解説する。（中山哲士）
音響・振動（２）：音響・振動分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
環境工学融合問題：環境工学融合問題分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
第５回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅱの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。 （標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時間60分）
建築環境工学Ⅰ、Ⅱを総合的に復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。 （標準学習時
間60分）
1回～15回までの内容をよく理解し整理しておくこと。

建築環境と建築設備で習得した原理や知識を、演習を通してより習熟し、建築やシステムの設計に
生かす能力を習得する。（建築学科学位授与の方針Aに強く関与）
・建築環境分野における、熱伝導や結露などの建築伝熱，太陽位置、日影曲線などの日照・採光，
照明や色彩などの視環境、温熱感と快適性，建築音響，換気と室内空気質（IAQ)等の建築設備の設
計に応用できる知識を説明できる(A)
断熱，防露、太陽位置、日影曲線，庇，昼光率，光束法，マンセル、距離減衰、残響時間、重量則
，PVD，SET*，換気効率、湿り空気、空気線図、器具単位、トラップ、空調設備、給排水衛生設備
、電気設備、搬送設備、省エネルギー
実施する
提出演習課題（10%）と最終評価試験(90%)で評価する。総計で60％以上を合格とする。

合格対策　一級建築士受験講座　学科Ⅱ（環境・設備）／全日本建築士会編／地人書館／978-4-80
52-0893-9C3052
建築環境工学Ⅰ、建築環境工学Ⅱ、建築設備Ⅰ、建築設備Ⅱを受講していることが望ましい。
初学者の建築講座 建築環境工学（第三版）／倉渕隆著／市ヶ谷出版社／ISBN978-4-87071-024-5：
環境工学教科書＜第二版＞／環境工学教科書研究会編著／彰国社／ISBN 4-390-00516-0



連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

B1号館5階 中山研究室　直通電話 086-256-9437 E-mail: nakayama(アットマーク)archi.ous.ac.j
p
・講義2回をセットとして毎回テーマに沿って1回目に講義、2回目に演習および解説を行う。
・一級建築士の資格試験に準じたレベルの問題をとおし、将来建築に携わる技術者として最低限理
解しておいて欲しい内容を抜粋したものです。
・講義には遅刻しないようにする。30分以上の遅刻は入室を認めない。また遅刻3回で欠席1回に換
算することもある。
・やむを得ず欠席する場合は事前に連絡を取り、証明書を添えて提出すれば欠席扱いとはしないこ
ともある。
毎回の講義の最後に実施するミニテスト、および講義2回で実施する［演習問題］を通して、物事
の理解を深めます。
・毎回の演習問題の答案は集めて集計します。
・演習問題については解説を行います。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
【上記記述は消さないでください】



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回
１５回

回数
１回
２回

３回

４回

５回
６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回
１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

設備工学演習【月3水3】（FTZ07100）
Exercise on Building Systems
坂本和彦（さかもとかずひこ）
４年
1.0
実験実習

                                        授業内容
暖房・空調設備（１）：空調設備分野に関する講義を通して内容を解説する。
暖房・空調設備（２）：空調設備分野に関する例題問題を実施し、解答について解説する。 
暖房・空調設備（３）：空調設備分野に関する例題問題を実施し、解答について解説する。 
暖房・空調設備（４）：空調設備分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
給排水衛生設備（１）：給排水衛生設備分野に関する講義を通して内容を解説する。
給排水衛生設備（２）：給排水衛生設備分野に関する例題問題を実施し、解答について解説する。
給排水衛生設備（３）：給排水衛生設備分野に関する例題問題を実施し、解答について解説する。
給排水衛生設備（４）：給排水衛生設備分野に関する演習問題を実施し、解答について解説する。
電気設備（１）：電気設備分野に関する講義を通して内容を解説する。
電気設備（２）：電気設備分野に関する例題問題、演習問題を実施し、解答について解説する。
搬送設備：搬送設備分野に関する例題問題、演習問題を実施し、解答について解説する。
消火・防災設備（１）：消火・防災設備分野に関する講義を通して内容を解説する。
消火・防災設備（２）：消火・防災設備分野に関する例題問題、演習問題を実施し、解答について
解説する。
省エネルギー・融合問題：省エネルギー分野に関する講義を通して内容を理解する。
省エネルギー・融合問題：建築設備全般に関する例題問題、演習問題を実施し、解答について解説
する。

                                          準備学習
建築設備Ⅱの復習をしておくこと。（標準学習時間60分）
第１回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
第２回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
第３回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
第５回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
第６回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
第７回の講義内容を復習し、今回の演習課題範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
建築設備Ⅰの該当範囲を復習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）
教科書の該当範囲を予習しておくこと。（標準学習時間60分）
前回の講義内容を復習し、今回の例題分野範囲を予習しておくこと。
（標準学習時間60分）

建築設備で習得した原理や知識を、例題問題を通してより習熟し、一級建築士試験相当問題が解答
できる。（建築学科学位授与の方針Ａに強く関与）
1) 建築設備全般に関する一級建築士試験相当問題が解答できる。（Ａ）
空調設備、給排水衛生設備、電気設備、搬送設備、省エネルギー、一級建築士
実施しない
授業時間中に複数回実施する、各分野終了ごとの「演習課題」100％（達成目標１を評価）により
成績を評価し、総計で得点率60％以上を合格とする。
合格対策　一級建築士受験講座　学科Ⅱ（環境・設備）／全日本建築士会編／地人書館／978-4-80



関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

52-0893-9C3052
「建築設備Ⅰ」「建築設備Ⅱ」を受講していることが望ましい。
図説 建築設備／村川三郎監修／学芸出版社／978-4-7615-2628-3
坂本研究室　B1号館5階509研究室
・グループディスカッション時には積極的に参加すること。
・授業時間内に「演習問題」を実施するが、不正行為に対して厳格に対処する。
・講義の補足資料は講義開始時に配布する。
･授業中に、学修度確認のためのグループディスカッションおよび発表を実施する。

・演習課題については、講義中に模範解答を示しフィードバックを行う。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いるので、配慮が必要な場合は、事前に相談すること。
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合は事前に相談すること。
元竹中工務店設計部門勤務：企業の設計部門での設備設計業務の経験を活かして、建築設備の基本
的な内容を具体的に講義する。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習
講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

特別研究Ⅰ（FTZ99100）
Graduation Study I
中西啓二（なかにしけいじ）,山崎雅弘（やまざきまさひろ）,江面嗣人（えづらつぐと）,後藤義
明（ごとうよしあき）,小林正実（こばやしまさみ）,中山哲士（なかやまさとし）,弥田俊男（や
だとしお）,坂本和彦（さかもとかずひこ）,平山文則（ひらやまふみのり）,ジェーンオハロラン
（じぇーんおはろらん）,八百板季穂（やおいたきほ）,馬淵大宇（まぶちだいう）,竹内渉（たけ
うちわたる）
４年
4.0
実験実習
前年度に研究室配属希望調査を行い配属研究室を決定する。以後、指導教員の指示に従うこと。 
　研究室オリエンテーション（４月） 　卒業研究・卒業設計のテーマの設定、関連基礎知識の修
得、関連する研究・設計の調査（４－９月） 　卒業研究・卒業設計の推進（１０－１１月） 　卒
業研究・卒業設計の中間発表（１１月） 　卒業研究・卒業設計の推進（１２月－１月） 　卒業論
文・卒業設計作品の提出および最終発表（２月上旬）
各教員の指導に従って個別に行う。
配属された研究室の教員が１年間を通じて卒業研究あるいは卒業設計の指導を行う．建築に関連し
た研究または設計に関して、自主的にテーマを設定させ、その課題の発見と問題解決に必要となる
基礎能力を身に着けるように指導し、研究または設計を遂行させる。また、得られた成果を卒業論
文または卒業設計としてまとめ上げさせ、一人で物事を完遂する能力、自分の考えをまとめる能力
、プレゼンテーション能力などを身につけるようにさせる。(建築学科学位授与の方針Hに強く関与
）
以下の能力を身につけている。(1)自ら研究・設計計画を立てる。(2)必要な資料を自分で獲得する
手段を習得する。(3)既往の研究や建築作品のレビューを行う。(4)新たな課題を見出す。(5)自主
的に解決法を考案する。(6)調査・実験・分析・解析などに関する基礎能力を養なう。(7)課題の背
景・目的を整理し、自らが行った研究および設計について、その独自性を論理的に記述・表現する
。(8)適切なプレゼンテーション能力を身につける。(H)
自主性　プレゼン　表現力　文章力
実施する
卒業論文または卒業設計（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーションとその内容（発表
会参加教員による評価：４０％）を総合して評価し６０％以上を合格とする。
適宜指示をする。
建築学科の全ての科目
適宜指示をする。
代表：学科長（原則は配属先指導教員）
・各教員がゼミ生と定期的に面談し，適切な助言を与えて，ディプロマポリシーに沿った指導を行
う。
・各分野（計画，構造・環境設備）において，中間発表会を開催して，研究の進捗および内容を複
数の教員でディプロマポリシーを満足しているかをチェックする。

・各分野（計画，構造・環境設備）において，中間発表会を開催して，研究の進捗および内容を複
数の教員でディプロマポリシーを満足しているかをチェックする。

・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
江面嗣人，後藤義明，平山文則，中西啓二，山崎雅弘，坂本和彦，弥田俊男
各教員の指導に従って個別に行う。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習
講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

特別研究Ⅱ（FTZ99200）
Graduation Study II
中西啓二（なかにしけいじ）,山崎雅弘（やまざきまさひろ）,江面嗣人（えづらつぐと）,後藤義
明（ごとうよしあき）,小林正実（こばやしまさみ）,中山哲士（なかやまさとし）,弥田俊男（や
だとしお）,坂本和彦（さかもとかずひこ）,平山文則（ひらやまふみのり）,ジェーンオハロラン
（じぇーんおはろらん）,八百板季穂（やおいたきほ）,馬淵大宇（まぶちだいう）,竹内渉（たけ
うちわたる）
４年
4.0
実験実習
前年度に研究室配属希望調査を行い配属研究室を決定する。以後、指導教員の指示に従うこと。 
　研究室オリエンテーション（４月） 　卒業研究・卒業設計のテーマの設定、関連基礎知識の修
得、関連する研究・設計の調査（４－９月） 　卒業研究・卒業設計の推進（１０－１１月） 　卒
業研究・卒業設計の中間発表（１１月） 　卒業研究・卒業設計の推進（１２月－１月） 　卒業論
文・卒業設計作品の提出および最終発表（２月上旬）
各教員の指導に従って個別に行う。
配属された研究室の教員が１年間を通じて卒業研究あるいは卒業設計の指導を行う．建築に関連し
た研究または設計に関して、自主的にテーマを設定させ、その課題の発見と問題解決に必要となる
基礎能力を身に着けるように指導し、研究または設計を遂行させる。また、得られた成果を卒業論
文または卒業設計としてまとめ上げさせ、一人で物事を完遂する能力、自分の考えをまとめる能力
、プレゼンテーション能力などを身につけるようにさせる。(建築学科学位授与の方針Hに強く関与
）
以下の能力を身につけている。(1)自ら研究・設計計画を立てる。(2)必要な資料を自分で獲得する
手段を習得する。(3)既往の研究や建築作品のレビューを行う。(4)新たな課題を見出す。(5)自主
的に解決法を考案する。(6)調査・実験・分析・解析などに関する基礎能力を養なう。(7)課題の背
景・目的を整理し、自らが行った研究および設計について、その独自性を論理的に記述・表現する
。(8)適切なプレゼンテーション能力を身につける。(H)
自主性　プレゼン　表現力　文章力
実施する
卒業論文または卒業設計（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーションとその内容（発表
会参加教員による評価：４０％）を総合して評価し６０％以上を合格とする。
適宜指示をする。
建築学科の全ての科目
適宜指示をする。
代表：学科長（原則は配属先指導教員）
・各教員がゼミ生と定期的に面談し，適切な助言を与えて，ディプロマポリシーに沿った指導を行
う。
・各分野（計画，構造・環境設備）において，卒論発表会を開催して，研究の内容を複数の教員で
ディプロマポリシーを満足しているかをチェックする。
・年度末に，卒論および卒業設計の成果物を展示して一般公開して講評していただく機会を設け，
学生自身が行った研究成果が社会にどのように受け入れられているかを理解する。

・各分野（計画，構造・環境設備）において，卒論発表会を開催して，研究の進捗および内容を複
数の教員でディプロマポリシーを満足しているかをチェックする。
・年度末に，卒論および卒業設計の成果物を展示して一般公開して講評していただく。
・研究論文については学会等に発表し，卒業設計については学会あるいは県内の卒業設計展に応募
しその成果を発表する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき，合理的配慮を
提供していますので，配慮が必要な場合は，事前に相談してください。
・障がいに応じて補助器具（ＩＣレコーダー，タブレット型端末の撮影，録画機能）の使用を認め
るので，事前に相談すること
・配布資料や録画データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は禁止す
る。
・正当な理由から，ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には，レポー
ト等による代替措置を検討するので事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は，参考資料を事前に提供することが可能です。
江面嗣人，後藤義明，平山文則，中西啓二，山崎雅弘，坂本和彦，弥田俊男
各教員の指導に従って個別に行う。


